
中

国

初

期

合

作

社

史

論

辛
亥
革
命
前
後
か
ら

一
九
二
三
年
ま
で
を
中
心
に
ー

菊

池

一

隆

は
 

じ
 

め
 

に

一 

協

同
組
合
思
想
の
中
国

へ
の
流
入

二
 

中
国
に
お
け
る
協
同
組
合
思
想
の
受
容
形
態

1
 
合
作
主
義
者
の
各
種
思
想
等
に
対
す
る
見
解

2
 
合
作
社
組
織
化
問
題
に
対
す
る
議
論

三
 
国
際
協
同
組
合
運
動
と
中
国
初
期
合
作
運
動

四
 
中
国
初
期
合
作
運
動
の
実
際
的
状
況

1
 
信
用
合
作
社
の
実
状

2
 
消
費
合
作
社
の
実
状

3
 
「冒
牌
」
合
作
社
の
出
現
と
上
海
合
作
連
合

会
の
設
立

4
 
生
産
合
作
社
の
実
状

お
 

わ
 

り
 
に

注

は
 

じ
 

め
 

に

 
中
国
合
作
運
動
は
中
国
近
現
代
史
上
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
教
育
諸
側
面
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
同
時
に
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て

き
た
。
例
え
ば
、
華
洋
義
賑
会
の

一
九
二
三
年
以
降
の
信
用
合
作
社
組
織
化
、
三
〇
年
代
江
蘇
省
中
心
の
合
作
社
の
飛
躍
的
増
大
と
各
省

へ
の
波
及
、

郷
村
建
設
運
動
に
お
け
る
合
作
社
の
重
要
な
役
割
、
江
西
省

「収
復
地
区
」
に
お
け
る
合
作
社
利
用
、

ソ
ビ

エ
ト
区
、
さ
ら
に
辺
区
で
の
合
作
社
推
進
、

そ
し
て
七
七
事
変
後
、
抵
抗
経
済
確
立
を
目
指
し
た
中
国
工
業
合
作
運
動
等
々
が
あ
り
、
中
国
近
現
代
史
を
分
析
す
る
際
、
看
過
で
き
な

い
テ
ー
マ
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1
)

あ

る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後

に
お
け

る
合
作
運
動
史

研
究
、
と
り
わ

け
辛
亥
時
期
か
ら

二
〇
年
代

の
時
期

の
研
究

は
極

め
て
少
な
く

、
遅

々
と

し

中
国
初
期
合
作
社
史
論
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中

国

国

民

革

命

の

研

究
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八

 

 

 

 

 

 

(2
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3
)

て
進
ん
で
い
な
い
現
状
に
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
打
開
す
る
意
味
で
も
、
戦
前
の
史
料
、
研
究
業
績
を
再
検
討
す
る
と
と
も
に
、
辛
亥
革
命
前

後
か
ら
二
三
年
ま
で
の
時
期
を

「
初
期
合
作
社
」

(以
下
、
初
期
合
作
社
)
時
期
と
命
名
し
、
海
外
か
ら
の
協
同
組
合
思
想
の
流
入
か
ら
、
五
四
運
動

を
経
て
中
国
で
初
め
て
合
作
社
組
織
化
が
行
な
わ
れ
た
時
期
に
焦
点
を
絞
り
、
論
じ
た
い
。
初
期
合
作
社
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
①
辛
亥
革
命
前

後
の
協
同
組
合
思
想
流
入

の
特
徴
と
意
義
、
②
協
同
組
合
に
対
す
る
認
識
と
理
論

の
発
展
、
③
五
四
運
動
と
の
関
連
、
④
各
種
思
想
と
実
践
問
題
と
の

関
連
で
の
協
同
組
合
思
想

の
受
容
形
態
、
⑤
国
際
協
同
組
合
運
動
の
関
係
と
そ
の
特
徴
等

の
解
明
に
重
点
を
置
き
、
特
に
⑥
北
京
消
費
公
社
を
除
け
ば
、

ほ
と
ん
ど
研
究
進
展
が
見
ら
れ
な
か

っ
た
合
作
社
の
実
態
と
内
容
を
、
新
た
な
事
実
に
よ

っ
て
実
証
的
に
深
め
、
同
時
に
上
海
合
作
銀
楼
等
の
よ
う
に

従
来
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
の
な
か

っ
た
合
作
社

(
可
能
な
限
り
表
5
に
掲
載
)
の
発
掘
に
努
め
た
。
い
わ
ば
、
本
稿
は
中
国
合
作
運
動
の
起
点
の
考

察
、
辛
亥
時
期
か
ら
二
〇
年
代

の
初
期
合
作
運
動
の
全
構
造
、
実
態
、
特
色
を
極
力
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
お
り
、
同
時
に
三
〇
年
代
、
さ
ら
に
私
の
従
来
か
ら
の
研
究
、
抗
日
戦
争
時
期
の
工
業
合
作
運
動
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
中
国
合
作
運
動
史
全
体
を

再
構
築
す
る
た
め
の

一
環
で
も
あ
る
。
で
は
、
中
国

へ
の
協
同
組
合
思
想
の
流
入
と
受
容
形
態
、
国
際
協
同
組
合
運
動
と

の
関
連
、
合
作
社
の
実
際
的

情
況
等
を
順
次
論
じ
て
い
き
た
い
。

一 

協
同
組
合
思
想

の
中
国

へ
の
流
入

協
同
組
合
は
清
末
か
ら
中
国
で
知
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
北
京
京
師
大
学
堂
に
留
日
学
生
が
帰
国
し
て

「
産
業
組
合
」
(当
時

の
日
本
で
の
協
同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1
)

組
合
の
訳
名
)
と
い
う
課
程
を
開
設
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
時
期
は
明
確
で
は
な

い
が
、
京
師
大
学
堂
の
設
立
が

一
八
九
八
年
で
あ
る
か
ら
当
然
そ
れ

以
後
と
な
る
。
た
だ
し
、
屈
万
里
等
主
編

『京
師
大
学
堂
』
に
は
そ
う
し
た
課
程
、
科
が
開
設
さ
れ
た
り
、
も
し
く
は
講
義
が
あ

っ
た
と
の
記
載
は
な

俗
Ψ
商
学
や
経
済
学
講
義
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
他
、
当
初
、
協
同
組
合
は

「
産
業
組
合
」
以
外
に
も

「
互
助
」
「公
社
」
「公

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
(3
)

会
」

「協
会
」

「共
済
社
」

「共
済
会

」

「協

作
社
」

「協

社
」

「
合
社
」
「
合
助
社
」
、
さ
ら
に

「
会
社
」
等

々
に
訳
さ
れ

て

い
た
。

こ
れ
ら
の
名
称

が

「合



作
社
」

に
次
第

に
統

一
さ
れ
始
め
る

の
は
、

一
九

一
九
年

一
〇
月
上
海
国
民
合
作
儲
蓄
銀
行

が
成

立
し
て

「
合
作
」

と

い
う
名
称
が
実
際

に
使
用
さ
れ
、

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
  
 

か

つ
二
〇
年

七
月

『覚

悟
」
等

が

「
合
作
社
」

へ
の
統

一
を
要
求

し
た
以
後

と
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、

「会

社
」

は
す

で
に
日
本

で

。
。
ヨ
窓

ξ

の
訳

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
(5
)

語
と
さ

れ
て
お
り

、
不
適

と
さ
れ
、

ま
た

「
合
作
」
と

「
互
助
」
も
次
第

に
区
別

し
て
使
用

さ
れ

る
よ
う

に
な
る
。
例
え

ば
、
萢

履
吉

は

フ
ラ
ン
ス
で

も

「合

作
社
」

(8

0
℃
①
鑓
自
く
Φ
ω
。
9
①
受
)
と

「
互
助
社
」

(ヨ
ロ
ε
巴

巴
住
ω
O
。
一Φ
受
)
に
分
け
ら

れ
て

い
る
と

し
、
前
者

は

「
営
業
」

的
、
後
者

は

「
博

 
 
 

 
 
 

 
  
 

愛
」
的
性
格
と

し
た
。

こ

の
よ
う
に

し
て
セ

レ
ク
ト
さ
れ

て
い

っ
た

の
で
あ

る
。

 
で
は
五
四
運
動
以
前
、
協
同
組
合
思
想
は
ど
の
程
度
、
ど
の
よ
う
な
形
で
、
さ
ら
に
は
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
鄭
林
荘

に
よ
れ
ば
、

一
九
〇
五
年

『
法
政
叢
編
」
(
湖
北
法
政
編
輯
社
)
第

=
二
種

『経
済
学
』
は
協
同
組
合
式
銀
行
が
四
種
主
要
銀
行
の

一
つ
と
し
、
〇
九

年
R

・
T

・
エ
リ
ー

(国
ぞ
)
著
、
熊
崇
煎
訳

『経
済
学
概
論
』
に
は
協
同
組
合

の

一
節
が
あ
り
、
そ
の
組
織
を
論
じ
、
さ
ら
に

一
〇
年
謝
森
、
李
激

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

著

『銀
行
制
度
論
」
は

「
人
民
銀
行
」
(信
用
合
作
社
)
に
論
及
し
て
い
る
と

い
う
。
実
像
に
迫
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
の
具
体
的
内
容
を
押
さ
え
る

必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
は
未
見
で
あ
る
。
だ
が
、
鄭
が
箇
条
書
き
で
示
す
そ
の
他
の
新
聞
、
雑
誌
論
文
等
は
入
手
し
得
た
の
で
内

容
を
検
討
し
た
い
。

一
二
年
四
月
二
二
日
付
け
の

「
民
立
報
』
は
、
「
消
費
組
合
は
産
業
組
合
の

一
種
」
と
し
、
「他

の
組
合
と
異
な
る
点
は
、
そ
の
目

的
が
組
合
員
の
消
費
上

の
利
益
を
増
進
す
る
こ
と
に
あ
り
、
職
業
の
如
何
を
問
わ
ず
、
お
よ
そ
独
立

の
生
計
を
営
む
者
は
皆
加
入
で
き
、
…
…

(
そ

の
)
範
囲
が
広
い
こ
と
が
隆
盛
の
原
因
」
と
す
る
。
そ
の
後
、
小
売
商
と
の
衝
突
な
ど
困
難
を
指
摘
す
が
、
人
民

の
知
識
が
高
ま

っ
た
後
、
盛
ん
に
な

り
、
世
界
で
最
も
盛
ん
な
ド
イ

ツ
を
見
る
に
そ
の
社
会

の
レ
ベ
ル
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
う
。
か
く
し
て
、
そ
れ
が
設
立
さ
れ
れ
ば
社
会
交
易
は
少
数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

豪
商
の
手
に
独
占
さ
れ
る
に
至
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
都
市
の
消
費
協
同
組
合
を
論
ず
る
も
の
も
あ

っ
た
が
、
た
だ
、
こ
の
時
期
は

中
国
が
農
業
国
家
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
反
映
し
、
農
業
問
題
打
開
に
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
が
置
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

=
二
年
に
は
農
林
部

(
衰

世
凱
政
権
下
)
『
農
林
公
報
』
は
幾

つ
か
の
関
連
論
文
を
掲
載
、
例
え
ば

一
月
播
詠
雷

「論
農
業
組
合
為
改
良
農
務
之
要
図
」
は

「
吾
国
農
業
組
合

の

制
度
の
発
達
で
最
も
早
期
は
井
田
制
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
後
転
変
し
て

「
農
業
組
合
」
の
制
度
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
慨
嘆
し
、
農
業

不
振
は
小
農
制
度
に
根
ざ
し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
改
良
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
故
に
こ
そ
外
国
の

「
農
業
組
合
」
、
す
な
わ
ち
協
同
組
合
制
度
を
移
植

中
国
初
期
合
作
社
史
論
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六
四
〇

し
た

い
と

強
調
す

る
。
た

だ
英
領

カ

ナ
ダ
、

日
本

の
北
海
道

の
方
法

は
そ

の
ま
ま
中
国
に
適
用

で
き
ず

、
中
国
農
業

の
状
況
を
参
酌

し
て
、
「
井
田
之

遺
志
」
を

「師
」

と
す

る
と
す

る

。
そ

の
後
、

「農
業

組
合
」

の
利
点

に
言
及
す
る
が
互
助

・
協
力
的

な
側
面
に
限
定
し
、
か

つ

「富
者

は
資
本

を
以

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(9
)

て
労
力
に
代
え
、
貧
者
は
労
力
を
以
て
資
本

に
代
え
る
」
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
に
よ
る
支
配
を
許
さ
ぬ
た
め
に
、
「貧
者
」
で
あ

っ
て
も
協

同
組
合
員
に
な
る
た
め
に
は
原
則
的
に
低
額
株

の
購
入

(
出
資
)
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
か
つ
持
株
限
度
も
決
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資
本

と
労
働
力
を
分
離
し
、
利
潤
追
求
を
す
る
株
式
会
社
と
混
同
し
て
解
釈
す
る
な
ど
、
そ
の
理
解
は
極
め
て
浅
薄
で
あ

っ
た
。
だ
が
、
三
月

「
救
済
小
農

金
融
論
」
に
な
る
と
、
不
十
分
と
は

い
え
内
容
的
に
大
き
な
進
展
を
見
せ
、
具
体
的
に

「信
用
組
合
」

(農
工
商
な
ど

「産
業
」
に
必
要
な
資
金
を
組

合
員
に
貸
与
、
か

つ
貯
金
に
便
宜
を
図
る
)
、
「
販
売
組
合
」
(
組
合
員
の
生
産
物
を
仲
買
商
人
の
手
を
経
な

い
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
利
益
独
占
の

弊
害
を
防
止
す
る
)
、
「購
買
組
合
」
(
「
産
業
」
、
生
活
に
必
要
な
物
品
を
組
合
が
代

っ
て
購
入
、
組
合
員
に
転
売
す
る
)
、
「生
産
組
合
」
(物
品
生
産
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(10
)

販
売
を
目
的
と
す
る
)
と
そ
れ
ぞ
れ
区
別
し
て
説
明
し
、
「
こ
の
問
題
は
軽
視
す

べ
き
で
な
い
」
と
再
度
強
調
し
た
。
同
月
、
崔
学
材

「
産
業
組
合
之

効
用
」
も
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ

ツ
を
例
に
出
し
な
が
ら
農
業
上
の
危
機
克
服
は
農
業

の

「
産
業
組
合
」
と
極
め
て
大
き
な
関
係
が
あ
る
と
し
、
「生
産
、

販
売
組
合
」
、
「
農
業
銀
行
」
(
信
用
合
作
社
)
に
よ

っ
て
中
小
農
金
融
を
維
持
、
生
産

コ
ス
ト
の
減
少
、
生
産
増
大
、
「農
工
商
業

の
相
互
調
和
」
、
「富

強
」
を
図
れ
る
と
す
る
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
の
協
同
組
合
の
統
計
数
字
を
を
示
し
、
「
ド
イ
ツ
の
農
業
振
興
の
由
来
す
る
所
は
産
業
組
合
の
効
用
が
か
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

の
如
く
著
し
い
」
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た

『中
央
商
学
会
雑
誌
』
も
播
承
業

「信
用
組
合
論
」
を
掲
載
し
た
。
こ
れ
は

「
信
用
組
合
」
の
性
質

と
し
て
中
産
以
下
の
産
業
者
の
資
金
互
助
機
関
と
位
置
づ
け
、
そ
の
起
源
は
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
で
、
両
国
に
お
い
て
発
達
し
た
こ
と
を
述
べ
、
そ
の

組
織
構
造
を
、
「
信
用
組
合
組
織
化

で
我
ら
が
最
も
研
究
す

べ
き
」
組
合
員
に
関
し
て
そ
の
加
入
資
格
、
権
利
と
義
務
を
述

べ
、
そ
の
後
、
資
本
金
、

組
織

(総
会
。
総
理
、
会
計
、
書
記
と

い
う
経
常
職
員
。
監
理
)
、
貸
付
最
高
額
、
利
益
配
分

(債
権
者

へ
の
利
子
、
経
理
費
と
職
員
報
酬
、
準
備
金
、

利
息
配
当
)
等
を
具
体
的
に
あ
げ
、
手
堅
く
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
効
用
と
し
て
①

こ
れ
ま
で
資
金
運
用
、
信
用
利
用
を
少
数
の
資
本
家
、
財
産
家
が

独
占
し
て
き
た
が
、
中
下

(
産
)
社
会
に
も
信
用
経
済
の
利
益
を
普
及
さ
せ
る
。
②
軋
礫
、
闘
争
の
要
因
た
る
貧
富
の
格
差
の
弊
害
を
減
少
さ
せ
る
。

③
地
方
経
済
の
独
立
を
促
進
す
る
。
④
中
下

(産
)
社
会

の
貯
蓄
精
神
を
鼓
舞
す
る
。
⑤

「
小
民
」
(中
産
以
下
の
人
民
)
の
道
徳
心
を
養
成
す
る
。



⑥
自
助
自
治
能
力
を
養
成
し
、
「
小
民
」

の
自
立
能
力
を
発
展
さ
せ
、
自
由
競
争
の
経
済
界
に
適
応
、
生
存
で
き
る
よ
う
に
し
、
そ
れ
ら
の
能
力
を
日
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増
し

に
発
達
さ
せ

る
こ
と

で
地
方

自
治
行

政

の
基

礎
と
す
る
と
し
、
す

で
に
こ

の
時
期
か
ら
地
方
自
治
等
を
重
視
し

て
い
て
注

目
さ
れ

る
。

 
こ
の
よ
う
に
清
末
、
と
り
わ
け
辛
亥
革
命
後
、
不
十
分
で
は
あ

っ
た
が
、
中
国
思
想
界
に
お
け
る
開
放
の
要
求
か
ら
西
欧
か
ら
協
同
組
合
思
想
を
含

む
新
思
想
が
流
入
し
、
協
同
組
合
が
紹
介
さ
れ
始
め
た
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
実
際
に
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
以
下
の
事
実
が
判
明
し
た
。
①
鄭
林
荘

は
こ
の
時
期

「心
か
ら
合
作
を
提
唱
す
る
意
思
は
な
い
」
と
断
じ
、
二
〇
年
前
後
出
版
の
何
海
鳴

『中
国
社
会
政
策
』
か
ら
提
唱
の
意
思
は
あ

っ
た
よ

 
 
 
 お
 

う
で
あ
る
、
と
す
る
。
し
か
し
、
播
承
業
は
当
然
、
設
立
意
思
が
あ
り
、
播
詠
雷
も

「
軽
視
す
べ
き
で
は
な

い
」
の
言
に
も
示
さ
れ
る
如
く
問
題
意
識

を
も
ち
、
さ
ら
に
上
述
の

『
民
立
報
』

の
文
章
末
尾
の

「
記
者
誌
」
に
は

「貧
富
の
調
停
」
に
は

「共
産
を
空
言
す
る
も
の
に
固
よ
り
勝
る
」
と
述

べ

て
い
る
点
か
ら
も
、
協
同
組
合
を
現
実
的
な
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
年
前
後
か
ら
で
は
な
く
、
実
際
に

は
す
で
に

一
二
、

=
二
年
段
階
で
協
同
組
合
導
入
も
考
慮
に
値
す
る
と
の
意
識
が
少
な
く
と
も
あ

っ
た
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
後
述

す
る
よ
う
に
酵
仙
舟
も

一
四
年
に
は
合
作
主
義
を
提
唱
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
②
こ
の
時
期

の
特
色
と
し
て
、
農
村
問
題
に
か
な
り
の
ウ
エ
イ
ト
が
置

か
れ
、
そ
の
打
開
の
た
め
に
協
同
組
合
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
都
市

の
消
費
合
作
社
も
そ
れ
な
り
に
重
視
さ
れ
、

そ
の
効
用
と
し
て
豪
商
に
よ
る
中
間
搾
取
の
抑
止
を
強
調
し
て
い
る
点
は
看
過
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
発
想
は
五
四
運
動
以
後
の
消
費
合
作
社
重
視
の

発
想
と
共
通
し
た
も
の
を
持
ち
、
地
方
自
治
の
問
題
と
と
も
に
、
合
作
思
想
に
お
け
る
辛
亥
時
期
と
五
四
時
期
の
連
動
し
て
い
る
部
分
と
見
な
す
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
③
協
同
組
合
を
実
際
に
組
織
す
る
た
め
に
は
、
協
同
組
合

の
効
用
を
知
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
協
同
組
合
の
種

類
を
知
る
こ
と
、
と
り
わ
け
組
織
構
造
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
播
詠
雷

「救
済
小
農
金
融
論
」
、
播
承
業

「信

用
組
合
論
」
は
実
践

へ
の
初
歩
的
な
基
盤
を
創

っ
た
と

い
う
意
味
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
部
分
的
と
は
い
え
、
辛
亥
時
期
に
す
で
に
合
作

社
実
践

へ
の
前
提
条
件
は
出
来
上
が

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
で
は
実
践

へ
の
転
換
は

い
つ
か
。
す
な
わ
ち
、
五
四
運
動
前
夜
、
広
範
な
大
衆
に
社
会
経
済
的
要
求
が
潜
在
し
て
お
り
、
具
体
的
力
量
に
な
り
始
め

て
い
た
。
時
に
パ
リ
講
和
会
議
で
の
中
国
の
国
際
的
地
位
の
低
さ
、
政
治
腐
敗
を
知

っ
た
知
識
人
は
国
家
の
徹
底
的
改
造
の
必
要
を
感
じ
た
。
そ
こ
で

中
国
初
期
合
作
杜
史

論

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
六
四
一



 
 
 
 
 
中
国
国
民
革
命
の
研
究
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六
四
二

西
欧
の
社
会
、
経
済
、
政
治

の
状
況
、
及
び
各
種
思
想
が
辛
亥
時
期
以
上
に
紹
介
さ
れ
た
。
特
に
各
種
社
会
主
義
、
す
な
わ
ち
無
政
府
主
義
、
共
産
主

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 む
 

義
、
国
家
社
会
主
義
が
救
国
思
想
と
し
て
討
論
さ
れ
た
が
、
協
同
組
合
主
義
も
そ
の

一
つ
で
あ
り
、
青
年
知
識
入
に
深
く
受
容
さ
れ
た
と
い
う
。
と
り

わ
け
、
五
四
運
動
以
降

の
意
識
高
揚
の
中
で
、
単
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
奏
で
る
だ
け
で
具
体
的
方
法
が
少
な
い
と
自
省
の
念
が
生
じ
、
「実
際
」
す
な
わ

ち
経
済
を
重
視
す
る

一
団
の
知
識
人
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
金
融
中
枢
の
合
作
銀
行
か
ら
着
手
、
ま
た
消
費
合
作
社
か
ら
将
来
の

「民

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 め
 

主
」
を
創
造
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
の
で
あ
る
。

 
五
四
運
動
以
後
、
実
践

へ
の
転
換
に
先
陣
を
切

っ
た
朱
進
之

(
一
八
八
八
ー

一
九
二
三
)
、
徐
槍
水

(
一
八
九
五
-

一
九
二
五
)
は
、
資
本
主
義
の

欠
陥
か
ら
生
じ
る
中
小
業
者
、
労
働
者
等

の
生
活
困
難
改
善
の
た
め
に
協
同
組
合
の
組
織
化
を
主
張
し
た
。

ま
ず
朱
進
之
に
よ
れ
ば
、
経
済
学
等
は
往
々
に
し
て
資
本
主
義
を
促
し
、
そ
の
道
を
前
進
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
資
産
家
に
代

っ
て
研
究
し
、

い
か
に
労
力
を
省

い
て
最
大
の
収
益
を
あ
げ
る
か
の
み
を
考
え
、
最
大
多
数
の
労
働
力
に
依
拠
す
る
人
は
功
労
が
報
わ
れ
る
こ
と
が

い
か
に
困
難
か
。
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労

資
対
立

は
こ
こ
か
ら
生
じ

る
と
考

え
た
。

こ
う

し
た
発
想

の
下

で
朱

は

「
平
民
銀
行
」

(
信
用
合
作
社
)
を
重
視

し
た
。
朱

は
、
我
国

の
平
民

に
対

し

て
特
別
な
金

融
機
関
が
な
く
、

一
大
欠
点

で
あ

る
と
す

る
。
ま
た

日
貨
ボ
イ

コ
ッ
ト

の
視
点
か
ら
も
そ

の
設
立
意
義
を
強

調
し
た
。
す

な
わ
ち

、
日

本

か
ら

の
輸
入
商
品
は
多

く
が
部

品
、
小
物

で
、
僅
か
な
資
本
が
あ
れ
ば
製
造
が
困
難

で
は
な

い
。
勧
業
銀
行

が
巨
額

の
貸
付
を
行

な
え
ば

工
場

を
設

 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 レ
 

立

で
き
、
大
規
模

な
ボ
イ

コ
ッ
ト

が

で
き
、

「平
民
銀
行
」

が

一
般

の
小

工
、
小
商
を
助

け
れ
ば
小
規
模
な
ボ
イ

コ

ッ
ト
が
で
き

る
と
し
、
か

つ
民
衆

自

治
、
団
結
、
相
互
扶
助
を
増
進

で
き

る
と
主
張

し
た

の
で
あ

る
。

で
は

「平

民
銀

行
」

の
組
織
形

態

は

い
か

な
る
も

の
か
。
朱

の
手

に
な
る
、

ド
イ

ツ
の
シ

ュ
ル

ツ

ェ

(都
市

型
信
用
協
同
組
合
)
、

ラ
イ

フ
ァ
イ
ゼ
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)

ン

(農
村
型
信
用
協
同
組
合
)
両
型
を
参
考
に
し
た

「
平
民
銀
行
簡
章
草
案
」
(
一
九

一
九
年
八
月
)
を
作
成
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ω
宗
旨
は
互

助
、
自
助
で
あ
り
、
政
府
の
資
本
を
必
要
と
し
な
い
が
、
そ
の
保
護
と
提
唱
は
必
要
で
あ
る
。
ω
中
産
以
下
を
組
織
し
、
非
会
員
は
借
金
で
き
な
い
。

㈹
会
員
は

一
定
区
域

(
一
城
市
、

一
郷
)
に
居
住
す
る
中
産
以
下
の
有
識
者
。
ω

一
株
は
城
市
で
は
二
〇
ー
三
〇
元
、
郷
村
で
は
三
ー
五
元
と
し
、
会

員
に
は
最
低

一
株
購
入
を
義
務
づ
け
、
多
く
と
も
若
干
株
以
上
の
株
購
入
は
で
き
な

い
。
大
会
で
は
い
か
な
る
会
員
も

=

権
」
(
一
票
)
を
有
す
る



だ
け
で
あ
る
。
㈲
貸
付
は
五
角
-
五
〇
元
。
㈲
期
限
は
大
体
三
ー
六
ヵ
月
、
長
く
と
も

一
年
で
あ
る
が
、
農
民
は
三
-
五
年
、
あ
る
い
は
五
年
以
上
に

延
ば
せ
る
。
ω
借
金
に
は
抵
当
は
不
要
で
あ
る
が
、
二
人
の
保
証
人
と
用
途
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
㈹
将
来
、

一
省
に

一
連
合
社
、
銀
行
を
有
し
、
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最
終
的
に
は
全
国
集
中
機
関
に
よ
る
事
業

の
統

一
を
図
る
、
と
あ
る
。
そ
の
長
所
は
、
①
地
方
貧
困
情
況
が

一
変
す
る
。
②
国
民
自
治
、
自
助
精
神
、

能
力
の
増
大
。
③
貯
蓄
の
奨
励
。
④
全
て
の
人
が
生
産
に
従
事
し
、
算
盤
で
利
益
を
得
る
者

(
商
人
)
は
自
然
淘
汰
さ
れ
る
。
⑤
平
民
経
済
か
ら
平
民

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(20
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教
育
、
平
民
政
治
に
達
す
る
と
主
張
し
、
中
華
職
業
教
育
社
、
江
漸
両
省
教
育
会
に
共
同
提
唱
者
に
な
る
よ
う
訴
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
草
案
は
、

対
立
面
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
シ

ュ
ル
ツ
ェ
、
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
両
型
を
大
胆
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
都
市
と
農
村
の
双
方
に
目
配
り
し
な
が

ら
、
都
市
、
農
村
の
状
況
の
相
違
に
鑑
み
て
、

一
株
の
金
額
、
貸
付
額
、
貸
付
期
限
等
に
差
を

つ
け
、
双
方
に
協
同
組
合
を
設
立
す
る
こ
と
で
、
結
果

的
に
中
国
全
体
の
中
下
層

の
経
済
基
盤
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
野
心
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
「
全
国
集
中
機
関
に
よ
る
事
業

の
統

=

と
い
う
発
想
も
後
述
す
る
上
海
合
作
連
合
会
、
そ
し
て
三
五
年
三
月
の
全
国
合
作
事
業
を
主
管
す
る
実
業
部
合
作
司
、
さ
ら
に
は
同
年
秋
の
全
国
経
済

委
員
会
下
の
合
作
事
業
委
員
会
設
立
を
予
言
す
る
先
駆
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
も
そ
の
効
用
と
し
て

「自
治
」
が
あ
げ
ら
れ
、
か
つ
ま
ず
経
済

を
重
視
し
、
そ
れ
か
ら
教
育
、
政
治

へ
と
の
意
見
は
初
期
合
作
運
動
の
特
徴
を
な
す
も
の
で
あ

っ
た
。

 

つ
ぎ
に
、
徐
槍
水
は
長
沙
出
身

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で

『
民
立
報
』
の
編
輯
、
実
業
編
輯
社
の
経
営
等
を
行
な

っ
た
。

一
六
年
上
海
の
南
洋
商
業
公

学
で
講
演
。
そ
の
後
、
二
年
間
日
本
で
経
済
組
織
を
調
査
、
帰
国
後

『
銀
行
週
報
』
の
主
幹
と
な
り
、
協
同
組
合
関
係
論
文
を
矢
継
早
に
発
表
し
た
。

な
お
、
徐
は
当
初

「公
会
」
、
次

い
で

「
公
社
」
、
時
に
は

「
産
業
組
合
」
も
使
用
し
た
が
、
二

一
年
四
月
か
ら

「合
作
社
」

の
訳
語
を
使
用
す
る
よ
う

 
 
(21
)

に
な
る
。
ω
そ
れ
は
経
済
界
に
お
け
る
資
本
万
能
主
義
に
対
し
て
、
中
小
農
工
商
業
者
が
大
資
本
家
に
抵
抗
、
自
ら
の
生
存
、
安
全
を
図
る
た
め
に
生

 
 
 
 お
 

れ
た
と
し
、
合
作
社
の
業
種
に
か
か
わ
ら
ず
重
視
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
鋤
組
織
は
資
本
の
結
合
で
は
な
く
、
人
格
の
結
合
で
、
営
利
の
株
式
会
社
と
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は
根
本
的

に
異
な
り
、

目
的

は
会

員

の
資
金
融
通
を
扶
助
し
、
会
員

の
事
業
を
助
長
し
、
中
産
階
級

に
と

っ
て
収
益
大
と

し
た
。
㈹

「生

産
公
会
」

は

労
働
者
、
手

工
業
者
が

工
場
を
建

て

、
原
料
を
購
入
、
共
同
生
産
を
目
的

に
設
置
さ
れ
た
。

こ
れ

は
各
種

「公
会
」

中
、

最
も
利
点

が
大

き

い
が
、
工

場
、
機
械
等

の
巨
額
な
出
費
を

必
要

と

し
、
か

つ
物
価
変
動

の
少
な

い
品
目
に
限
ら
ざ

る
を
得
な

い
な
ど
、
経
営

上
、
困
難

が
多

い
。
だ

が
、
小

生
産

中
国
初
期
合
作
社
史
論
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者
、
労
働
者
を
資
本
家
の
地
位
に
立
た
せ
、
収
入
を
増
大
さ
せ
る
点
を
評
価
す
べ
き
と
す
る
。
㈲

「消
費
公
社
」
は
労
働
者
間
に
留
ま
ら
ず
、
中
産
階

級
に
も
普
及
し
て
い
る
点
に
着
目
す
る
が
、
実
務
人
材
が
少
な
く
、
ま
た

㎝
般
民
衆
に
現
金
売
買
が
歓
迎
さ
れ
な

い
等
の
困
難
に
言
及
す
る
。
た
だ
、
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物
価
高
騰
に
よ
る
生
活
困
難
と

い
う
事
実
、
商
人
の
暴
利
矯
正
の
観
点
か
ら
、
そ
の
必
要
性
を
力
説
す
る
。
㈲
信
用
合
作
社
は
無
産
、
中
産
両
階
級
の

結
合
体
で
、
①
金
融
の
偏
り
を
是
正
、
②
無
産
階
級
が
独
立
生
活
が
で
き
る
、
③
社
員
は
当
地
主
義
を
採
り
、
当
地
の
資
金
で
地
場
産
業
を
開
発
し
て
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金
融
を
豊

か
に
す

る
、
と

い
う
。

か

つ
小
商

工
業
者

に
対

人
信
用

の
貸
付
機

関
が
な

い
こ
と
を
指

摘
、
そ

の
打
開
策
と
し

て
も
信
用
合
作

社
を
重
視
し

た
。

こ
の
よ
う

に
徐
槍
水

に
な

る
と

、
農
村
、
農
民
問
題

に
は
あ

ま
り
触

れ
ず
、
例
え
ば

「生
産

公
会
」

も
農
業

で
は
な
く
、
工
業
生
産
協

同
組

合
に

つ
い
て
で
あ
り
、
都
市

に
大
き

な

ウ

エ
ー
ト
が
置
か
れ
る

こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
朱

進
之
が
農
村
も
重
視
し
、
辛
亥
時
期

の
協
同
組
合
思
想
を
継

承

し
て

「
平
民
銀
行
草
案
」

の
中

で
発
展
さ
せ
た

の
に
対
し
、
徐
は
都
市
重
点

へ
と
転
換
を
見
せ

る
五
四
運
動
以
後

の
協
同
組
合
思
想

の
先
駆
け
と
し

て

の
役

割
を
果
た

し
た
と

い
え

る
。

な
お
、
徐
は

五
四
運
動

以
後

も
合
作
同
志
社

の
委
員

に
な

っ
た
り
、
『
平
民
』

四
四
号

に
も

原
稿
を

寄
せ
る
な
ど

の
活
動
を
続

け
て

い
る
。

 
以
上
の
よ
う
に

『
銀
行
週
報
』
中
心
に
協
同
組
合
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
間
、
注
目
す
べ
き
も
う

一
つ
の
流
れ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

ア
ナ
ー
キ
ス
ト
李
石
曾
が
積
極
的
に
消
費
協
同
組
合
を
中
心
に
と
り
あ
げ
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に

一
七
年
に
節
約
の
観
点
か
ら

「協
社
」
と
し
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て
消
費
協
同
組
合
に
若
干
触
れ
て
は
い
た
が
、
五
四
運
動
を
経
る
と
、
「合
社
」
と
訳
し
、
次
第
に
熱
が
入
り
始
め
る
。
と
り
わ
け
二
〇
年
四
月

「社

会
革
新
之
両
大
要
素
」
は
協
同
組
合
に
大
き
く
踏
み
込
ん
だ
論
説
と
し
て
看
過
で
き
な

い
。
す
な
わ
ち

一
切
の
社
会
革
新
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
工

会
と

「
合
社
」
を
あ
げ
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
を
例
に
出
し
、
各
種

「合
社
」
が
あ
る
と
は
い
え
、
消
費

「合
社
」
は

「節
省
経
済
」
を
目
的

と
し
、
資
本
家
と
労
働
者
を

一
櫨
で
溶
か
し
、
比
較
的
簡
単
な
上
、
最
も
発
展
さ
せ
や
す
く
、
か

つ
堅
固
で
あ
る
と

い
う
。
李
の
時
期
区
分
に
よ
れ
ば
、

(甲
)
社
会
革
新
以
前
の
時
代
ー

工
会
と

「合
社
」
は
予
備
の
職
務
を
担

い
、
大
多
数

の
人
に
社
会
改
革

の
練
習
を
さ
せ
、
そ
の
能
力
を
増
大
さ
せ
、

社
会
改
革
の
中
堅
と
す
る
。
(乙
)
社
会
改
革
過
渡
時
代
-

工
会
と

「
合
社
」
は
生
産
と
消
費
の
予
備
を
な
し
、
新
旧
制
度
交
替
の
交
わ
り
と
な
し
、

何
ら
の
パ
ニ
ッ
ク
も
発
生
さ
せ
ず
、
経
済
生
活

の
中
断
の
憂
い
も
免
れ
さ
せ
る
。
(
丙
)
社
会
革
新
以
後

の
時
代
-
理
想
は
実
現
し
、
工
会
と

「
合
社
」



の
予
備

の
任
務
と
過
渡

の
効
能
は
す
で
に
終
り
、
新
社
会
に
適
し
た
制
度
を
求
め
る
。
李
は
社
会
革
新
の
最
も
重
要
な
点
と
し
て
、
資
本
家

・
労
働
者

の
階
級
と
生
産
者

・
消
費
者
の
区
別
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
そ
の
意
味
で
工
会
と

「合
社
」
を
無
視
で
き
ず
、
社
会
問
題
を
研
究
す
る
者

の
注
意
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を
喚
起

し
た

い
と

い
う

の
で
あ

る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
工
会
と
協
同
組
合
を
関
連
さ
せ
る
発
想
、
も
し
く
は
協
同
組
合
を
工
会

の
経
済
基
盤
と
す
る
と
の
意
見
は
、
李
石
曾
の
み
な
ら
ず
、

戴
季
陶
や
初
期
合
作
主
義
者
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
こ
の
時
期
の

一
つ
の
特
徴
を
形
成
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
李
石
曾
の
場
合
、
思
想
、

運
動
面
で
協
同
組
合
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
に
い
か
に
し
て
組
織
す
る
か
と
い
う
面
で
は
弱
く
、
実
際
に
合
作
社
を
組
織
す
る

場
合
、
後
述
す
る
よ
う
に
無
政
府
主
義
団
体

の
広
州
工
人
合
助
社
は

『
平
民
』
グ
ル
ー
プ
に
指
導
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

 
こ
れ
ら
よ
り
若
干
遅
れ
て
上
海
復
旦
大
学
教
授
醇
仙
舟

(
一
八
七
八
-

一
九
二
七
、
九
)
の
影
響
下
で
実
際
に
合
作
社
を
組
織
す
る
た
め
の
本
格
的

活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
醇
は

一
九
〇

一
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
留
学
。
〇
五
年
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
留
学
し
、
銀
行
業
務
を
実
習
す
る

と
と
も
に
シ

ュ
ル
ツ
ェ
、
ラ
イ

フ
ァ
イ
ゼ
ン
両
型
を
研
究
し
、
中
国
の
貧
民
解
放
に
役
立

つ
と
確
信
し
た
。
そ
し
て
米
独
留
学
の
経
験
か
ら
資
本
主
義

発
展
の
結
果
生
じ
る
貧
富

の
差
に
も
、
階
級
闘
争
史
観
を
中
核
と
す
る

マ
ル
ク
ス
経
済
理
論
に
も
批
判
的
と
な
り
、
「左
右
両
思
想
の
中
間
的
大
道
」
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

協
同
組
合
思
想
を
深
く
信
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
そ
し
て

『
復
旦
大
学
志
』
に
よ
れ
ば
醇
は
復
旦
公
学
で
す
で
に

一
四
年
か
ら
合
作
主
義
を
提

 

 

 

 

 

 

 

 
(
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唱

し

て

い
た

と

さ

れ

る

。
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で
は
復
旦
大
学
か
ら
開
始
さ
れ
た
合
作
研
究

・
宣
伝
機
関
た
る
平
民
週
刊
社
に
論
を
進
め
た
い
。
そ
の
創
設
は
二
〇
年
四
月
で
あ
る
が
、
発
起
は

一

九
年

=

月
で
あ
る
。
発
起
者
の
李
栄
祥
、
謳
常
榿
、
黄
華
表
ら
が
第

一
教
室
で
二
時
間
討
論
し
た
結
果
、
「平
民
」

の
観
点
か
ら
教
育
を
提
唱
す
る

こ
と
に
し
た
。
な
ぜ
な
ら
李
栄
祥
ら
に
は
五
四
運
動
以
後
、
文
化
運
動
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
専
ら
知
識
階
級
を
重
視
す
る
者
が
多
く
、
「労
動
階

級
」
を
顧
み
る
も

の
が
少
な
い
と
の
認
識
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
化
運
動
は
全
民
か
ら
着
想
す

べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
も
教
育
を
重
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視
す

る
と

し
、

一
種

の
宣
伝
方

法
と

し

て
週
刊
を
出
版
す

る
の
だ
と

い
う
。
ま
た
、
酵
も

「社
会
改
造

は
無
内
容

な
大
衆

運
動

か
ら
で
き

る
も

の
で
は
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な
く
、

『
実
力
」

か
ら
着
手

せ
ね
ば

な

ら
な

い
」
と

し
、

そ

の
た
め

に

「週
刊
を
発
行

し
、

一
方

で
宣
伝

し
、

一
方

で
実
行
す
る
」

こ
と

で
、
結

果
的

中
国
初
期
合
作
社
史
論
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に
そ
れ
を
担
う
知
識
人
の
重
要
な
役
割
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
「
実
力
」
す
な
わ
ち
経
済
重
視
の
姿
勢
を
示
唆
し
、
か
つ
宣
伝
と
実
行
の
同
時
進
行

を
打
ち
出
し
た
。

 
二
〇
年
上
海
学
生
連
合
会
が
山
東
問
題
で
罷
課
を
提
案
、
復
旦
大
学
も
そ
の
列
に
入

っ
て
い
た
。
そ
の
罷
課
後

の
余
暇
を
好
機
と
す
べ
く
週
刊
発
行

の
準
備
を
進
め
た
。
何
度
も
会
議
が
も
た
れ
、
楊
道
映
、
黄
華
表
が
正
副
総
編
輯
、
劉
啓
那
、
毛
飛
ら
が
編
輯
、
陸
宝
瑛
、
李
安
が
経
理
を
担
当
す
る

こ
と
と
な

っ
た
。
印
刷
は
民
国
日
報
館
に
委
託
し
た

い
と
考
え
、
中
文
系
主
任
教
授
郡
力
子
に
相
談
し
た
が
、
同
館
は

「
星
期
評
論
」

の
印
刷
で
忙
殺

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 あ
 

さ
れ
、
代

っ
て
救
国
日
報
館
大
華
印
刷
所
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
問
題
は
資
金
で
あ
る
が
、
学
生
中
心

の
組
織
で
あ
る
か
ら
当
然
不
足
す
る
。
そ
こ
で

 
 
 
 
(36
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

李
登
輝
校
長
に
相
談
し
た
結
果
、
合
作
事
業
に
熱
心
な
教
官
湯
松
や
郡
力
子
が
支
援
し
て
く
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
李
校
長
は
教
職
員
会
議
を

召
集
、
給
料
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
献
金
を
決
め
た
。
か
く
し
て
毎
月

一
一
四
元
を
確
保
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
を
紙
代
と
印
刷
費
に
八
〇
余
元
の

外
、
郵
送
費
、
雑
費
に
充
て
た
。
発
行
部
数
は
二
〇
〇
〇
部
。
郵
送
費
だ
け
を
と
り
、
平
民
に
新
知
識
を
注
入
す
る
た
め
、
新
聞
代
は
無
料
と
す
る
こ
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と

で
普
及
を
期
す

こ
と
と
し
た

の

で
あ

る
。

 
か
く
し
て
四
月
第
二
回
準
備
会
が
開
催
さ
れ
、
復
旦
大
学
内
に
平
民
週
刊
社
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
合
作
主
義
と
労
働
界
の
連
繋
を
目
指
し
、
『
平

民
」
発
行
を
五
月

一
日
メ
ー
デ
ー
に
定
め
た
。
そ
の
発
刊
詞
に
は

「救
国
運
動
が
継
続
し
て
高
ま
る
時
に
当
た
り
、
平
民
の
叫
び
は
恰
も
春
雷
の
啓
蟄

の
如
く

『自
由
』
『
平
等
」
『博
愛
』
等
も
光
明
を
放

つ
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
「
社
会
は
個
人
の
集
合
体
で
少
数
の
手
で
改
造
で
き
る
も
の
で
も
な
け
れ

ば
、
あ
る

い
は
独
自
に
大
衆
を
発
動
し
、

一
派
を
打
倒
し
て
も
目
的
を
達
成
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。
最
善
の
方
法
は
多
少
の
学
識
を
平
民
の
頭
脳
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 お
 

紹
介
し
、
各
個
人
に
人
生
の
観
念
と
互
助

の
原
理
を
明
確
に
理
解
せ
し
め
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
そ
の
時
、
罪
悪
の
社
会
は
自
然
に
崩
壊
す
る
」

と
の
認
識
に
基
づ

い
て
い
た
。
平
民
週
刊
社
に
は
民
衆

へ
の
知
識
注
入
と
濃
厚
な
経
済
重
視
の
姿
勢
が
貫
か
れ
て
お
り
、
そ
の
宗
旨
に
は

「社
会
改
造

の
大
要
は
大
体
①
教
育
②
経
済
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
中
か
ら

『
経
済
問
題
』
を
選
び
、
週
刊
の
主
義
と
す
る
。
欧
米
流
行
の

『
合
作
主
義
』
を
経
済
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改
造

の
手

段
と
し
、

一
方

で
宣
伝

し
、

一
方

で
実
行
す

る
」

と
あ

っ
た
。
『
平
民
』

は

一
〇
号

ま

で
刊
行

し
た
が
、
夏
休

み
に
入
り
、
編
輯
員

の
大
半

が
帰
郷

し
た
た

め
停
刊

し
た
が
、
各

方
面

か
ら
出

版
要
求

の
手

紙
が
き
た
。
ま
た
、
醇
が
香
港
か
ら
戻
り
、

「持
久
精
神
」

「服
務
精
神
」

の
欠
如
を
批



判
し
た
。
こ
の
時
郡
が

『覚
悟
』

の
読
者
に
合
作
事
業
の
重
要
性
を
喚
起
す
る
た
め
、
『覚
悟
』
を
停
刊
し
、
そ
の
代
り
に

『
平
民
』
を

『
上
海
民
国

日
報
』
副
刊
と
し
て
民
国
日
報
館

で
印
刷
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。
同
館
か
ら
見
れ
ば
、
『
星
期
評
論
』
も
停
刊
と
な

っ
て
い
る
の
で
刊
行
を
許
可
し
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た
と

い
う
事
情
も
あ

っ
た
。
郡

の
尽

力

で
二
五
〇
〇
部

の
紙
代
だ

け
を
支
払

い
、
印
刷
費

は
不
要
と

い
う
好
条
件

で
あ

っ
た
。

 

『
平
民
』

=
二
号
は
合
作
主
義
の
原
則
を
普
及
す
る
努
力
を
し
て
い
る
。
信
条
は
ω
社
員

(
の
権
利
)
は
持
株
数
に
よ
ら
ず

一
人

一
票
、
②
剰
余
は

各
人
の
消
費
に
比
例
分
配
、
㈹
全
て
の
取
引
は
現
金
等
で
行
な
う
、
㈲
教
育
事
業
は
合
作
主
義
拡
充
を
目
的
と
す
る
、
㈲
値
段
は
市
価
よ
り
低
く
押
さ

え
る
、
㈲
合
作
社
設
立
後
、
近
隣
各
社
と
連
繋
、
最
終
的
に
は
合
作
国
家
、
及
び
世
界
合
作
連
盟
の
目
的
に
到
達
す
る
。
ま
た
、
効
用
は
①
金
銭
貯
蓄

の
好
方
法
、
②
労
働
者
が
資
本
家
に
戦
勝
し
、
資
本
主
義
打
破
の
利
器
で
、
平
和
的
で
、
か

つ
継
続
力
が
あ
る
、
③

一
方
で
物
価
を
下
げ
、
他
方
で
購

買
力
を
高
め
る
、
④
男
女
労
働
者
が
社
会
を
改
造
し
、
工
業
を
革
新
す
る
知
識
と
技
能
を
訓
練
で
き
る
、
⑤
国
際
合
作
に
よ
り
世
界
和
平
を
実
現
で
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 れ
 

る
、
⑥
全
て
の
人
は
共
同
福
利
、
真
の
平
等
、
真

の
民
主
を
享
受
で
き
る
、
⑦
広
範
な
平
民
教
育
が
で
き
る
等
々
で
あ

っ
た
。

 
学
期
が
始
ま
り
、
今
後

の
進
め
方
が
討
論
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
教
職
員
の
多
数
が
自
由
献
金
を
主
張
、
そ
の
結
果
三
〇
余
元
し
か
集
ま
ら
な
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
多
く
は
合
作
主
義
の
必
要
性
を
深
く
認
識
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ

っ
た
。
か
く
し
て
学
内
補
助
金
を
掻
き
集
め
て
も
五
〇
元

に
過
ず
、
節
約
す
る
こ
と
で
か
ろ
う
じ
て
社
を
維
持
し
え
た
。
そ
の
他
、
原
稿
不
足
等
の
困
難
も
あ

っ
た
が
、
と
り
わ
け
問
題
で
あ

っ
た

の
は
二
〇
年

一
一
月
突
然
郵
送
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
軍
閥
政
府
が
合
作
主
義
を
危
険
思
想
、
す
な
わ
ち
無
政
府
主
義
、
共
産
主
義
の

一
種

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

と
み
な
し
、
妨
害
し
た
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
間
も
業
務
を
続
行
し
た
。

 
一
=

年

一
二
月
六
日
平
民
週
刊
社
か
ら
平
民
学
社

へ
の
改
組
が
行
な
わ
れ
た
。
提
案
者
は
余
愉
、
王
世
穎
、
侯
厚
培
ら
で
あ

っ
た
。
そ
の
意
見
は
、

平
民
週
刊
社
が
新
聞
発
行
機
関
の
ま
ま
で
、
社
員
も
復
旦
大
学
関
係
者
に
限
ら
れ
、
合
作
主
義
も
十
分
発
展
し
な

い
こ
と
か
ら
合
作
研
究
、
宣
伝

の
み
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)
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)

な
ら
ず
合
作
社
組
織
化
を
本
格
化
す
る
た
め
に
も
拡
充
の
必
要
が
あ
る
と

い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
「
議
論
多
く
、
実
行
が
少
な
い
」

と
の
反
省
が
あ

っ
た
。
そ
の
結
果
、
ω
宗
旨
は
合
作
主
義
の
研
究
、
平
民
教
育
の
提
唱
、
平
民
経
済

の
発
展
と
さ
れ
た
。
囲
上
部
機
構
と
し
て
総
幹
事
、

書
記
、
会
計
を
設
け
た
。
㈹
組
織
は
図
書
部

(合
作
社
関
係
図
書
の
購
入
、
閲
覧
)
、
合
作
購
買
部

(文
具
、
書
籍

の
代
理
購
入
と
販
売
)
、
出
版
部

中
国
初
期
合
作
社
史
論

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
六
四
七



 
 
 
 

中
国
国
民
革
命
の
研
究
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六
四
八

(
編
輯
科
は
週
刊
、
叢
書
の
二
系
、
経
理
科
は
同
部
の
出
納
管
理
)
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
㈲
社
員
は
入
会
費
三
角
と
半
年
毎
に

「常
費
」
(期
間
毎
に
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払

い
込
む
会
費

)
三
角
を
納
め
る
。

㈲
大
会
は
半
年
毎

の
開
催

で
職
員
を
選
挙
す

る
。
な

お
、
職
員

の
兼
職
を

可
能
と
す

る

の
は
専
任

が
少

な
か

っ
た

こ
と

の
反
映
で
あ

ろ
う
。

 
こ
の
後
、
平
民
学
社
は
上
海
の
み
な
ら
ず
、
湖
南
、
広
東
、
四
川
等
の
各
地
の
合
作
社
組
織
化
に
理
論
、
実
践
両
側
面
で
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と

と
も
に
、
二
二
年

一
二
月
上
海
合
作
連
合
会
設
立
に
尽
力
、
か

つ
国
際
協
同
組
合
問
題

(
=

月
)
、
婦
女
合
作
問
題

(
二
一二
年
九
、

一
〇
月
)

の
特

集
号
を
組
み
、
積
極
的
に
活
動
を
続
け
た
。
同
時
に
社
の
整
備
、
拡
充
も
継
続
し
て
い
る
。
二
三
年
三
月
合
作
購
買
部
拡
充
の
討
論
後
、
選
挙
が
あ
り
、

総
幹
事
許
紹
様
、
副
総
幹
事
余
愉
、
端
木
榿
、
会
計
沈
国
勲
、
中
文
書
記
張
耀
参
、
英
文
書
記
董
志

一
、
出
版
部
主
任
毛
飛
、
図
書
部
主
任
陳
承
蔭
ら
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が
選
出
さ
れ
た
。
同
時
に
ω
株
主
は
平
民
学
社
員
に
限
る
、
ω

一
株
二
元
、
利
息
年
六
厘
、
㈲
物
品
購
入
の
際
、

一
割
引
等
も
決
定
さ
れ
て
い
る
。
六

月
に
は
平
民
義
務
学
校
の
設
立
、
平
民
合
作
図
書
館
の
拡
充
が
討
論
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
時
期

『
平
民
』

一
部
の
購
読
料
と
し
て
五
角
を
と
る
こ
と

と
な
り
、
販
売
所
も
増
大
し
、
上
海
の
同
社
合
作
購
買
部
、
民
国
日
報
館
、
職
工
合
作
商
店
、
さ
ら
に
武
昌
の
時
中
合
作
書
社
で
販
売
さ
れ
る
よ
う
に

 

 

(48
)

な

っ

た

。

 
二
四
年
に
は
軍
閥
か
ら
の
防
衛
、
農
労
接
近
か
ら
政
治
運
動
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
著
し
く
な
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
三
民
主
義
と
農
工
政

策
が
普
及
し
て
い
る
の
に
対
し
、
合
作
運
動
は
政
治
に
参
加
も
援
助
も
せ
ず
、
農
労
と
分
離
し
て
い
る
が
故
、
成
果
が
あ
が
ら
な
い
と
の
認
識
が
あ

っ

(
49

)

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『平
民
』

一
九
四
期

の
宣
言
は
、
軍
閥
の
弾
圧
を
恐
れ
、
合
作
社
と
農
労

の
関
係
を
指
摘
し
た
だ
け
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て

い
る
間
に
九
、

一
〇
月
江
漸
戦
争
と
な
り
、
上
海
は
安
徽
派
何
豊
林
の
支
配
と
な
り
、
国
民
党
は
公
開
活
動
が
で
き
な
く
な
り
、
国
民
党
と
の
連
繋
を
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模
索
し

て
い
た
平
民
学
社
も
そ
れ

に
連
動

し
た
形

で
閉
鎖

し
て
し
ま

っ
た
ら
し

い
。
か
く
し

て
初
期
合
作
運
動
は
中
枢
機
関
を
失
う

こ
と

に
な

る
。

 
表
1
か
ら

「平
民
』
掲
載

の
テ
ー

マ
を
見
る
と
、
幾

つ
か
の
傾
向
を
見
い
だ
せ
よ
う
。
合
作
社
関
係
の
広
範
な
テ
ー
マ
を
追
求
し
て
い
る
。
合
作
総

論
が
多
い
の
は
当
然
と
し
て
、
協
同
組
合
史
が
五
〇
本
も
あ
り
、
欧
米
の
歴
史
か
ら
中
国
合
作
社
の
方
向
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
消
費
合
作

社
重
視
、
海
外
協
同
組
合
と

の
連
繋

の
模
索
、
合
作
討
論
を
通
じ
て
合
作
社
と
は
何
か
、
中
国
に
い
か
に
適
応
さ
せ
る
か
等
の
議
論
が
真
剣
に
行
な
わ



れ
、
か
つ
八
本
と
少
な
い
が
当
初
か
ら
合
作
社
法
制
定
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

 
平
民
週
刊
社

(学
社
)
の
刺
激
を
受
け
て
、
同
時
期
、
類
似
の
機
関
が
次
々
と
設
立
さ
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
協
同
組

合
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
研
究
、
宣
伝
か
ら
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
上
海
合
作
同
志
社
、
湖
南
合
作
期
成
社
、

上
海
職
工
ク
ラ
ブ
、
四
川
成
都
普
益
協
社
、
江
蘇
無
錫
合
作
研
究
社
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
に
中
華
合
作
協
進
社
と
実
業
益
友
社
が
あ

っ
た
。
史
料
の
関

係
か
ら
内
容
に
も
あ
る
程
度
踏
み
込
め
る
数
社
に
絞

っ
て
そ
の
実
態
を
論
証
し
た

い
。

 
ま
ず
第

一
に
上
海
合
作
同
志
社
は
経
費
の
点
か
ら
復
旦
大
学
内
に
設
置
さ
れ
、
二
〇
年

一
二
月

一
二
日
上
海
静
安
寺
路
の
簑
球
中
国
学
生
会
で
成
立

大
会
を
開
催
し
た
。
出
席
の
男
女
四
〇
余
人
。
ま
ず
主
席
陸
思
安
が
経
過
、
状
況
を
報
告
し
、
さ
ら
に
戚
其
章
、
朱
承
洵
ら
が
合
作
同
志
社
を
経
済
改
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造

の
先
駆
と
す

る
こ
と
を
発
起

し
た

。
社
員

は
す
ぐ

に
七
〇
余

人
に
達

し
た
。
章
程

は
以
下

の
通
り
。
ω
宗
旨

は
、
合

作
主
義

の
研
究
、
合
作

事
業

の

表1 『平 民 』 掲 載 記 事 統 計(1920,5-1924,1)

本数

 

別種本数

 

別種

17

7

16

9

13

5

22

海外協同組合団体

婦女合作社

合作雑記

信用合作社実状報告

消費合作社実状報告

生産合作社実状報告

合作宣伝

348

 

計

50

22

41

17

32

50

7

8

32

合作総論

信用合作社

消費合作社

生産合作社

農業合作社

協同組合史

合作教育

合作社法石牙究

合作討論

(出典) 伍玉璋 『中国合作運動小史』1929年,30頁 。

    なお,文 学,科 学等 は除外。

 

中
国
初
期
合
作
社
史
論

提
唱
、
合
作
人
材

の
養
成
。
㈹
組
織
は
、
本
社
社
員
が
委
員
九
人
を
公
選
し
、
そ
の
委
員
に
よ

っ
て
委
員

会
を
組
織
し
、
本
社
の

一
切
の
事
務
を
執
行
さ
せ
る
。
個
社
務
1
ω
蔵
書
室
の
設
立
。
各
種
合
作
主
義
に

関
す
る
書
籍
を
収
集
し
、
社
員
の
研
究
に
供
す
る
。
回
編
訳
。
各
種
雑
誌
、
書
籍
を
編
訳
し
、
印
刷
品
を

刊
行
し
て
合
作
主
義
を
広
め
る
。
㈲
合
作
主
義
と
合
作
事
業
の
重
要
性
を
講
演
し
、
国
人
の
注
意
を
喚
起

す
る
。
◎
各
方
面
か
ら
の
質
問
に
回
答
す
る
。
困
各
種
合
作
事
業
を
創
設
、
援
助
す
る
。
囚
通
信
処
を
徐

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(52
)

家
匿
の
復
旦
大
学
内
に
置
く
。
会
費
は
二
角
の
予
定
が
四
角
と
な

っ
た
。
委
員
に
は
、
酵
仙
舟
、
程
娩
珍
、

陳
果
夫
、
徐
槍
水
、
陳
端
、
郡
力
子
、
毛
飛
、
陸
思
安
、
李
安
の
九
人
が
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
楊
譜

笙
が
自
由
献
金
を
呼
び
か
け
、
醇
は

一
〇
〇
元
、
陳
果
夫
、
楊
譜
笙
各
五
〇
元
、
陸
思
安

一
〇
元
、
程
腕

珍
、
郡
力
子
、
費
哲
民
、
徐
槍
水
、
毛
飛
各
五
元
、
そ
の
他
二
、
三
元
で
あ

っ
た
。
討
論

の
結
果
、
①
委

員
長
を
設
け
ず
、
陸
思
安
、
李
安
、
毛
飛
の
3
人
を
事
務
委
員
兼
細
則
起
草
委
員
と
す
る
。
②
海
外
協
同

組
合
の
書
報
を
集
め
、
合
作
図
書
室
を
創
設
す
る
。
③
合
作
社
各
種
章
程
を
起
草
し
、
国
民
合
作
儲
蓄
銀

六
四
九



 
 
 

 
 
中

国
国
民
革
命

の
研
究

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
六
五
〇

 
 
 

 
 
 
 
 

 お
 

行
報
告
書
を
編
纂

す
る
。

 
二

一
年
五
月
同
志
社
は
簑
球
中
国
学
生
会
で
春
季
全
体
会
議
を
開
催
し
た
。
酵
の
報
告
後
、
学
生
消
費
合
作
社

の
組
織
化
問
題
が
討
論
さ
れ
た
。
そ

の
管
理
人
材
が
得
難

い
と
の
問
題
も
提
起
さ
れ
た
。
徐
槍
水
は
同
志
社
と
消
費
合
作
社
の
関
係
を
論
じ
、
同
志
社
は
た
だ
提
唱
の
地
位
に
立

つ
だ
け
で
、

そ
の
成
立
後
は

一
切
の
社
務
は
合
作
社
員
の
自
由
管
理
に
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
ま
た
陸
思
安
は
朱
承
洵
を
同
志
社
代
表
と
し
て
上
海
各
校
と
消
費

合
作
社
設
立
を
交
渉
さ
せ
る
べ
き
と
述
べ
た
。
郡
力
子
は
同
志
社
が
準
備
委
員
を
推
挙
し
、
消
費
合
作
社

の
詳
細
な
計
画
を
立
て
る
な
ど
拡
充
を
期
し
、

か
つ
教
育
用
品
に
限
定
す
る
こ
と
が
危
険
が
少
な

い
と
し
た
。
そ
の
他
、
張
度
と
†
燕
侯
が
中
国
消
費
合
作
社
卸
売
総
社
の
名
義
で
ア
メ
リ
カ
各
地
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ム
 

書
店
等
と
交
渉
し
、
協
同
組
合
関
係
の
書
物
、
彙
報
を
集
め
て
い
る
と
の
報
告
も
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
熱
心
な
議
論
が
行
な
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(55
)

ず
、
原
因
不
明
で
あ
る
が
、

こ
の
後

、
社
員
が

四
散

し
て
し
ま

い
、
社
務

も
停
滞

し
た
と

い
う
。
平
民
学
社
と
人
物
、
業
務
が
重
な
り
、
存
在
価
値
が

弱

い
。
後
述
す
る

「
冒
牌
」
と
批
判

さ
れ

た

「合
作
銀
行
」
創
出

の
母
体

が
同
志
社

の
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
要
因

に
し
て

い
た

の
か
も

し
れ
な

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(56
)

い
。
た
だ
同
志
社
設
立

の
刺
激
を
受

け
、
各
地

に
研
究
合
作

社
、
消
費
合

作
社
が
次

々
組
織
さ
れ
た
と
さ

れ
る
。

 
第
二
に
上
海
職
工
ク
ラ
ブ
は
王
敷
文
、
解
斐
伯

の
発
起
で
二
二
年
五
月
に
設
立
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
契
機
は
、
王
が

『時
事
新
報
』
に

「職

工
倶
楽
部
組
織
之
必
要
」
を
書
き
、
次

い
で
解
が
同
紙
副
刊
の

『
合
作
』
創
刊
号
に

「
ク
ラ
ブ
組
織
は
資
本
制
度
の
高
圧
下
に
生
活
す
る
職
工
が
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(57
)

自
衛
の
結
合
を
行
な

い
、
互
助
精
神
を
も

っ
て
群
体
の
幸
福
を
図
り
、
合
作
原
理
を
応
用
し
て
各
個
人
の
精
神
上
、
物
質
上
の
緊
急
の
需
要
を
満
足
」

さ
せ
よ
う
と
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
設
立
さ
れ
た
。
九
月
に
は
江
湾
鎮
で
公
開
の
第

一
回
合
作
講
演

「平
民
与
合
作
」
を
開
催
し
た
外
、
職
工
合
作
商

店
を
経
営
し
た
り
、
補
習
学
校
を
運
営
し
て
平
民
教
育
を
提
唱
す
る
等
の
活
動
を
行
な
っ
た
。
後
に
ク
ラ
ブ
内
は
職
業
紹
介
、
合
作
、
教
育
、
遊
芸
、

庶
務
、
出
版
な
ど
九
科
に
分
か
れ
、
委
員
も
六
三
人
と
な

っ
た
が
、
過
剰
気
味
で
、
組
織
も
繁
雑
、
業
務
も
統

一
で
き
な
か

っ
た
。
そ
こ
で

一
〇
月
臨

時
大
会
を
開
催
、
改
組
し
、
合
作
主
義
の
実
行
を
事
業
の
第

一
と
し
、
平
民
教
育

の
発
展
、
失
業
職
工
の
救
済
を
目
的
と
し
た
。
業
種
は
合
作
工
廠
、

合
作
銀
行
、
合
作
商
店
、
合
作
保
険
、
合
作
通
信
社
、
合
作
宣
伝
講
演
団
、
合
作
寄
宿
舎
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
施
策
を
実
施
し
た
が
、
進
展
せ
ず
、

二
三
年
二
月
頃
に
は
皆
ク
ラ
ブ
費
を
納
め
る
こ
と
を
願
わ
な
く
な

っ
た
。
そ
こ
で
基
金

一
〇
〇
〇
元
を
募
集
し
、
そ
れ
を
設
備
費
と
す
る
こ
と
を
議
決



し
た
。
ま
た
、
『
時
事
新
報
』

の

「
学
燈
」
で
合
作
事
業
の
専
門
的
宣
伝
を
行
な

っ
た
り
、

一
部
ク
ラ
ブ
員
で
合
作
研
究
社
を
組
織
し
た
が
、
基
金
が

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(58
)

思
う

よ
う

に
集
ま
ら
ず
、
事
業

は
停
頓

し
た
。

 
第
三
に
成
都
普
益
協
社
。
そ
の
前
身
は
聚
興
誠
銀
行
員
が
組
織
し
た
普
益
閲
報
室
で
、
こ
れ
は
学
問
界
、
出
版
界
が
五
四
運
動
後
、
民
衆
指
導
を
行

な

っ
て
い
な

い
こ
と
に
鑑
み
、
社
会
教
育

の

一
環
と
し
て
閲
報
室
を
公
開
し
、
民
衆
を
喚
起
し
よ
う
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
甘
換
明
、
爲
月

樵
が
引
継
ぎ
、
合
作
社
に
改
組
、
そ
の
目
的
を
合
作
主
義
研
究
、
合
作
事
業
の
提
唱
、
社
会
教
育
の
発
展
に
置
い
た
。
か
く
し
て
二
二
年
六
月
普
益
協

社
が
成
立
し
、
事
務
を
書
報
、
出
版

の
両
部
に
分
け
た
。
運
営
資
金
は
社
員
の
定
期
献
金
と
自
由
献
金
で
、
書
報
収
集
は
社
会
の
寄
付
で
賄

っ
た
。
四

年
間
で
基
金
は
五
〇
〇
元
と
な
り
、
収
集
し
た
書
報
も
計

一
七
〇
〇
余
冊
と
な

っ
た
。
出
版
面
で
は
不
定
期
刊
を
五
回

(
第
四
号
は
国
際
協
同
組
合
特

集
号
)
出
版
し
、
か
つ

『重
慶
民
報
』
副
刊
と
し
て

『
合
作
潮
』
も
出
し
、
積
極
的
に
合
作
主
義
を
鼓
吹
し
た
が
、
合
作
組
織
に
対
す
る
意
見
の
相
違

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
(59
)

(詳

細
不
明
)

か
ら
株

主

の

「重

慶
民
報
」

と
衝
突

し
、

『合
作

潮
』

は
僅
か

一
〇
期

で
停

刊
し
た
。
そ

の
他
、
後
述

の
農

工
合
作

儲
蓄
社

の
工
作

に

も
参
与

し
て

い
る
。

 
第
四
に
無
錫
合
作
研
究
社
は
二
三
年

一
二
月

『平
民
』

一
八
四
期
に
宣
言
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「資
本
主
義

の
発
達
以
来
、
有
産
階
級

は
常
に
社
会
経
済
の
全
権
を
掌
握
し
、
無
産
階
級
は
有
産
階
級
の
支
配
下
に
立
た
さ
れ
て
、

つ
ぶ
さ
に
種
々
の
不
良
な
待
遇
を
受
け
て
い
る
」
こ
と
を

前
提
に
、
そ
う
し
た
中
で

「
合
作
運
動
は
近
世
の
最
も
良
善
、
平
等
な
社
会
運
動
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
は
…
…
大
衆
の
能
力
を
集
め
、
必
要
な

生
産
と
分
配
を
自
己
処
理
す
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
の
利
益
は

一
方
で
…
…
無
産
階
級
の
経
済
能
力
を
発
展
せ
し
め
、
他
方
で
平
均
分
配
に
よ
り
種
々

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(60
)

の
不
平
等
の
禍
根
を
消
滅
さ
せ
、
こ
れ
を
拡
大
し
、
世
界
を
永
遠
に
和
平
な
ら
し
め
る
」
と

い
う
。
そ
の
後
、
欧
米
各
国
の
協
同
組
合

の
発
展
に
注
目

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

し
、
そ
れ
に
対
し
て
中
国
合
作
事
業
は

「
幼
稚
」
と
嘆
き
、
そ
れ
故
宣
伝
に
従
事
し
、
他
方
で
合
作
原
理
を
研
究
し
実
行
の
準
備
と
す
る
、
と
い
う
の

で
あ
る
。
ま
た
社
章
に
よ
れ
ば
ω
宗
旨
は
合
作
原
理
を
研
究
し
、
早
日
実
行
す
る
。
働
社
員
は
平
等
で
社
長
、
部
長
は
な
く
、
書
記
が

一
切
の
職
務
を

担
う
。
㈹
経
費
は
全
体
社
員
の
負
担
で
ω
入
社
費

=
兀
、
回
年

一
元
二
角
を
二
期
で
分
納
、
の
全
体
社
員
議
決
に
よ
る
臨
時
費
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

(62
)

ω
集
会

は
常
会
、
大
会
、
臨
時
会

等

。
さ
ら

に
社
報
を

六
月
と

一
二
月
に
発
行
す

る
と

し
た

が
、
同
社

の
そ
の
後

の
進
行
状

況
、
解
散

日
時

は
不
明
で

中
国
初
期
合
作
社
史

論
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
六
五
一



中
国
国
民
革
命

の
研
究

六
五
二

あ

る

。

 
で
は
海
外
の
も

の
は
ど
う
か
。
二
〇
年
醇
仙
舟
が
ア
メ
リ
ヵ
滞
在
中
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
華
僑
と
組
織
し
た
中
華
合
作
協
進
社
が
あ
る
。
宗
旨
は

「
平
民
主
義
」
に
基
づ
く
互
助
精
神
の
提
唱
、
経
済
発
展
に
よ
る
中
国
国
民
の
幸
福
増
進
で
あ

っ
た
。
社
は
三
部
に
分
か
れ
、
ω
言
論
部
は
編
輯
、
講

演
二
科
か
ら
な
り
、
生
計
知
識
を
注
入
、
合
作
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
働
調
査
部
も
二
科
か
ら
な
り
、
中
国
国
内
科
は
国
民
生
計
、
物
産
情
況
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 お
 

調
査
、
国
外
科
は
海
外
協
同
組
合
と
貿
易
情
況
の
調
査
。
㈹
実
行
部
は
中
国
内
で
合
作
社
を
組
織
、
普
及
さ
せ
る
、
と
し
て
い
る
。
彼
ら
は

『平
民
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

の
刊
行
を
当
然
知

っ
て
お
り
、
中
国
内
外

の
人
々
と
合
作
事
業
の
早
期
実
現
を
期
し
て
い
た
。
協
進
社
と
の
関
連
は
不
明
だ
が
、
二
二
年
頃
、
実
業
益

友
社
の
総
社
も
同
じ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
†
喜
孫
が
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
関
係
の
留
学
生
を
組
織
し
た
も
の
で
あ
る
。
ω
宗
旨

は
ω
農
労
商
同
志
と
連
繋
、
合
作
互
助
精
神
の
提
唱
、
回
実
業
緊
急
問
題
の
研
究
、
的
中
国
内
の
実
業
発
展
を
図
る
と
あ
る
。
②
社
員
は
ω
名
誉
社
員

(実
業
界
で
声
望
あ
る
者
)
、
回
責
任
社
員

(専
門
学
校
、
大
学
卒
以
上
で
経
験
豊
か
な
者
)
と
あ
り
、
上
層
、
高
学
歴
者
を
対
象
と
し
、
会
費
は
半

年

一
ド
ル
、
も
し
く
は

=
兀
で
あ

っ
た
。
社
員
は
計

=

人
で
、
書
記
は
†
燕
侯
、
†
喜
孫
兄
弟
で
あ
る
。
†
喜
孫
は
復
旦
大
学
卒
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大

学
商
学
士
で
、
こ
の
時
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
修
士
課
程
に
在
学
し
、
教
授
ホ
ブ
ソ
ン
の
指
導
で
午
前
中
学
習
し
、
午
後
オ
ウ
エ
ン
国
家
銀
行
で
実
習
し
て

い
た
。
他
社
員
の
略
歴
を
見
る
と
、
鄭
健
峰
と
鄭
鐘
圭
は
清
華
学
校
卒
、

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
商
学
士
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
修
士
課
程
在
学
中
。
傅
耀
成

は
復
旦
大
学
卒
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
商
学
士
で
ハ
ー
バ
ー
ト
大
学
修
士
課
程
在
学
中
。
徐
志
禺
は
清
華
学
校
卒
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
商
科
在
学
中
。
郭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(65
)

煩
照
は
香
港
大
学
卒
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
商
科
在
学
中
、
李
鍾
秀
は
山
東
中
学
を
経
て
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
商
科
在
学
中
。
こ
の
よ
う
に
復
旦
大
学
、
清

華
学
校
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
を
経
た
り
、
在
学
中
の
者
が
多

い
。
当
然
、
復
旦
大
学
卒

の
場
合
、
『
平
民
」
と
酵
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
清

華
学
校
卒
等
の
場
合
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
で
†
喜
孫
の
影
響
を
受
け
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
当
時
、
清
華
学
校
に
は

「
筈
品
公
社
」
と
い
う
消
費
合
作

 
 
 
 
 
 
 
 
(66
)

社
的
な
も
の
が
あ

っ
た
。
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
と
も
あ
れ
彼
ら
は
ω
ア
メ
リ
カ
協
同
組
合
の
研
究
、
②
合
作
原
理
、
方
法
に
基

づ
く
商
品
輸
出
発
展
計
画
、
㈹
協
同
組
合
等
に
関
す
る
書
籍
の
翻
訳
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
中
国
合
作
主
義
者
と
の
通
信
を
望
み
、
国
民
合

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

作
儲
蓄
銀
行
の
進
展
状
況
に
も
関
心
を
も

っ
て
い
た
。



二
 
中
国
に
お
け
る
協
同
組
合
思
想
の
受
容
形
態

1

合
作
主
義
者
の
各
種
思
想
等
に
対
す
る
見
解

 
第

一
に
、
合
作
主
義
と
社
会
主
義
、
共
産
主
義
、
無
政
府
主
義
。
協
同
組
合
思
想
は
救
国
思
想
の

一
つ
と
し
て
導
入
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
同
様
に
救

国
思
想
と
し
て
導
入
さ
れ
た
社
会
主
義
、
無
政
府
主
義
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た

い
。
毛
飛
は
以
下
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
合
作
主
義
が

「資
本
主

義
と
社
会
主
義
の
中
間
に
立
ち
、
『
和
平
』
『
調
和
』
の
手
段
で
平
民
経
済

(
の
問
題
)
を
解
決
し
、
現
在

の
社
会
秩
序

の
基
礎
と

の
間
に
危
険
な
衝
突

を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
。
…
…
し
か
し
社
会
主
義
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
段
取
り
は
極
端
に
走
り
、
『
打
破
」
『
打
倒
」
『排
除
』
等
々
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1
)

刺
激
的
な
言
葉
、
過
激
な
手
段
か
ら
離
れ
ら
れ
な

い
」
と
し
、
合
作
主
義
が
あ
れ
ば
ω
階
級
主
義
を

一
掃
し
、
奴
隷
を
釈
放
し
、
消
費
者
が
生
産
者
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2
)

操
縦
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
、
労
働
者
を
資
本
家
か
ら
独
立
さ
せ
る
。
鋤
現
在
の
私
利
に
よ
る
競
争
主
義
の
弊
害
を
免
れ
る
、
と
す
る
。
そ
し
て

「
中
国

の
経
済
組
織
改
造
に
は
ま
ず
中
国
の
資
本
主
義
が
ま
だ
未
成
熟
な
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
大
会
社
、
工
場
は
開
設
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
ま
た
幾

つ
か
の
大
商
業
港
が
あ
る
に
過
ぎ
な

い
。
(
こ
う
し
た
状
況
下
で
)
激
烈
な
手
段
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
?
…
…
簡
潔
に
い
え
ば
、
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3
)

国
経
済

(
の
困
難
)
は
専
ら

『
分
配
の
不
均
等
』
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
最
大
の
原
因
は

『生
産
力
不
足
」
に
あ
る
」
と
し
、
社
会
主
義
、
無
政

府
主
義
の
如
く
中
国
の
経
済
状
況
を
無
視
し
た
形
で
の
激
烈
な
手
段
を
用

い
る
こ
と
は
不
要
で
、
生
産
力
を
増
大
さ
せ
な
が
ら
分
配
の
公
平
を
図
る
合

作
主
義
が
、
最
も
現
在
の
中
国
の
経
済
改
造
に
適
し
て
い
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で

「合
作
主
義
は
現
在

の
中
国
を
補

い
、
社
会
主
義
は
将
来

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4
)

の
中
国
を
補
い
」
、

ソ
連
を
例
に
と
れ
ば
社
会
主
義
と
合
作
主
義
は
現
在
、
将
来
に
か
か
わ
ら
ず
融
和
の
余
地
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
両
主
義
は
手
段
は
大
き
く
異
な
る
が
、
本
質
的
に
敵
対
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。
か
く
し
て
、
自
ら
の
主
義

の
絶
対
的
優
位
性
に
の
み

固
執
し
、
他
を
論
破
対
象
と
見
な
す
こ
と

の
多

い
他
主
義
者
に
比
し
て
極
め
て
柔
軟
で
あ

っ
た
。
「合
作
社
は
数
多
く
の

(社
会
改
造
の
)
方
法

の

一

中
国
初
期
合
作
社
史
論
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つ
に
過
ぎ
な

い
」
故

に
、

「『
社
会
主

義
」
と

『無

政
府
主
義
」

に
は

『
研
究
』

の
態
度
を
と
り
、

『混
合
』

も

『排
斥
』

も
し
な

い
」

と
。

 
毛
飛
の
論
調
に
も
若
干
見
ら
れ
る
が
、
合
作
主
義
を
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義

へ
の
過
渡
的
手
段
と
明
確
に
位
置
づ
け
る
意
見
は
多
か
っ
た
。
例
え

ば
、
陸
宝
瑛
は
、
工
業
未
発
達
、
帝
国
主
義
侵
入
下
の
中
国
で
は
合
作
事
業
が
労
働
者
階
級
の
生
活
を
維
持
せ
し
め
、
資
本
運
用
も
良
く
、
中
国
を
資

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(6
)

本
主
義
か
ら
社
会
主
義
に
進
め
る
の
に
最
も
適
当
な
過
渡
的
手
段
と
し
た
。
ま
た
干
樹
徳
も
、
人
民
の
ほ
と
ん
ど
が
社
会
主
義
が
何
か
分
か
ら
ず
、
い

か
な
る
社
会
主
義
を
実
行
す
る
に
も
少
数

の
知
識
階
級

(
も
し
く
は
武
力
階
級
)
が
中
心
と
な
る
。
だ
が

「
中
心
階
級
」
が
い
る
以
上
、
徹
底
し
た
社

会
主
義
は
実
行
で
き
ず
、
私
有
財
産
、
自
由
競
争
も
免
れ
な
い
。
そ
し
て
社
会
主
義
は
遠

い
将
来
で
あ
る
。
そ
の
過
渡
期
に
臨
む
臨
時
救
済
の
社
会
政

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

(7
)

策

こ
そ
調
和
、
人
民

の
自
助
互
助

の
合
作
社

で
あ

る
と
し
た
。

 
合
作
主
義
は
無
政
府
主
義
等
と
目
的
、
理
想
は
同
じ
と
の
立
場
も
多
か

っ
た
。
例
え
ば
蒋
在
鐘
は
、
欧
州
の
産
業
革
命
後
、
人
類
の
不
平
等
、
社
会

危
機
は
深
ま

っ
た
と
し
、
物
質
文
明
と
私
有
財
産
が
そ
の
悪
果
の
原
因
と
す
る
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
形
で
各
種
社
会
主
義
が
生
れ
た
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
批
判
を
加
え
る
。
無
政
府
主
義
は
呉
稚
暉
を
例
に
出
し
、
極
端
な
個
人
の
自
由
と
幸
福
を
主
張
、
国
家
、
権
力
等
を

一
切
否
認
し
、
論
調
が
高
す
ぎ
、

実
行
が
容
易
で
な

い
。
共
産
主
義
は
周
知

の
通
り
生
産
力
と
生
産
関
係
か
ら
論
理
を
導
き
だ
し
、
理
論
的
に
は
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
段
階
を
設
定
す
る

な
ど
、
共
産
主
義
に
至
る
ま
で
の
段
階
論
的
発
想
が
あ
る
の
だ
が
、
蒋
に
言
わ
せ
れ
ば
、
共
産
主
義
は
社
会
進
化
を
全

て
唯
物
史
観
で
観
察
し
、
「教

育
」
「経
済
」
条
件

の
整
う
の
を
待
た
ず
に
、
直
ち
に
共
産
主
義
国
家
に
変
え
よ
う
と
し
、
早
急
過
ぎ
、
こ
れ
も
今
日
適
当
な
手
段
で
は
な
い
と
い
う
。

同
様
に
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ

ム
、
ギ
ル
ド
社
会
主
義
を
批
判
、
不
十
分
な
所
が
多
い
と
し
、
合
作
主
義
だ
け
が
現
経
済
制
度

の
弊
害
解
決
の
能
力
を
持

っ

て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
数
人
を

一
ヵ
所
に
集
め
、
直
ち
に
合
作
主
義
の
実
験
が
で
き
、
平
民
経
済
を
解
放
で
き
る
。
そ
し
て
蚕
食
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)

漸
進

の
方
法

で
共
産
主
義

、
無
政

府
主
義

の
理
想
社
会

に
達
す

る
こ
と
も

で
き

る
の
だ
、
と

。

 
そ
の
他
、
二
三
、
二
四
年
頃
に
な
る
と
、
軍
閥
の
弾
圧
を
恐
れ
、
合
作
社
無
害
を
強
調
す
る
も
の
が
増
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
『
東
方
雑
誌
』
二
〇

巻
七
号
は

「
資
本
主
義
は
良
く
な
く
、
社
会
主
義
も
や
り
抜
く
こ
と
が
で
き
ず
、
た
だ
合
作
主
義
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
…
…
合
作
は
資
本
主
義
に
反

抗
せ
ず
、
社
会
主
義
に
違
反
し
な

い
の
み
な
ら
ず
、
政
府
を
妨
害
し
な
い
。
合
作
は
平
和
な
も
の
で
、
い
か
な
る
人
も
ど
こ
で
も
行
な
え
、
何
ら
危
険



 

 

 
 
 

は

な

い
」

と

す

る

の

で

あ

る

。

 
第
二
に
、
合
作
主
義
と
労
働
者
、
ス
ト
ラ
イ
キ
。
合
作
主
義
者
は
当
初
か
ら
労
働
者
を
重
視
し
、
そ
れ
と
の
連
繋
を
模
索
し
て
い
た
。
労
働
者
解
放

を

一
つ
の
重
要
な
柱
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
悦
鴻
文
は

「
年
来
、
少
数
者
が
次
第
に
目
醒
め
、
環
境
に
甘
ん
ぜ
ず
、

一
方
で
労
働
者
は
束
縛
か
ら

自
己
解
放
し
よ
う
と
し
、
他
方
で
改
造
に
熱
心
な
者
が
随
時
指
導
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
知
識
人
、
社
会
主
義
者
、
合
作
主
義
者

の
責
任
は
日
々
重
大

で
あ
る
。
…
…
合
作
主
義
者
は
生
産
、
消
費
、
信
用
等
の
機
関
を
完
全
に
改
造
し
、
共
同
合
作
の
精
神
に
基
づ

い
て
人
類
互
助
を
目
標
と
す
る
」

こ
と

を
前
提
に
、
「
メ
ー
デ
ー
運
動
は
労
働
者
と
合
作
主
義
者
が
精
神
面
で
接
近
す
る
好
機
」
と
考
え
、
知
識
界
は
宣
伝
運
動
を
、
社
会
主
義
者

(侃
は
そ

の
公
有
の
主
張
や
労
働
改
善

の
活
動
を
高
く
評
価
す
る
)
と
合
作
主
義
者
は
実
際
運
動
を
す
る
と
役
割
分
担
を
主
張
す
る
。
ま
た
、
合
作
社
は

「
平
時

に
は
自
己
工
作
、
自
己
享
楽

の
習
慣
を
養
成
す
る
こ
と
に
あ
り
、
止
む
を
得
ず
同
盟

ス
ト
の
時
は
資
本
家
組
織
の
生
産
、
消
費
、
信
用
等
機
関
に
統
制
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)

さ
れ
、
死
地

に
陥

ら
な

い
よ
う

に
さ

せ
る
」
と

の
役
割
を
重
視
す

る
の
で
あ

る
。
察
心
覚
も
工
会
、

工
団

が
速

や
か
に
各
種

合
作

社
を
組
織
す
る

こ
と
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)

を
希
望

し
、
ま
ず
消
費
合
作
社

を
運

営
し

て

「
貧
民
食
貴
米
之
苦
」
を
免

れ
、
次

い
で
各
業
生
産
合
作
社
を

運
営

し
て
資

本
制
度

の
基
礎
を
掃
除
す
る
、

と
述

べ
て

い
る
。

 
た
だ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
し
て
は
否
定
的
見
解
を
持

つ
合
作
主
義
者
も
多

い
。
侯
厚
培
は
い
う
、
「罷
業
が
発
生
す
れ
ば
、
工
場
は
必
然
的
に
停
業

し
、
生
産
物
も
滞
る
。
甚
だ
し
い
場
合
、
こ
の
風
潮
が
拡
大
し
、
久
し
く
解
決
せ
ず
、
労
働
者
が
暴
動
を
起
こ
し
、
機
器
は
損
壊
し
、
社
会
が
受
け
る

損
失
も
非
常
に
大
き

い
。
…
…

(そ
の
上
)
総
じ
て
労
働
者
は
罷
業
を
持
久
的
に
闘
え
な

い
。
な
ぜ
な
ら
生
活
困
難
と
能
力
不
足
で
堅
持
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
結
果
は
十
分
な
満
足
は
得
難

い
」
と
し
、
労
働
者
自
ら
損
害
を
受
け
、
根
本
的
解
決
法
で
は
な
い
と
断
ず
る
。
そ
れ
に
対
し
て
合
作
社
は

「
皆
で
共
同
生
産
、
共
同
消
費
を
行
な
う
組
織
で
あ
る
。
…
…
収
め
る
成
果
は
大
き
く
、
資
本
主
義
を
打
破
し
、
社
会
改
造
の
唯

一
の
方
法
で
あ
ろ
う
。

…
…

(合
作
社
に
よ

っ
て
)
労
働
者
は
資
本
を
持
ち
、
…
…
自
ら
生
産
を
営
め
ば
資
本
家
は
労
働
力
が
な
く
、
運
用
資
本
も
な
く
な
る
。
も
し
全
国
労

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ね
 

働
者
が
合
作
方
法
を
実
行
す
れ
ば
、
数
多
く
の
資
本
家
は
自
然
消
滅
す
る
」
と
。

第

三
に
、
合
作
主
義

と
進
化
論

(
ダ
ー
ウ

ィ

ニ
ズ

ム
)
。
合
作
主
義
も
進
化
論

に
対

す
る

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と

し

て
の
側
面
を
色
濃
く

も

っ
て
い
る
。

 
 

 
 
中
国
初
期
合
作
社
史

論
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六
五
六

例
え
ば
、
孫
錫
麟
は
、
競
争
は
永
遠
で

「
生
存
競
争
」
「自
然
淘
汰
」
は
逃
れ
ら
れ
な

い
と
す
る
意
見
に
激
し
く
反
発
、
合
作
は

「
個
人
の
利
益
を
図

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(13
)

る
の
み
な
ら
ず
、
全
体

の
幸
福
を
図
る
も
の
」
で
、
「合
作
主
義
は

一
切
の
凶
悪
な
破
壊
的
競
争
の
反
対
者
」
と
位
置
づ
け
る
。
朱
義
農
も

「中
小
産

業
者

の
痛
苦
も
ま
た

(
大
)
資
本
家
と

(
大
)
企
業
家
の

一
種
の
略
奪
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
は
弱
肉
強
食

の
社
会

の
中
で
互
助
精

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 レ
 

神
を
発
揚
し
、
自
ら
の
経
済
独
立
を
図
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
と
、
中
小
産
業
者
の
立
場
か
ら
合
作
を
訴
え
た
。
さ
ら
に
王
世
穎
は

「
人
類
が
互
助

の
動

物
で
あ
る
こ
と
は
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
が
的
確
に
証
明
し
て
い
る
。
団
結
精
神
は
人
類
生
活
上
、
必
然
で
あ
り
、
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
合
作
社
は

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

(15
)

共
同
目
標
を
も

っ
て
団
結
す
る
も

の
で
あ
り
、
合
作
社

の
発
生
も
当
然
」
と
す

る

の
で
あ

る
。

 
そ
の
他
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
も
合
作
主
義
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
説
明
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
ω

「
人
道
」
は
個
人
の
自
由
権
と
人
格
を
主
張
す
る
。
圖

「
人
道
」
は
弱
小
と
貧
困
を
援
助
し
、
武
力
に
よ
る
圧
政
を
除
去
す
る
。
㈹

「人
道
」
は
世
界
人
類
の
平
等
を
要
求
す
る
。
ω

「
人
道
」
は
民
族
自
治

を
実
行
し
、

一
個
人
、

一
種
族
の
独
断
専
行
を
除
去
す
る
。
た
だ

「
人
道
」
を
行
な
う
に
は
必
ず
合
作
主
義
に
依
拠
し
て
提
唱
す
る
こ
と
で
目
的
に
達

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
合
作
主
義
は
貧
民
経
済
を
発
展
さ
せ
、
現
社
会
の
経
済
組
織
を
打
破
し
、
平
民
教
育
を
提
唱
し
、
「
特
殊
階
級
」
を
除
去
す
る
。
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)

そ
れ
は

「
群
利
群
福
」

の
た
め

に
あ

る
と
す

る
の
で
あ

る
。

 
初
期
合
作
運
動
の
試
行
錯
誤
の
な
か
で

『平
民
』
中
心

の
合
作
運
動
指
導
者
に
種

々
の
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
特
に
、
や
は
り
合
作
運
動
指
導

者
で
上
海
職
工
ク
ラ
ブ
解
隻
伯
の
質
問
は
鋭
く
本
質
を

つ
い
て
い
た
。
①
罷
工
を
除
け
ば
別
種
の
抵
抗
運
動
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

教
育
の
普
及
以
前
、
労
働
者
を
団
結
さ
せ
、
合
作
を
抵
抗
手
段
と
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
簡
単
で
は
な
い
。
大
学
生
に

「
合
作
先
進
」
と
の
高

い
評
価

を
与
え
ら
れ
る
の
か
。
す
な
わ
ち
労
働
者
に
指
示
を
与
え
、
合
作
運
動
を
す
る
者
は
誰
か
。
②
最
初
は
消
費
合
作
社
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
財
閥
も
気
づ

か
な

い
。
あ
る
時
期
、
彼
ら
は
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
、
ダ
ン
ピ

ン
グ
で
抵
抗
す
る
。
あ
る
い
は
連
合
し
て
封
鎖
す
る
。
こ
の
難
問
を
打
開
で
き
る
か
。

③
軍
閥
政
府
は
他
国
に
比
し
て
並
み
外
れ
て
野
蛮

で
、

一
般
民
衆
の
知
的
水
準
は
さ
ら
に
幼
稚
で
あ
る
。
非
武
装
の
合
作
運
動
に
円
満
な
成
功
は
望
め

 

 

(
17
)

る

の

か

、

と

。



2

合
作
社
組
織
化
問
題
に
対
す
る
議
論

思
想
問
題
と
と
も

に
、

い
か
な
る
合
作
社

が
中
国
に
必
要
な

の
か
等

の
実
践
的
問
題
も
真
剣

に
議
論

さ
れ

て
い
た
。
第

一
に
、
イ
ギ
リ

ス
の
ロ

ッ
チ

 
 

(18
)

デ
ー
ル
式

の
影
響
を
受
け
、
主
流
を
な
し
た
消
費
合
作
社
優
先
の
意
見
か
ら
。
ω
王
世
穎

の
見
解
。
労
働
問
題
と
し
て

「
労
工
神
聖
」
「
工
人
待
遇
改

良
」
「平
民
教
育
」
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
枝
葉
末
節
で
、
消
費
合
作
社
だ
け
が
根
本
的
解
決
で
あ
る
。
そ

の
理
由
は
ω
日
用
品
を
自
己
の
社
で
買

え
る
。
回
消
費
合
作
社
が
設
立
さ
れ
れ
ば
、
強
固
な
工
会
が
で
き
、
資
本
家

へ
の
八
時
間
労
働
の
要
求
も
困
難
で
は
な
い
。
の
消
費
合
作
社
が
全
国
に

普
及
し
た
ら
、
自
ら
自
動
車
工
場
や
紡
績
工
場
を
持
ち
、

一
方
で
生
産
し
な
が
ら
他
方
で
国
内
外
で
販
売
す
る
。
@
労
働
者
は
日
本
品
を
買
う
必
要
が

な
く
な
り
、
日
本
人
の
死
命
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
消
費
合
作
社
普
及
の
任
務
は
知
識
人
と
学
生
が
担

い
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
導
方
式
に
倣
い
、
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)

講
演
に
行
き
、
信
仰
心
を
生
じ
せ
し
め
る
。
ま
た
、
平
易
な
ビ
ラ
や
通
俗
叢
書
で
訴
え
る
等
で
あ

っ
た
。
ω
張
廷
瀬
の
見
解
。
剰
余
は
労
働
者
に
帰
す

べ
き
で
あ
る
が
、
労
働
運
動
で

一
部
の
剰
余
を
獲
得
す
る
と
、
資
本
家
は
そ
れ
を
価
格
に
転
嫁
し
て
回
収
す
る
。

つ
ま
り
労
働
者
も
人
類
全
体
も
消
費

構
造
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
剰
余
価
値

(問
題
)
を
根
本
的
に
解
決
す
る
に
は
、
労
働
者
は
合
作
社
を
組
織
し
、
費
用
を
節
約
し
、
そ
の
資
金

を
貯
蓄
し
、
ま
ず
消
費
合
作
社
を
設
立
し
、
そ
こ
か
ら
進
ん
で
卸
売
合
作
社
、
生
産
合
作
社
を
設
立
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
連
合
し
、
自
ら
製
造
し
た
生
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)

産
品
を
自

ら
消
費
す
れ
ば
、
剰
余
価

値
問
題

は
な
く
な

る
。
㈹

陸
思
安

の
見
解

。
米

恐
慌
に
対
し

て
慈
善
的

や
り
方

で
は
持
久
的

で
な

い
と
し
、
生
産
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)

者

(
労
働
者
、
農

民
)
、
販
売
者
、

消
費

者
を
相

互
に
連
合

さ
せ
て
合
作
社
を
組
織
し
、
米
恐
慌

の
原
因
た
る
資
本
家

の
独
占

を
許
さ
な

い
と
す

る
。

働
張
感

の
見
解
。

投
機
者

、
資

本

家

を
消
滅

せ
ん
と
す

る
な
ら
、
ま
ず

「生

産
公
社
」

「消
費

公
社
」
を
組

織
し
な

け
れ
ば
な
ら

な

い
が
、
「
生
産
公
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社
」
が
困
難
な
ら
ば
、
ま
ず

「消
費

公
社
」
を

組
織
し
て
実
験
し
よ
う
、
と
訴
え
る
。
こ

の
よ
う

に
生
産
合
作
社
組
織
化

は
困
難
と

さ
れ
て
お
り

、
消
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)

費
合
作
社
を
先

に
す

る
よ
う
主
張
す

る
の
で
あ

る
。

 
第
二
に
、
信
用
合
作
社

(
「合
作
銀
行
」
「平
民
銀
行
」
)
は
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ル
ツ
ェ
、
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
両
型

の
影
響
を
受
け
た
。
信
用
合
作
社
優

先
の
意
見
は
以
下
の
通
り
。
ω
戚
其
章

の
見
解
。
ω

「
合
作
銀
行
」
は
交
通
不
便
な
中
国
郷
村
の
各
所
に
設
立
で
き
、
献
金
だ
け
で
は
不
十
分
な
旱
越

中
国
初
期
合
作
社
史
論

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
六
五
七



 
 
 
 
 
中
国
国
民
革
命
の
研
究
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六
五
八

等
に
も
あ
る
程
度
対
処
で
き
る
。
回
組
織
が
単
純
で
幾
百
戸
、
幾
千
戸
を
団
結
さ
せ
れ
ば
よ
く
、
容
易
に
設
立
で
き
る
。
の
そ
の
他
の
合
作
社
、
例
え

ば

(工
業
)
生
産
合
作
社
、
農
業

(
生
産
)
合
作
社

の
資
本
は
巨
額
で
、
当
面
中
国
で
の
設
立
は
困
難
と
し
、
「合
作
銀
行
」
か
ら
設
立
す
る
こ
と
を

 
 
 
 
 
 
 
(24
)

主
張
す
る
の
で
あ
る
。
働
陸
宝
瑛
の
見
解
。
欧
米
の
社
会
改
造
は
労
働
者

の
生
活
改
善
を
重
視
し
て
い
る
が
、
中
国
で
は
生
産
階
級
の
最
大
多
数
を
占

め
る
農
民
救
済
が
緊
急
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
「
合
作
銀
行
」
を
設
立
す
れ
ば
、
ω
倹
約
増
進
に
よ
る
貯
蓄

の
奨
励
、
生
産
費
の
低
減
、
企
業
力
の

増
大
を
図
れ
る
。
回
高
利
貸
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
弱
点
を
補

い
、
播
種
の
時

「合
作
銀
行
」
か
ら
借
り
、
収
穫
後
、
分
期
で
返
却
す
る
。
そ
の
上
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)

で

「
合
作
銀
行
」
は
流
動
的
な
都
市
よ
り
固
定
的
で
集
合
的
な
農
村
で
の
設
立
が
容
易
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
㈹
陳
友
筍
の
見
解
。
信
用
合
作
社
と
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農
業
生
産
合
作
社
が
農
民
の
唯

一
の
方
法
で
、
農
民
に
大
き
な
利
益
を
与
え
る
ば
か
り
か
、
農
業
生
産
力
を
発
展
さ
せ
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
初
期

合
作
運
動
は
実
際
に
は
都
市
中
心
に
展
開
し
、
あ
ま
り
農
村

の
合
作
社
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期
農
村
と
の
関
連
で
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
辛
亥
時
期
の
協
同
組
合
思
想
の
継
承
、
二
一二
年
か
ら

の
華
洋
義
賑
会

の
活
動
、
さ
ら
に
三
〇
年
代

の
農
村
信
用
合
作
社
大
発
展
の
起
点
問
題
を
考

察
す
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。

 
第
三
に
、
生
産
合
作
社
は
主
に
そ
の
発
祥

の
地
で
、
か
つ
最
も
発
展
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
関
連
で
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
も
論

じ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
干
樹
徳
は
、
生
産
合
作
社
は

一
八
三
〇
年
頃
の
フ
ラ
ン
ス
で
開
始
さ
れ
た
硬
玉
生
産
協
同
組
合

(
社
員
七
人
)
を
起
源
と
す
る

が
、
当
時
注
目
さ
れ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
ニ
月
革
命
の
影
響
下
で
組
織
さ
れ
、
四
八
年
以
降
本
格
化
し
た
と
す
る
。
ま
た
著
名
な
工
業
協
同
組
合

・
ス
ト
ー

ブ
製
作
所
等
々
の
内
容
、
歴
史
を
書
き
、
曲
折
が
あ

っ
た
と
は
い
え
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
大
規
模
生
産
協
同
組
合
が
発
展
し
、

一
九
〇
五
年
に
は
紡
績
、
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皮
革
等

三
三
八
社

に
上

っ
て

い
る
事

実
に
論
及
、
そ

の
発
展
が
政
府

の
保
護
政
策
と
関
連
あ
る

こ
と
を
述

べ
る
。

 
で
は
、
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
等

の
歴
史

や
現
状
認
識
を
踏
ま
え
て
中
国
で
は
生
産
合
作
社
を
い
か
に
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
こ
こ
で

一
応
押
さ

え

て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
生
産
合
作
社
に
は
工
業
生
産
合
作
社
と
農
業
生
産
合
作
社

(牧
畜
を
含
む
)
の
二
種
類
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

ω
馬
君
武
の
見
解
。
数
多

い
日
用
品
が
舶
来
品
で
、
そ
れ
を
大
商
人
が
独
占
、
小
商
人
、
さ
ら
に
消
費
者
に
分
配
す
る
。
そ
こ
で
中
国
が
消
費
す
る
に
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は
ま
ず
自

ら
生
産

に
尽
力
せ
ざ

る

を
得
ず
、
生
産
合
作
社

は
消
費
合
作
社

に
比

し
て
緊
急

で
あ

る
と
す

る
。

こ
の
よ
う

に
、
そ
の
設
立

の
緊
急
性

を
訴



え
る
が
、
総
じ
て
農
業
生
産
合
作
社
の
重
要
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
工
業
生
産
合
作
社
に
対
し
て
は
否
定
的
見
解
が
大
勢
を
占
め
た
。
例
え
ば
、
図
張

廷
瀬
の
見
解
。
生
産
合
作
社
は
ほ
と
ん
ど
農
民
が
組
織
し
て
い
る
。
意
義
は
ω
安
価
で
原
料
、
機
械
を
購
入
し
て
い
る
。
回
生
産
物
の
多
く
は
市
場
で

優
位
を
占
め
る
。
だ
が
、
工
業
生
産
合
作
社
は
世
界
で
発
展
を
み
な
い
。
そ
の
要
因
は
ω
資
本
に
限
界
が
あ
り
、
小
工
業
に
従
事

で
き
る
だ
け
で
あ
る
。

回
労
働
者
は
自
ら
主
人
と
な
る
こ
と
で
取
り
締
ま
る
人
が
な
く
、
内
紛
が
起
こ
り
や
す
い
。
㈲
労
働
者
は
自
ら
の
地
位
を
守
る
た
め
に
排
他
的
感
情
が

発
生
し
や
す

い
。
@
労
働
者
は
市
場
知
識
、
組
織
経
験
に
乏
し
く
、
経
理
に
人
材
を
得
難

い
。
㈱
そ
の
設
立
は
消
費
者
に
利
益
な
く
、
そ
の
成
敗
に
無

 
 
 
 
(29
)

関
心
で
あ
る
。
㈹
干
樹
徳

の
見
解
。
資
本
主
義
と
共
産
主
義
の
相
違
点
は
自
由
競
争
、
私
有
財
産
の
二
大
原
則
を
肯
定
す
る
か
否
か
に
あ
る
。
工
業
生

産
合
作
社
は
そ
れ
を
解
決
す
る
能
力
が
な
い
ば
か
り
か
、
そ
れ
に
依
拠
し
て
存
在
す
る
。
そ
の
上
、
設
備
費
が
非
常
に
大
き
く
、
労
働
者

の
出
資
能
力
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)

か
ら
小
工
業
に
適
用
可
能
な
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
生
産
合
作
社
の
現
社
会
救
済
の
効
用
は
非
常
に
弱

い
。
つ
ま
り
、
実
現
困
難
で
、
設
立
価
値

も
あ
ま
り
な

い
と

い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
当
時
工
業
生
産
合
作
社
の
モ
デ
ル
は
、
政
府
保
護
が
あ
り
、
資
金
的
に
潤
沢
で
設
備

も
整

っ
て
い
る
大
規
模
工
場
形
態
を
採
る
フ
ラ
ン
ス
で
あ

っ
た
た
め
、
政
府
保
護
も
な
く
、
資
金
も
な

い
中
国
で
は
不
可
能
と
の
認
識
が
あ

っ
た
。
そ

の
延
長
線
上
で
、
小
工
業
に
協
同
組
合
方
式
を
適
用
し
た
小
規
模
工
業
生
産
合
作
社
に
対
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
検
討
も
せ
ず
に
非
常
に
低

い
評
価
を
与

え
て
い
る
。
こ
う
し
た

フ
ラ
ン
ス
モ
デ
ル
か
ら
の
脱
却
と
中
国
に
お
け
る
工
業
生
産
合
作
社
の
本
格
的
展
開
は
、
抗
日
戦
争
時
期
に

「
小
規
模
工
業
合
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)

作
社

の
群
生
」
と
そ
れ
ら

の
有
機
的

関
連
を

明
確
に
し
た
中
国
工
業
合
作
運
動

の
開
始
を
待
た
ね
ば
な
ら

な

い
。

そ

の
他
、
種

々
の
意
見

が
表
明

さ

れ
て

い
る
。
例
え

ば
、
合
作
社
は
郷
村
、
都
市

で
並
進
す

べ
き
だ

が
、
都
市

は
資
本
家

の
阻
止
力

が
大
き
く
、
競
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)

争
は
容
易

で
な

い
。
大

「組
合
」

は
欧

州
で
見

る
通
り
、
意
見

の

一
致
、
感
情

の
融
合
が
困
難

で
あ

る
。

そ
こ
で
各

分
店

が
自

ら

の
情
況
を
掛
酌

し
、

 
 
 

 
 
 
(33
)

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 お
 

総
店
が
監
督
す

る
。
合
作
事
業

は
労

働
者

か
ら
行
な
わ
ね
ば
効
果
が
な

い
の
で
、
合
作
主
義
者

は
民
衆

の
中
に
行
く

べ
き

で
あ

る
、
等

々
で
あ

っ
た
。

 
な
お
、
合
作
主
義
者
は
経
済
に
次

い
で
、
教
育
を
重
視
し
て
い
た
。
こ
れ
は
思
想
、
理
念
の
問
題
も
あ

っ
た
が
、
同
時
に
民
衆
知
識
を
指
導
や
原
理
、

経
営
を
理
解
で
き
る
ま
で
高
め
る
と

い
う
緊
急
な
課
題
も
背
景
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
合
作
社
自
体
が

「自
治
精
神
を
育
成
し
、
偉
大
な
経
済
事
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 お
 

の
経
営
能
力
を
訓
練
す
る
組
織
で
あ
る
。
そ
の

一
切
の
平
等
、
博
愛
、
互
助
の
諸
美
徳
は
社
会
に
対
し
て
特
殊
な
効
果
が
あ
る
」
と
考
え
る
点
は
合
作

中

国
初
期

合
作
社
史
論

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
六
五
九



 
 
 
 
 
中
国
国
民
革
命
の
研
究
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六
六
〇

主
義
者
の
共
通
し
て
認
識
す
る
所
で
あ

っ
た
が
、
学
校
教
育
そ
の
も
の
も
重
視
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
毛
飛
は

「義
務
学
校
の
生
死
は
相
変
わ
ら
ず
資

本
家
の
手

の
中
で
操
ら
れ
て
い
る
。
(
こ
う
し
た
状
況
下
で
)

い
か
に
し
て
平
民
教
育
を
実
現
で
き
る
の
か
。
も
し
合
作
社
が
頂
点
ま
で
発
達
し
た
ら
、
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一
業
種

の
合
作
社
毎
に
剰
余
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
義
務
学
校
の
補
助
と
す
る
」
と

い
う
。
ま
た
、
温
崇
信
は
、
平
民
学
校

の
目
的
は
①
平
民
知
識
の

啓
発
、
②
平
民
経
済
の
発
展
で
あ
る
が
、
現
存
の
平
民
学
校

の
課
程
は
大
半
国
文
、
算
術
、
修
身
等
で
自
ら
の
生
活
に
生
か
せ
な
い
。
む
し
ろ
職
業
科

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

目
を
重
視
し
、
技
能
を
授
け
ね
ば
な
ら
な

い
、
と
し
た
。
他
に
女
子
解
放

の
た
め
の
職
業
と
教
育
問
題
か
ら
合
作
社
に
よ
る
教
育
を
論
じ
る
も
の
も
あ

 

(38
)

っ

た

。

三
 

国
際
協
同
組
合
運
動
と
中
国
初
期
合
作
運
動

 
こ
の
問
題
は
国
際
協
同
組
合
運
動
と
中
国
初
期
合
作
運
動
の
関
係
、
及
び
中
国
合
作
運
動
の
特
色
を
考
察
す
る
上
で
不
可
欠
の
重
要
テ
ー
マ
で
あ
る
。

で
は
、
当
時
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ

っ
た
の
か
。
こ
れ
に
関
連
す
る
史
料
は
限
界
が
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
中

国
合
作
主
義
者
は
国
際
協
同
組
合
運
動
、
と
り
わ
け

一
八
九
五
年
か
ら

ロ
ン
ド
ン
で
開
始
さ
れ
た
国
際
協
同
組
合
同
盟

(
以
下
、
I
C
A
と
略
称
)

の

動
向
に
注
目
し
た
。
中
国
合
作
運
動
開
始
時
期
、
「平
和
は
協
同
組
合
の
発
展
に
と

っ
て
不
可
欠
条
件
で
あ
る
。
協
同
組
合

の
進
歩
は
世
界
平
和
の
最

 
 

 
 
 

 
 
 

 
(1
)

も
価
値
あ

る
保
証

で
あ
る
」
と
す

る
、

い
わ

ゆ
る

「平
和
決
議
」
を
世
界

に
宣
言

し
た

一
九

=
二
年

イ
ギ
リ

ス
の
グ

ラ
ス
ゴ

ー
開
催

の
第

九
回
大
会
を

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

(2
)

重
視
し
た
が
、
と
り
わ
け
第

二
次

世
界
大
戦
後

の
二

一
年

八
月

ス
イ

ス
の
バ
ー
ゼ
ル
で
開
催

さ
れ
た
第

十
回
大
会

に
深

い
関
心
を
寄
せ
た
。

 
済
時
は
次
の
如
く
言
う
、
「
欧
州
大
戦
が
終
わ
り
、
『世
界
改
造
』

の
声
が
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
パ
リ
講
和
会
議
は
す
で
に

一
度
目

の
失
望
を
与
え
、
今
回
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
も
二
度
目
の
大
き
な
失
望
を
与
え
た
。
…
…
も
し
世
界
の
真
の
和
平
を
希
望
す
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
我
々

人
民
は
自
ら
努
力
す

べ
き
で
あ
る
。
努
力
の
方
法
は

一
つ
で
は
な
い
が
、
…
…
合
作
主
義
は
少
な
く
と
も
こ
の
方
法
の

一
つ
で
あ
る
。
試
み
に
第
十
回

大
会
国
際
協
同
組
合
同
盟
大
会
を
見
る
に
、
参
加
代
表
は
二
五
ヵ
国
。
そ
の
中
に
は

(敵
国
同
士
で
あ

っ
た
)
八
四
名
の
ド
イ

ツ
代
表
と
四
八
名
の
フ



ラ
ン
ス
代
表
が
同
席
し
、
と
も

に
投
票
し
た
。

ワ
シ

ン
ト

ン
会
議

が
終
始

、
ド
イ

ツ
の
参
加

を
願
わ
な
か

っ
た

の
と
比
し

て
ど
う

で
あ

ろ
う
か
。

こ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3
)

点
を
見
た
だ
け
で
も
世
界
の
真
の
和
平
の
道
が
ど
こ
に
あ
る
か
明
白
で
あ
ろ
う
」
、
と
。
ま
た
、
『
平
民
』
八

一
期
掲
載
の

「
第
十
回
国
際
合
作
大
会
の

経
過
」
は
、
参
加
代
表
が

「
国
境
を
打
破
し
、
協
同
組
合
事
業
の
国
際
協
進
を
図
る
」
と
し
た
点
、
「営
利
競
争
の
工
業
制
度
が
実
に
戦
争
の
主
要
原

因
」

で

「
協
同
組
合
運
動
の
目
的
は
生
産
と
分
配
の
均
等
を
図
る
こ
と
で
世
界
和
平
を
維
持
す
る
」
と
し
た
点
に
注
目
し
、
バ
ー
ゼ
ル
大
会
と
欧
州
各

国
の
協
同
組
合
運
動
の
現
状
を
見
る
に
、
経
済
混
乱
、
生
産
困
難
な
時
代
に
国
民
経
済
生
活
を
破
産
に
至
ら
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
に
は
、
合
作
事
業
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4
)

唯

一
の
救
星
と
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。
謝
允
荘
も
、
人
類
は
重
大
な
犠
牲
と
苦
痛
を
受
け
、
す
で
に
和
平
に
向
か
う
覚
悟
が
あ
る
。
合
作
主
義
の
発

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

(5
)

展
、

デ
モ
ク

ラ
シ

i
世
界
は

こ
こ
か
ら
生

み
出

さ
れ
た
が
、
こ
れ
は

一
種

の
自
然
的
趨
勢

で
決
し

て
抑
え

る

こ
と
は

で
き
な

い
と
し
、
さ
ら

に
王
世

穎

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(6
)

は
十
回
大
会

の
重
要
な
目
的
は
、
「
現
代

の
資
本
家
制
度
を
排
除
し
、
社
会
と
工
業
の
平
民
主
義
原
理
に
基
づ
い
て
新
た
な
杜
会
制
度
に
か
え
る
」
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
平
和
志
向
、
反
戦
、
反
資
本
主
義
意
識
は
第
十
回
大
会
を
見
る
上
で
も

一
貫
し
て
お
り
、
ド
イ

ツ
に
対
し
て
も
排

他
的
で
な
か

っ
た
こ
と
を
評
価
し
な
が
ら
も
、
平
和
、
協
調
を
強
調
す
る
た
め
に
排
他
性
を
示
す
事
例
を
切
り
捨
て
て
い
る
。
例
え
ば
、
同
大
会
で
ソ

連
消
費
協
同
組
合
加
入
問
題
で
大
激
論
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
に
は

一
切
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

 

で
は
世
界

の
協
同
組
合

に
対

し

て
、
当
時
ど

の
程

度
、
ま
た

い
か
な
る
情
報

、
知

識
を
有
し

て
い
た

の
で
あ

ろ
う

か
。
中
国
合
作

運
動
史

の
全
体
像

を
構
築
す

る
上

で
、
中

国
合
作
主

義
者

の
視

野

の
範

囲
、
合
作
運
動

に
対
す
る
海
外

か
ら

の
影
響
を
知

る
た

め
に
そ
の
事
実
を
基
本
的

に
押

さ
え

て
お

か
ね
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
結
果
解

る
こ
と

は
、
中
国
合
作
主
義

者
は
孤
立
し
、
視
野
が
狭
か

っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
意
外
な

ほ
ど
広
範

囲
に
海
外

の
協

同
組
合
運
動

の
歴
史
、

現
状

に
も
注
意
を
払

っ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
国
際
協
同
組
合
同
盟

の
こ
と

の
み
な
ら
ず
、
中
国
合
作
主
義
者

は
世

界

の
協

同

組
合
運
動

の
中
か
ら
中
国
合
作
運

動

の
進
路

を
模
索

し

て
い
た
。
特

に
醇
仙
舟
が

ア
メ
リ
カ
か
ら
持
ち
帰

っ
た
大
量

の
協
同
組
合

関
係
資
料

は
、
世
界

各
国

の
協

同
組
合

の
歴

史

や
現
状

を
知

る
上

で

一
大
画

期
と
な

っ
た
。

こ

の
時
、

『平

民
』

は
合
作
研
究
欄
を
新

設
し
、
矢

継
早

に
海
外
著
作

の
翻
訳

を

発

表

し

た
。

例

え

ば
、

一
九

二

一
年

五

月

ア

メ
リ

カ
人

ア
グ

ネ

ス

・
D

・
ワ
ー

バ

ス

(〉
σq
 
①
ω.
∪
.
乏
Φ
子
器
。。
①
)

の

..目
冨

Go
δ
蔓

o
{
○
?

○
も
臼
帥鉱
o
昌
、、
を

王
世

穎
が

「合
作

的
故
事
」

と
訳

し

て
連
載

し
た

が
、

そ
れ
は
イ

ギ
リ

ス
、

ベ

ル
ギ

i
、

フ
ラ
ン

ス
、

ド
イ

ツ
、

イ
タ

リ
ー
、

デ

ン

中
国
初
期
合
作
社
史

論
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
六
六
一



 

 
 
 
 
中
国

国
民
革
命

の
研

究
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
六
六
ニ

マ
ー
ク
、

ス
イ

ス
、
オ
ー
ト
リ

ア
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
、

日
本
、
イ

ン
ド
、

ア
メ
リ
カ
の
協
同
組
合

の
歴
史
、
現
状

に
お
よ
び
、

ワ
ー
バ

ス
の
結

論

「協

同

組

合
主
義
は
個

人
と
個
人

の
間
で

提
携

の
精
神
を

引
き

出
し
、
種
族
と
種
族
、

国
と
国

の
間

の
憎
悪
を
消
滅

さ
せ

て
経
済
競
争
を

互
助

に
代
え
」
、
戦

 

 
 
 
 

 
 
 

 
  
 

争

の
発
端

を
消
滅
さ
せ
る
、
を
紹

介
す
る

の
で
あ
る
。
そ

の
他
、

フ
ィ
リ
ピ

ン
を
含

め
、
各

国
の
詳
細

な
状

況
を
知

っ
て
お
り
、
例
え

ば

フ
ラ
ン
ス
で

は
、
協

同
組
合
が
存
在
す
る
地
方

の
物
価
が
他
地
方
よ
り

一
〇
1

三

〇
パ
ー
セ

ン
ト
も
安
価

な
た

め
私
商

が
パ

ニ

ッ
ク
状
態

と
な
り
、
協

同
組
合
に
抵

 

 
 
 
 

  
 

抗

し
た
事

実
は
、
中
国

の
消
費
合

作
社
等
と
商
人
が
将
来
衝
突
す

る
可
能
性

が
あ

る
こ
と
を

予
測
す

る
上
で
必
要
な
知
識
で
あ

っ
た
し
、

ソ
連

で
レ
ー

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
(9
)

ニ
ン
が
武
力
で
協

同
組
合
を
弾
圧

し
た
が
、
後

に
経
済
的

に
そ
れ

に
依
拠

せ
ざ

る
を
え

な
く

な

っ
た
と

の
認
識
は
、
協

同
組

合
と
社

会
主
義

を
考
え

る

上
で
参

考
に
な

っ
た

で
あ

ろ
う
。

 
で
は
、
I
C
A

の
方
は

い

つ
中

国
合
作
運
動

に

つ
い
て
知

っ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。
文
章

に
明
確

に
あ
ら
わ
れ
る

の
は
二
二
年
で
あ
る
。

こ
の
年

ア
メ

リ
カ
協
同
組
合
連
合

(〉
ヨ
臼
8
き

O
o
-o
b
臼
魯
一く
Φ
d
巳
o
⇒
)

が

『協

同
組
合

月
刊
』

(
O
o
o
℃
Φ鑓
甑
8

竃
○
⇒
島
ぞ
)
六
月
号
に

「
上
海

の
協
同
組
合
」

と

の
題

で
、

「
中
国

の
上
海
復

旦
大

学

で
最
近

一
つ
の
協
同
組
合

が
組
織

さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
平

民
学
社

と

い
う

。

こ
れ
は
中
国
協

同
組
合

運
動

の
第

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

(10
)

=
戸
と

い
え

る
。

こ
の
先
駆

者
団

体
は
本
連
合

と
非
常

に
接
近

し
て

い
る

の
み
な
ら
ず
、

ア
メ
リ
カ

の
教
育
と
経
験
を
受

け
て

い
る
」
、
と
書

い
て
い

る
。

「本
連
合

と
非
常

に
接
近
」
、

「
ア
メ
リ
カ
教
育

と
経
験
」
云

々
は
、

お
そ
ら
く
、
醇
仙
舟
、

も
し
く

は
前

述
し
た
実
業
益
友
社

と

の
関
連
を
指
す

の
で
あ

ろ
う
。
と
も
あ
れ
、

こ
の

こ
と

は
中
国
合
作
主
義
者
を
驚
喜

さ
せ
た
。
続

い
て
I
C
A
が
会

報
八
月
号
に

「
上
海

の
協
同
組
合
運
動
」
を
掲
載

し
た
。
ま
た
、
同
時
期

I
C
A
書

記

H

・
J

・
メ
イ

が
書
簡

で
、
平

民
学
社

の
I
C
A
加
入
を
希

望
す
る
と
し
た
上

で
、

I
C
A
の

ニ

ュ
ー
ス
彙
刊
掲

載

の
た

め

の
、
資
料
送
付
を

依
頼

し

て
き

た
。
そ

こ
で
英
文

で

「
中
国
合
作
運
動
」

「平

民
学
社

の
経
過
」
等
を
書
き
、

ニ

ュ
ー

ス
彙
刊

や
英
米
各
雑

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

  
 

誌
に
投
稿
す

る
準
備
を
進
め
、
世

界

の
協
同
組
合
人

士
に
中
国
も
合
作

運
動

に
尽
力

し

て
い
る

こ
と
を
知
ら
し
め
よ
う
と
し
た
。
な

お
、
翌
年

に
は
ー

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(12
)

L
O
協
同
組
合
事
業
部
か
ら
も
、

中

国
合
作

運
動
援
助

の
申

し
出
と

、
各

国

へ
の
宣
伝

の
た
め
に

『
平
民
』
送
付

の
依
頼
が
く

る
こ
と

に
な

る
。

 
こ
う
し
た
経
緯
の
な
か
で
、
「
平
民
』

一
二
八
1

=
二
〇
期
ま
で
を
国
際
合
作
特
集
号
と
し
、
そ
の
編
者
は

「合
作
主
義
は
す
で
に
国
際
化
し
た
。

国
を
問
わ
ず
合
作
社
が
あ
る
。
彼
ら
は
連
合

の
必
要
を
感
じ
、
大
規
模
な
互
助
で
大
同
世
界
の
理
想
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
書

い
て
い
る
。



こ
こ
で

「
国
際
協
同
組
合
章
程
」
(第
十
回
大
会
採
択
)
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は

「
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
先
鋒
隊
」
(
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
式
)
工
作
を
継

続
し
、
互
助
、
自
助
原
則
の
協
同
組
合
制
度
で
、
現
在
の
私
有
事
業
の
競
争
制
に
代
え
る
こ
と
を
大
前
提
と
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
宗
旨
に
は

協
同
組
合
原
理
の
探
究
と
宣
伝
、
ω
各
国
協
同
組
合
運
動
の
増
進
、
働
各
国
協
同
組
合
団
体
中
の
貿
易
関
係
を
増
進
す
る
等
で
あ
り
、
政
治
、
宗
教
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(13
)

無
関
係
で
中
立
的
立
場
を
守
る
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
特
集
号
で
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
前
後
の
協
同
組
合

の
状
況
、
動
向
に
焦
点
が
合
わ
せ
ら
れ
、
大
戦
勃
発
後
、
停
滞
し
た
が
活
動
力
は
潜
伏
し
て
お
り
、

一
六
年
九
月
第

一
次
パ
リ
会
議
、
戦
後
の

一
九
年

二
月
第

二
次
パ
リ
会
議
、
五
月
頃
第
三
次
パ
リ
会
議
が
開
催
さ
れ
、
グ
ラ
ス
ゴ
i
大
会

の

「
平
和
決
議
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
争
防
止
に
失
敗
し
た

反
省
と
I
C
A
工
作
回
復
問
題
等
が
討
論
さ
れ
、
最
後
の

「加
卑
納
吉
」
(ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
?
 
な
お
、
現
在
は

一
般
的
に

「剣
橋
」

の
訳
語
が
使
用

さ
れ
て
い
る
)
で
の
中
央
委
員
会
で
の
会
議
で
、
①
国
際
会
議

の
開
催
、
②
国
際
協
同
組
合
貿
易
の
促
進
、
③
国
際
協
同
組
合
銀
行
の
設
立
、
④
各
種

言
語
の
学
習
奨
励

(
目
下
多
く
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
採
用
に
賛
成
し
て
い
る
)
等
、

一
七
ヵ
条
が
議
決
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
か

つ
I
C
A
は
中
国
合

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

(14
)

作

団
体

の
加

入
を
希
望

、
同
会

長
と

総
書
記
は
、
東
方
で
合
作

の
微
光

の
あ
る
中
国
、

日
本
を
忘
れ

て
は

い
な

い
と
述

べ
る
の
で
あ

る
。

 
国
際
貿
易
を
促
進
す
る
と

い
う
I
C
A
の
意
向
は
、
中
国
合
作
主
義
者
に
と

っ
て
も
異
論
の
な

い
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
余
愉
は
以
下
の
よ
う

に
言
う
。
そ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
合
作
主
義
に
よ
る
地
方
貿
易
は
合
作
主
義

の
目
的

へ
と
歩
む
道
の
第

一
歩
で
あ
り
、
最
終
目
的
は
当
然
、
国
際
貿
易

へ
の
道
で
発
展
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。
現
有
の
国
際
貿
易
は
戦
争
式
の
国
際
貿
易
で
あ
る
。
保
護
関
税
主
義
、
自
由
貿
易
主
義
は
そ
の
実
、
防
御
式
と

侵
略
式
の
戦
争
政
策
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
合
作
主
義
の
貿
易
政
策
は
互
助
に
よ
る
結
合
政
策
で
あ
る
。
国
際
合
作
貿
易
の
理
想
は
、
ω
国
際
卸
売

合
作
社
を
組
織
し
、
合
同
購
入
制
を
採
用
す
る
。
働
各
国
の
農
業
生
産
合
作
社
、
工
業
生
産
合
作
社
、
及
び
消
費
合
作
社

の
大
同
盟
を
組
織
す
る
。
㈹

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
(15
)

国
際
合

作
銀
行

を
組
織
し

て
バ
ー

タ
i
方
式

で
、
国
際
為
替
が
絶
え
ず
変
動
す

る
と

い
う
欠
陥
を
補
う
、

と
す

る
。

 
ま
た
、
戦
争

、
平
和
を
考
え
る
姿

勢
も
、
多
く

の
事
実
、
議
論
を
知

る
こ
と

で
深
ま

っ
て

い
っ
た
。
第

十
回
大
会

に

つ
い
て
は
何
度
と
な
く
と
り
あ

げ
ら
れ
た
が
、
そ

こ
で
の
議
論
も
そ

れ
ま

で
以
上

に
詳
細

に
紹
介

し
、
王
世
穎

が
意
見
を
表
明

し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
会

で
、

フ
ラ
ン
ス
の
大
協

同
組
合
主
義
者

で
大
経
済

学
者

の
シ

ャ
ル
ル

・
ジ

ッ
ド

(
9

巴

Φ
ω
O
置
Φ
)

は
戦
争

に
抵
抗

す
る
最
も
適
当

な
手

段
が
協

同
組
合

団
体

の
組
織
で
あ
り
、

中
国
初
期
合
作
社
史
論
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六
六
四

協
同
と
互
助

の
原
理
で
教
育
を
施
す
こ
と
で
あ
る
と
主
張
し
、
か

つ
協
同
組
合
主
義
者
が
常
に
言
う
、
「
戦
争
は
協
同
組
合
に
非
常
に
損
害
を
与
え
た
」

と

の
例
を
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
ゴ
ー
ド

・
ハ
ー
ト

(O
o
Φ
住
国
餌
腎
)
が
反
論
し
た
、
「大
戦
が
協
同
組
合
運
動
に
非
常
に
有
益
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。
協
同
組
合
運
動
は
大
戦
期
に
躁
躍
を
免
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
交
戦
各
国
内
で
死
灰
が
再
び
燃
え
始
め
、
打
撃
を
受
け
な
か

っ
た
の
み
な
ら
ず
、
反

っ
て
盛
ん
に
な
り
、
質
量

(営
業
は
三
、
四
倍
、
社
員
数
は
増
大
)
と
も
大
戦
以
前
を
は
る
か
に
超
過
し
た
」
と
。
こ
う
し
た

論
争
を
紹
介
し
な
が
ら
、
王
は
、
協
同
組
合
の
勃
興
は
物
価
騰
貴
、
生
活
困
難
等
で
あ
り
、
ジ

ッ
ド
の
再
反
論

の
如
く
、
戦
争
が
協
同
組
合
に
利
益
が

あ
る
の
は

「病
気

の
時
の
医
者
の
よ
う
な
も
の
」
と
の
意
見
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
王
は
戦
争
が
協
同
組
合
に
有
利
で
あ
る
こ
と
を
認
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
(16
)

な
が
ら
も
、
決
し

て
災

い
を
幸

い
と

せ
ず
、
世
界
和
平
運
動

に
従
事
す

る
こ
と
を
力
説
す

る

の
で
あ
る
。
当
然
、

こ
の
問
題
は
複
雑

で
、
協
同
組
合
は

反

フ

ァ
シ

ョ
国
家

の
抵
抗
経
済
基
盤

も
形
成
す

る
が
、
他
方
、

フ
ァ
シ

ョ
国
家

の
経
済
基
盤
と
も

な
り
、
戦
争

状
況
に
極

め

て
強
力

で
あ
る

こ
と
が
、

そ

の
後

の
歴
史

か
ら
も
立
証
さ
れ

る
こ
と

に
な

る
。

 
当
時
、
合
作
主
義
者
は
合
作
運
動
の
発
展
の
鍵
を
握
る
も
の
と
し
て
、
婦
女
問
題
に
も
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
問
題
は
新
文
化
運
動
、
五
四
運
動
の
婦

女
解
放
思
想
の

一
環
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
際
協
同
組
合
運
動
と

の
関
連
は
も
ち
ろ
ん
、
合
作
運
動
史
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
後
の
新
生

活
運
動
や
工
業
合
作
運
動

の
中
で
の
多
く

の
婦
女
合
作
社
が
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
起
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
と

い
う
意
味
か
ら
も
看
過
で
き
な
い
。

こ
の
時
期
、
こ
の
問
題
に
最
も
健
筆
を
ふ
る

っ
た
張
廷
瀬
は

「合
作
事
業
は
男
女
共
同
の

『
合
作
』
事
業
で
、
決
し
て
男
の
方
面
だ
け
で
研
究
さ
れ
る

も
の
で
は
な

い
。

い
わ
ん
や
女
は
消
費

の
大
王
で
あ
る
。
女
が
男
と
の
平
等
権
を
要
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
経
済
独
立
の
能
力
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。

合
作
は
経
済
独
立
を
図
る
唯

一
つ
の
近
道
で
あ
り
、
そ
こ
で
欧
米
婦
女
の
協
同
組
合
事
業
に
従
事
す
る
も
の
は
日
増
し
に
多

い
。
…
…
そ
こ
で
特
に
世

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(17
)

界
婦
女
協

同
組
合

運
動

の
最
近

の
状

況
を
我

国
の
女

同
胞
に
紹
介
し
、
女
同
胞

が
合
作

運
動
に
努
力
す

る
こ
と

を
希

望
す

る
」
、
と
。
た
だ
、
資
料

不

足
を
痛
感

し
、
国

際
協

同
組
合
婦

女
委
員
会

に
書
簡
を
出

し
た
と

こ
ろ
、
総
書
記

ホ
ノ
ラ

・
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

(一{
O
昌
O
同P
国
昌
{一Φ
一ら
)
か
ら

二
三
年
五

月
付
け

の
返
信
を
受

け
取

っ
た
。

そ

の
内
容

は
、
「
中
国
に
お
け

る
合
作
運
動

の
進

展
を
知
り
、
非
常

に
感
動

し

て
い
る
。
と
り
わ

け
婦
女

を
組

織
し

よ
う
と
し

て
い
る

こ
と
を
知
り
喜

ん
で
い
る
。
…

…
未
来

の
あ

な
た
方

の
婦
女
団
体

が
近

い
う
ち

に
代
表

を
送

っ
て
我

々
の
団
体

に
加
入
し

て
く
れ

る



 
 
 

 
 
 
  
 

こ
と
を
歓
迎
す

る
」
と
あ

っ
た
。

 
か
く
し
て
二
三
年
九
、

一
〇
月

『
平
民
』

一
七
三
-

一
七
五
期
を
婦
女
合
作
特
集
号
と
し
た
。
そ
の
動
機
を
張
廷
瀬
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
、

「
二
三
年
八
月
国
際
協
同
組
合
月
刊
上
に
、
婦
女
委
員
会
総
書
記

エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
が

『世
界
上
、
協
同
組
合
に
従
事
す
る
女
同
志
は
、
現
在
次
第
次

第
に
増
加
し
た
。
凡
そ
五
大
陸
で
活
動
し
て
い
る
同
志
の
い
な
い
大
陸
は
な
い
。
か
つ
東
方
で
守
旧
の
中
華
民
国
の
女
界
も
近
来
合
作
運
動
に
従
事
す

る
と
聞
く
』
と
書
い
て
い
る
と
し
、
外
国
の
協
同
組
合
同
志
は
か
く
も
熱
心
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
我
々
中
華
民
国
の
合
作
信
徒
は
当
然
、
女
界
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 む
 

宣
伝
し
、
婦
女
が
合
作
に
従
事
す
る
よ
う
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
さ
ら
に
五
四
運
動
以
後

「
こ
こ
幾
年
来
、
次
第
に
中
国
女
界
が
社
会
服

務
の
自
覚
を
も
ち
始
め
た
。
だ
が
、
合
作
方
面
で
そ
う
し
た
団
体
組
織
は
見
ら
れ
ず
、
合
作
運
動
に
参
与
し
て
い
る
個
人
も
非
常
に
少
な

い
そ
う
だ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハれ
 

…
…
そ
こ
で
我
国
女
界
が
本
刊
三
期
の
婦
女
合
作
特
集
号
を
見
た
後
、
近
い
将
来
、
婦
女
合
作
社
の
組
織
も
も
て
る
よ
う
に
希
望
す
る
」
、
と
。

 

で
は
、
な
ぜ
組
織

し
、

い
か
な
る
形
態

で
組
織

す
る

の
か
。
張
は

「
婦
女
合

作
社
は
婦
女

の
自
治
団
体

で
あ
り
、
合
作
運
動
に
従
事
す

る
こ
と

で
大

衆

の
た

め
に
利
益
を

図
り
、
自

ら

の
た
め
に
自

由
を
求

め
、
か

つ
家
庭
、
商
店

、
工
場
、
国
家
に
対
し

て
男
と
平
等

の
待
遇
を
求
め

る
」

こ
と
を
前
提

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 れ
 

に
、
最
も
完
全

に
近

い
と
称

さ
れ
た

イ
ギ
リ

ス
の
形
態

(中
央
委
員
会
-

支
部
-

地
方
部
ー

セ
ク
シ

ョ
ン
)
を
参
考
ま

で
に
述

べ
る
。
そ

の
他
、
本
特

集

で
は

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
、

ノ
ル
ウ

ェ
ー
、

フ
ラ
ン
ス
、

ベ
ル
ギ

ー
等

々
の
婦
女

協
同
組
合
運
動
も
紹
介
し

て
い
る
。
た
だ
、

こ
う

し
た
活
動
を
続

け
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
四
年

平
民
学

社

の
閉
鎖
に
よ
り
、

こ
の
時
期
、
婦
女
だ
け

に
よ
る
合
作
社
が
設
立

さ
れ
た
形
跡

は
な

い
。

四
 
中
国
初
期
合
作
運
動

の
実
際
的
状
況

 
こ
こ
で
は
ま
ず

一
九

一
八
、

一
九
年
か
ら
二
三
年
ま
で
の
全
体
的
状
況
に
つ
い
て
表
2
、
及
び
本
文
章
末
尾
の
表
5
に
よ

っ
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き

た

い
。
構
成
員
は
大
学
、
学
校
関
係
者
、
出
版
関
係
者
、
銀
行
関
係
者
、
商
人
、
労
働
者
、
農
民
等

々
で
あ
る
が
、
農
民
の
場
合
、
こ
れ
を
主
要
対
象

に
す
る
も
の
は
成
都
農
工
合
作
儲
蓄
社
、
沈
玄
盧
指
導
の
漸
江
省
薫
山
県
衙
前
農
民
協
会
な
ど
数
社
に
限
ら
れ
、
こ
の
時
期
に
は
多
く
は
な
か

っ
た
。

中
国
初
期
合
作
社
史
論
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表2 年別各省市別合作社統計(1918,19-1923)

計

-

アメリカ北京

1

河北山東湖南湖北江西四川広東福建漸江江蘇上海

1

6(1>

8(5)

12

17(6)

45(1勾

 

12

3(3)

 

1

1

1

1

5(3)

8(3)

 

1

2(1)

2(1)

2

2(1)

5(1)

1(1)

2

 

1

1

3(1)

2(1)

5

21(1)

1(1)

 

22

漕
1918

1919

1920

1921

1922

1923

計 11(2) 2 3 5(1) 1 3(3) 1 1 2

(出典)表5か ら作成。統計数字 は設立 された ものと,章 程等 を出して設立可能性のある ものの合計。()内 は

設立可能性のあ るもの。なお,華 洋義賑 会は23年 に信用合作社8社 を設立 しているが,初 期合作運動 と無

関係 なもの は除外 した。
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六
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合
作
社
に
よ

っ
て
異
な
る
が
、
目
的
は

「救
国
」
、
互
助
、
経
済
改
造
、
中
間
搾
取
の
打
破
、
資
本
家

へ
の

抵
抗
、
民
衆
指
導
、
教
育
等
々
で
あ
り
、
小
営
業
支
援
や
農
工
経
済
発
展
等
も
あ

っ
た
が
、
具
体
的
業
務
は

消
費
合
作
社
に
集
中
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
図
書
、
文
房
具
と
と
も
に
、
米
、
塩
、
日
用
品
等
、
生
活
必
需

品
の
販
売
に
ウ
ェ
ー
ト
が
置
か
れ
て
お
り
、
主
な
傾
向
は
生
活
防
衛
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ

っ
た
。

 
こ
の
期
間
に
設
立
、
も
し
く
は
設
立
さ
れ
た
可
能
性

の
あ
る
合
作
研
究

・
宣
伝
機
関
は
九
社
、
信
用
合
作

社
は
五
社
、
消
費
合
作
社
は
二
三
社
、
生
産
合
作
社
は
六
社
、
業
種
不
明
が
二
社
の
計
四
五

(
±
α
)
社
で

あ
る
。
こ
れ
を
年
代
別
に
見
る
と
、

一
八
年

一
社
、

一
九
年

一
社
、
二
〇
年
六
社
、
二

一
年
八
社
、
二
二
年

=

一社
、
二
一二
年

一
七
社
で
あ
る
。

一
八
年

の

一
社
は
北
京
大
学
消
費
公
社
、

一
九
年
の

一
社
は
上
海
国
民

合
作
儲
蓄
銀
行
で
あ
る
。
二
〇
年
は
六
社
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
四
社

(上
海
二
社
、
湖
南
省
長
沙

一

社
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

一
社
)
は
合
作
研
究

・
宣
伝
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
か
ら
合
作
社
組
織
化
の

た
め
の
本
格
的
宣
伝
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
二

一
年
八
社
の
内
訳
は
合
作
社
研
究

・
宣
伝
機
関

一
社
、
信
用
合
作
社
二
社
、
消
費
合
作
社
二
社
、
生
産
合
作
社
三
社
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
年
は
合
作
研

究

・
宣
伝
機
関
を
除
け
ば
、
信
用
、
消
費
、
生
産
各
合
作
社
が
ほ
ぼ
均
等
に
着
手
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
と

こ
ろ
が
二
二
年
に
な
る
と
、
合
作
研
究

・
宣
伝
機
関
三
社
、
信
用
合
作
社

一
社
、
消
費
合
作
社
六
社
、

生
産
合
作
社
二
社
と
な
り
、
消
費
合
作
社
が
主
流
と
な
る
傾
向
が
明
確
化
す
る
。
二
三
年
は
合
作
研
究

・
宣

伝
機
関

一
社
、
信
用
合
作
社

一
社
、
消
費
合
作
社

=
二
社
、
生
産
合
作
社
ゼ
ロ
、
業
種
不
明
二
社
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
圧
倒
的
多
数
が
消
費
合
作
社
で
あ

っ
た
。
た
だ
全
体
と
し
て
数
的
に
は
発
展
傾
向
を
示
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
四
年
に
は
そ
の
多
く
が
崩
壊
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
こ
れ
を

地
域
別

に
見

る
と
ど
う
な

る

の
か
。
社
数

の
多

い
順

に
並

べ
る
と
、
上
海

=

社
、
湖
南



八
社
、
広
東
、
四
川
各
五
社
、
漸
江
、
山
東
各
三
社
、
江
蘇
、
湖
北
、
ア
メ
リ
カ
各
二
社
、
福
建
、
江
西
、
北
京
、
河
北
各

一
社
で
あ
る
。
そ
の
多
く

が
大
都
市
た
る
上
海
を
筆
頭
に
、
各
省
都
と
そ
の
周
辺
、
交
通
の
便
の
よ

い
地
方
都
市
、
商
業
港
等
に
設
立
さ
れ
る
傾
向
に
あ

っ
た
。
上
海
は

一
九
年

開
始
か
ら
二
二
年
ま
で
は
当
時
の
合
作
運
動
の
中
枢
と
し
て
着
実
な
伸
び
を
示
し
、
湖
南
、
広
東
、
四
川
が
そ
れ
に
続
く
形
を
と

っ
て
い
る
。
湖
南
は

す
で
に
二
〇
年

一
二
月
湖
南
合
作
期
成
社
を
設
立
、
宣
伝
開
始
が
早
く
、
か

つ
工
会
の
経
済
基
盤
や
罷
工
等
の
絡
み
で
と
り
わ
け
労
働
者
の
生
活
防
衛

的
色
彩
が
強
く
、
消
費
、
生
産
両
合
作
社

へ
の
傾
倒
が
あ
り
、
広
東
は
開
明
地
区
と
し
て
思
想
流
入
が
速
や
か
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
薪
会
消

費
合
作
社
に
見
ら
れ
る
通
り
代
表
者
陳
日
光
が
上
海
の
合
作
社
の
調
査
に
も
来
て
お
り
、
上
海
の
合
作
社

の
動
向
に
も
通
じ
て
い
た
。
四
川
は
成
都
普

益
協
社
、
農
工
合
作
儲
蓄
社
を
中
心
に
発
展
し
た
が
、
『
平
民
』
と
関
係

の
深

い
伍
玉
璋
が
こ
こ
に
基
盤
を
お
き
、
指
導
し
て
い
た

(韓
治
甫
に
つ
い

て
は
未
詳
)
。
山
東
省
の
三
社
は
設
立
の
契
機
、
内
容
等

一
切
不
明
で
は
あ
る
が
、
「
合
作
同
志
社
」
「合
作
儲
蓄
銀
行
」
と
上
海
と
同

一
名
称
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
他
に
ア
メ
リ
カ
実
業
益
友
社
員
で
山
東
出
身

の
李
鍾
秀

の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
。
北
京
は
中
国

で
最
初
の
合
作
社
を
組
織
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後

の
発
展
が
見
ら
れ
ず
、
河
北
省
で
の
合
作
社
の
発
展
は
二
三
年
開
始
の
華
洋
義
賑
会
下
の

信
用
合
作
社
の
組
織
化
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

 
で
は
、
各
合
作
社

の
実
状
、
内
容
を
よ
り
深
く
考
察
す
る
た
め
、
ま
ず
、
初
期
合
作
運
動
の
中
で
最
も
有
名
で
典
型
的
合
作
社
と
称
さ
れ
る
信
用
合

作
社

・
上
海
国
民
合
作
儲
蓄
銀
行
か
ら
と
り
あ
げ
、
次
い
で
主
流
を
な
し
た
消
費
合
作
社
、
さ
ら
に
上
海
に
お
け
る
合
作
社
連
合
化
の
動
向
、
最
も
軍

閥
の
弾
圧
に
あ

っ
た
生
産
合
作
社
の
実
際
的
情
況
を
順
次
と
り
あ
げ
、
最
後
に
生
産
合
作
社
に
区
分
さ
れ
な
が
ら
も
合
作
社
と
し
て
の
実
態
が
ほ
と
ん

ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
薫
山
県
衙
前
農
民
協
会
に

つ
い
て
論
じ
た

い
。

1

信
用
合
作
社
の
実
状

 
第

一
に
、

一
九

一
九
年

一
〇
月
二
二
日
上
海
国
民
合
作
儲
蓄
銀
行
が
復
旦
大
学
か
ら
無
料
で
建
物
を
借
り
受
け
、
徐
家
匪
の
中
等
部
に
事
務
所
を
設

け
る
こ
と
で
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
が
中
国
初
の
信
用
合
作
社
で
、

い
わ
ば
シ

ュ
ル
ツ
ェ
式
の
都
市
型
合
作
社
で
あ
る
。
そ
の
発
起
人
は
蘇
仙
舟
の
説
得

中
国
初
期
合
作
社
史
論
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表3 上 海国民合作儲蓄銀行統 計1919-1925(単 位 元)

項 目

期

資 本 金

営業総額

各項預金

各項貸付

投 資

本期利益

手持資金

第1期

1919.10
-1920 .3

1,603

35,000

8,021

4,7ユ5

3,637

352

260

第2期
1920.4
-1920 ,9

2,052

41,900

10,576

6,433

6,583

631

497

第3期

1920.10
-1921 .3

4,701

108,000

19,065

11,590

12,920

1,0ユ2

928

期

91

4

4

92

第
牲

5,906

42,000

17,191

10,067

10,123

1,017

1,152

第5期

1921,10
-1922 .3

6,206

30,000

13β96

9,834

4,326

570

1,167

1923年

6,266

5,655

1,304

1925年

6,291

3,846

724

〈利益 配分〉

共同基金

特別共同基金

義務教育費

株 主官利*(7厘)

株利息

預金利息

そ の 他

75

50

75

(年利1厘)

(年利1厘)

120

150

120

61

17(2厘)

42(2厘)

120

200

200

200

100

45(3厘)

71(3厘)

190

160

160

187

53

99

357

115

115

206

(4厘以上)

(4厘以上)

134

(670)

(400)

275

(670)

(400)

275

〈収入〉

上期繰越金

投資剰余

手 続 費

U不 自

そ の 他

755

88

120

893

168

190

984

1

222

357

24

14

1

277

〈支出〉

各項支出(雑費等)

党換不足

212 169 370

10

102

570

(出典)① 「上海国民合作儲蓄銀行第二届営業報告書」『平民』29号,1920年12月4日 。

② 「上海国民合作儲蓄銀行第三届営業報告書」『平民』50号,1921年5月7日 。

③ 「上海国民合作儲蓄銀行第四五届営 業報告書」『平民』148期,1923年4月7日 。

④ 伍玉璋 『中国合作運動 小史』1929年,43-44頁 。 なお 「1923年」は第7期(1922.10-1923.3),「1925

年」は第9期(1924.10-1925.3)と 推測 される。 なお,元 未 満は切 り捨ててい る。「本 期利益」の数

字 と,「利益配分」の計の数字 は一致す るはず とも考え られるが,全 て原史料の数字 を掲げ た。

()は 共同基金,特 別共同基金の合計 と考 えられ る。共同基金,特 別共同基金 とは銀行が保有す るもの

 で銀行の基礎 を固め,安 定 させ る上 で極 めて重要で,株 主,預 金者 の万一 の損害等 を防 ぎ,銀 行の信

 用 を高め るとされる。

*「 官利」 は公約配当金で,営 業の損益 にかかわ らず,出 資者に配当する利息。
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に
応
じ
た
教
職
員
、
学
生
ら
数
人
で
あ

っ
た
。
醇
は
同
銀
行
を
先
駆
的
な
全
国
模
範

の
合
作
社
、
合
作
人
材
訓
練
所
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
わ
れ

(
1

)

る

。そ
の
趣
旨
書

に
よ
れ
ば

「本
銀
行

の
長
所

は
各

人

の
経
済
独
立
、
平
等
、
自

由
を
完

成
し
、
資
本
家

の
独
占
を
打
破
し
、
民
衆

の
勢
力
を
育
成
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(2
)

こ
と
に
あ
る
。
…
…
救
国
は
空
論
で
は
お
こ
な
え
ず
、
例
え
ば
、
国
貨
提
唱
の

一
項
も
経
済
上
の
能
力
と
計
画
が
な
け
れ
ば
実
行
で
き
な

い
」
と
し
、

国
民
経
済
実
力
の
増
進
、
社
会
上
の
競
争
を
除
去
し
、
経
済
解
放
の
起
点
に
し
た
い
と
い
う
。
ま
た
、
そ
の
広
告
で
は

「
社
会
改
造
を
実
行
し
、
合
作

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3
)

主
義
を
提

唱
し
、
義
務

教
育
を

補
助

し
、
平
民
経
済
を
発
展
さ
せ
る
」
と
す
る
。
宗
旨
は
、
第

1
項
、
合
作
主
義
を
提
唱
す

る
。
第

2
項
、
各
預
金
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(4
)

の
た
め
に
貯
金

貸
出
で
得
た
全
て

の
利
益
を
保
存
す

る
。
第

3
項
、
小
営
業
を
援
助
す
る

で
あ

っ
た
。

 
組
織
は
①
監
事
会

(株
主
全
体
を
代
表
し
て

一
切

の
業
務
を
監
察
す
る
)
、
②
執
行
部

(各
部
行
員
を
指
揮
、
損
益
表

の
作
成
、
営
業
上
の
全
責
任

を
負
う
)
、
③
株
主
会

(
年

一
回
常
会
。
営
業
状
況
等
を
報
告
、
審
議
す
る
。
議
決
権
は
持
株

に
よ
ら
ず
、

一
人

一
票
)
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
銀

行
自
体
は
ほ
と
ん
ど
復
旦
大
学
職
員
、
学
生
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
実
際
業
務
の
職
員
は
無
報
酬
の
商
科
学
生
で
あ

っ
た
。
株
主
は
教
員
、
学
生
で
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ら
 

労
働
者
、
農
民
も
い
た
と
さ
れ
る
が
、
当
初
、
営
業
範
囲
も
僅
か
に
大
学
内
に
留
ま

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
業
務
は
当
座
預
金
、
積
立
預
金
、
手
形

貸
付
、
抵
当
貸
付
、
証
券
売
買
等
、
普
通
銀
行
の
そ
れ
を
全
て
行
な
う
と
さ
れ
た
。
資
本
金
は

一
万
余
元
を
予
定
し
、
二
〇
〇
〇
株
に
分
け
、

一
株
五

元
で
五
ヵ
月
で
達
成
す
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
開
始
時
期

一
〇
〇
〇
元
足
ら
ず
で
あ

っ
た
。
貸
付
も
資
本
金
の
五
分
の

一
に
制
限
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
以
上
貸
し
出
し
、
回
収
困
難
に
陥
る
な
ど
初
歩
的
ミ
ス
も
犯
し
た
。
結
局
、
半
年
後

の
第

一
期
の
純
益
は
辛
う
じ
て
三
五
二
元
で
あ

っ

(
6

)

た

。
 
一
=

年
七
月
郡
力
子
を
臨
時
主
席
と
す
る
会
議
が
開
催
さ
れ
、
同
銀
行

の
拡
充
が
決
め
ら
れ
た
。
資
本
金
を

一
〇
万
元
に
増
額
し
、
翌
年
の
春
、
本

店
所
在
地
を
上
海
市
場

へ
と
移
転
し
、
範
囲
を
拡
大
、
営
業
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
公
開
の
株
募
集
を
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
宗
旨

も
改
め
ら
れ
、
第
3
項

「小
営
業
を
援
助
す
る
」

の
代
り
に
、
第
2
項
に

「合
作
事
業
を
援
助
す
る
」
の
項
目
が
挿
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
第
4
項
に
は

「
民
衆
経
済
を
発
展
さ
せ
る
」
、
第
5
項
に
は

「
同
胞
の
儲
蓄
を
鼓
舞
、
奨
励
」
が
追
加
さ
れ
、
組
織
面
で
は
幹
事
会
が
理
事
会
に
改
め
ら
れ
た
。
利

中
国
初
期
合
作
社
史
論
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六
七
〇

益
配
分
は

二
割
が
共
同
基
金
、

一
割

が
平

民
教
育
費

、
三
割
が
事

務
職
員

の
報
酬

、
残
り

四
割

が
株
主

、
預
金
者

に
分
配
す
る
等

が
決
め
ら
れ
た
。
そ

し

て
銀
行
自
体
も
徐
家
匿

の
復
旦
大

学
中
等
部
を

分
店
と

し
、
ま

ず
本
店

が
江
湾

の
大
学
部

に
移

転
し
た
。
江
湾

は
商

工
農
業

地
区
で
あ
り
、
戦
略
的

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 

意
味
も
あ

っ
た
。
な
お
、

こ
の
時
董

事
長

は
李
登

輝
、
監
察
董
事

郡
力

子
、
査
帳
董
事

江
少
峰
、

総
経
理
醇

仙
舟

、
副
経
理
陸
思
安
等
で
あ

っ
た
。
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(8
)

た
、
拡
充
簿
備
処

が
上
海
西
路

の

工
商
銀
行
内

に
設
け
ら
れ
、
主
任
に
は
江
少
峰

で
あ

っ
た
が
、
副
主
任

に
陳
果
夫
、
戴
季
陶
ら
が
就
任

し
て
い
て
、

後

の
国
民
党

の
合
作
運
動
と

の
関
連

か
ら
注
目
さ
れ
る
。

 
二
二
年
末
頃
、
同
銀
行

の
株
主
と
そ
の
持
株
占
有
率
は
学
生
三
〇
%
、
教
員
三
〇
%
、
労
働
者
二
〇
%
、
商
人

一
〇
%
で
あ
る
。
残
り

一
〇
%
は
ジ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
外
、
学
校
、
平
民
儲
蓄
機
関
で
あ

っ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
学
生
、
教
員
の
多
く
は
復
旦
大
学
関
係
者
。
労
働
者
は
同
校
用
務
員
の
外
、

徐
家
塵

一
帯

の
労
働
者
。
商
人
も
や
は
り
徐
家
匪
の
小
商
人
。
団
体
株
主
は
復
旦
大
学
、
愛
国
女
学
、
坤
範
女
学
、
復
旦
義
務
学
校
、
平
民
儲
蓄
会
、

民
国
日
報
館
、
平
民
学
社
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
参
加
者
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
業
務
は
ω
預
金
ω
当
座
普
通
預
金
ー

一
人

一
-

二
〇
〇
〇
元
、
年
利
息
四
厘
。
回
定
期
預
金
-
五
〇
1
二
〇
〇
〇
元
、
年
利
息
四
厘
半
1
・七
厘
。
少
額
積
立
預
金
と
し
て
養
老
金
、
義
務
教
育
基
金
を

設
け
た
が
、
あ
ま
り
発
展
し
な
か

っ
た
。
㈲
貸
付
ω
信
用
貸
付
-
保
証
人
を
必
要
と
し
、
同
銀
行
の
貸
付
業
務

の
五
〇
%
を
占
め
た
。
借
入
者
の
大
半

が
労
働
者
と
小
商
人
で
あ
る
。
貸
付
限
度
額
は

一
〇
〇
元
で
、
用
途
は
消
費
と
生
産
、
年
利
息
は

一
分
二
厘
以
上
で
あ

っ
た
。
回
抵
当
貸
付
-
貸
付
額

は
数
十
元
か
ら
二
〇
〇
〇
元
。
借
入
者
の
多
く
は
団
体
。
抵
当
品
は
公
債
、
株
、
金
銀
で
、
そ
の
評
価
額

の
二
割
五
分
引
き
計
算
で
貸
し
出
す
。
利
息

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
(10
)

不
明
。
㈲

貸
越

(
預
金
額
以
上

の
貸
付
)
ー

合
作
商
店

の
み
に
許

可
す

る
。

 
ま
た
、
合
作
儲
蓄
銀
行

は
義
務

教
育
費
を
重
視

し
た
。
特
に
、
五
四
運
動
以
来

、
多
数

の
団
体
が
国
民
教
育
促
進
団
を
組
織
し
た
が
、
経
費
不
足

で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ロ
 

十
分
成
果
を
あ
げ

て
い
な

い
と

の
認
識
か

ら
、
義
務
教
育
費

に
利
益

の

一
割
で
は
な
く
、

そ
れ
以
上

の

「
二
割
」
を
充

て
た
と
す
る
。

こ
の
資
金

の
使

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
(12
)

用
法

に
対
す

る
討
論

の
結
果
、
三

分

の
二
は
学
生

連
合
会

義
務
小
学
に
、
三
分

の

一
は
留

保
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
、
実
際

に
は
全

て
の
資
金

は
主

に
復
旦
義
務
学
校

に
使
用

さ
れ
た

よ
う

で
あ
る
。
こ
れ
は
半
工
半
学

の
学
校
で
、

一
般
知
識
と
技
能

の
体
得
を
並
進
さ
せ
、
実
習

の
た

め
の
竹
細

工
工

 
 
 
 
 
 
(13
)

場
も
有
し
て
い
た
。
義
務
学
校
と
同
銀
行
は
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
金
銭
面
だ
け
を
見
て
も
二
二
年
四
月
銀
行
か
ら
援
助
金
三
九
五
元
を



 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(14
)

受
け
取
り
、

}
方
義
務
学
校

は
銀

行

に
四
月
九
四
元
、
九
月

に
は
六

八
元
を
預
金
し

て
い
る
。

 
結
局
、
前
述
し
た
本
店
の
上
海
市
場

へ
の
進
出
計
画
は
、
二
四
年
の
江
漸
戦
争
の
影
響
で
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
銀
行
拡
充
計
画
が

立
て
ら
れ
た
が
思
う
に
任
せ
ず
、
伸
び
悩
ん
だ
模
様

で
あ
る
。

 
表
3
に
よ
れ
ば
、
当
初
順
調
な
伸
び
を
示
し
、
資
本
金
は

一
六
〇
三
元
、
二
〇
五
二
元
、
四
七
〇

一
元
、
五
九
〇
六
元
と
増
大
し
、
二

一
年
末
か
ら

二
二
年
初
頭
に
か
け
て
六
二
〇
六
元
に
達
し
、
さ
ら
に
二
五
年
ま
で
そ
れ
を
維
持
し
た
。
た
だ
、
営
業
総
額
か
ら
見
る
と
、
す
で
に
第
三
期

(
二
〇
年

一
〇
月
-

一
=

年
三
月
)
の

一
〇
万
八
〇
〇
〇
元
を
ピ

ー
ク
に
頭
打
ち
に
な
り
、
そ
れ
以
後
騎
が
見
え
始
め
漸
減
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
各
項
預
金
、

貸
付
も
こ
れ
に
連
動
し
て
同
傾
向
を
辿
る
が
、
と
り
わ
け
投
資
は
減
少
傾
向
を
辿
り
、
二
五
年
に
は
僅
か
に
七
二
四
元
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
利
益
配

分
は
当
然
経
営
状
況
を
反
映
し
、
共
同
基
金
、
義
務
教
育
費
は
や
は
り
第
三
期
で
頭
打
ち
に
な
る
。
株
、
預
金
の
年
利
息
が

一
厘
、
二
厘
、
三
厘
、
第

五
期
以
降
も
上
述
の
如
く
四
厘
以
上
と
増
大
し
て
い
く
の
は
、
経
営
が
好
転
し
た
結
果
で
は
な
く
、
株
募
集
、
預
金
増
大

へ
の
懸
命
な
る
経
営
努
力
と

見
な
せ
る
。
そ
の
要
因
は
不
明
で
あ
る
が
、
二
〇
年
春
か
ら
の
上
海
の
不
況
の
間
接
的
影
響
、
二

一
年
下
半
期
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
縮
小
、
及
び
旧
来
か

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

(15
)

ら

の
銀
行
と

の
競
争
等

が
考
え

ら

れ
る
。
と
は

い
え

、
初
期
合
作
社

の
中

で
は
相
対
的

に
宗
旨
、
組
織
、
資
本
等

が
堅
固
で
あ

り
、
収
支
等

も
明
朗

で

あ

っ
た
た
め
、

二
四
年

以
降

も
存

続

し
た
数
少
な

い
初
期
合
作
社

の

一
つ
で
あ

る
。

二
七
年
蘇
仙
舟

が
香
港

か
ら
上
海

に
戻

っ
た
時

、
理
事

会
が
開
催

さ
れ
、
資
本
金

の
増
額
を
決
定

し

、
小
額
資
金
に
焦
点
を
絞
り
、
そ

の
吸
収

の
た
め
、

一
株

五
元
を

一
元
に
切
り

下
げ
た
。

た
だ
、
間
も
な
く
醇
が
死

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(16
)

去
し
、
そ

の
後

二
、

三
年
存
続

し

た
が
、
三
〇
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
。

 
第
二
に
、
成
都
農
工
合
作
儲
蓄
社
は

一
九
二

一
年
八
月
中
国
で
二
番
目
に
設
立
さ
れ
た
信
用
合
作
社
で
あ
る
が
、
農
村
信
用
合
作
社
の
実
施
と
し
て

は
最
初
と

い
え
る
。
そ
の
宗
旨
は
合
作
事
業
提
唱
、
農
工
経
済
発
展
で
あ
る
。
社
員
は

一
六
歳
以
上
の
男
女
で
、

一
株

(
五
元
)
の
購
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
が
、
月

一
元
ず

つ
五
ヵ
月
分
割
で
の
購
入
も
認
め
ら
れ
た
。
表
4
に
よ
れ
ば
、
二
二
年
は
社
員
六
六
人
、
資
本
金

一
四
四
五
元
で
あ

っ
た
。
二

二
年
九
月
に
は
、
分
社
と
し
て
農
業
合
作
社
の
提
唱
、
農
民
経
済

へ
の
資
金
援
助
を
目
的
と
す
る
中
鰯
農
業
協
社

(
農
工
合
作
儲
蓄
社
の

一
部
分
の
貯

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
(17
)

金
を
経
営
資
本
と

し
た
外

、
別
に

二
〇
〇
〇
元
集
め
拡
充
資
本
と
し
た
。

一
切

の
責
任

は
両
社
共
同

で
負
う

)
も
設
立
し
た
。
二
三
年
に
は
社
員
六
九

中
国
初
期
合
作
社
史

論
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六
七
二

 
 
 
 
 
 
 
 

人
、
資
本
金

一
九
〇
五
元
と
順
調
な
発
展
を
見
せ
て
い
た
が
、
二
四
年

二
月
指
導
者
韓
治
甫
の
死
去
に
よ
り
、
社
員
三
二
人
、

淘釧

 
 
 

鰯

囎

囎

祠
 
 

資
本
金
三
二
五
元
に
激
減
し
、

一
時
瓦
解
に
瀕
し
た
。
こ
の
よ
う
に
指
導
者
の
い
か
ん
に
か
か
わ

っ
て
お
り
、
非
常
に
脆

い

劉

醜

・。

-3

擁

19

教
 
 
 
 
 
 
 

組
織
で
あ

っ
た
。
そ
の
時
、
普
益
協
社
の
凋
月
樵
、
甘
換
明
の
活
動
等

で
、
辛
う
じ
て
社
を
維
持
し
得
た
。
か
く
し
て
経
営

ト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
当
然
縮
小
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
共
同
基
金
と
教
育
基
金
は
と
も
に
二
四
年

一
〇
二

・
四
二
元
、
二
五
年

一
一
八

・
七

 

力 繊
縫

欝

鍵
蕪

碗
この縫
糠

蕪

に羅

齢難
縫

簾

雌
肇

謝讃
鰍
酢雛

蕪

襲
瀦
籟

飢搬

縫

黙
磯

輸
騰
醗雛
馨

劉

巽

磯
灘
騰鱒搬
灘
螺騰
簸
朧鐙辮
辮灘

年

購

畿

鵬

な
っ
た
・
そ
し
て
①
書
報
の
蓑

と
販
路
拡
大
を
目
的
と
す
る
文
化
部

②
饗

青
年

生

商
の
三
・
・
元
以
下
の
小

額
資
金
を
集
め
、
そ
れ
を
合
作
事
業

へ
の
投
下
を
目
的
と
す
る
儲
蓄
部
が
運
営
さ
れ
た
。
合
体
後
、
そ
の
基
礎
は
固
ま
り
、

経
営
、
推
進
は
容
易
に
な

っ
た
が
、
た
だ
四
川
省
の
政
治
混
乱
、
交
通
阻
害
、
洪
水
等
の
た
め
、

一
万
元
余
の
営
業
を
し
た
だ
け
で
配
当
金
す
ら
支
払

え
な
か

っ
た
と
い
輪
酬
こ
の
社
が
い
つ
閉
鎖
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。

2

消
費
合
作
社
の
実
状

 
第

一
に
、

一
九

一
八
年
三
月
設
立
の
北
京
大
学
消
費
公
社
。
こ
れ
は
、
中
国
初
の
消
費
合
作
社
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
中
国
最
初

の
合
作
社
で
も
あ

る
。
そ
の
契
機
は

一
七
年
酵
仙
舟
が
北
京
大
学
で
教
鞭
を
採

っ
た
時
、
教
職
員
に
消
費
合
作
社
設
立
を
提
案
し
た
。
そ
の
後
、
法
科
部
長
王
健
祖
が
生



産
者
と
消
費
者
間
の
障
害
除
去
を
主
張
し
た
。
ま
た
法
科
教
授
胡
鉤
は
合
作
社
を
学
生
の
経
済
学
習
面
か
ら
も
重
視
、
競
争
よ
り
も
互
助
が
大
切
な
ご

 
 
 
 
 
 
 お
 

と
を
訴
え
て
い
る
。
胡
鉤
に
よ
れ
ば

「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
学
説
に
は
元
々

『
互
助
』
『物
競
』

の
両
義
が
あ
る
」
と
し
、
社
会
進
化
の
目
的
に
達
す
る
に
は
、

種
々
考
え
て
み
て
、
互
助
主
義
以
外
に
他
に
方
法
が
な
い
と
す
る
。
「動
物
の
互
助
力
は
小
さ
く
、
互
競
力
が
大
き

い
が
、
反
し
て
人
類
進
化
が
現
代

文
明
社
会
に
ま
で
至
れ
ば
、
当
然
互
助
力
が
互
競
力
よ
り
大
き
い
」
と
し
、
か
つ
職
業
団
体
、
政
治
団
体
、
地
方
自
治
団
体
、
国
家
に
至
る
ま
で
、
互

助
精
神
を
運
用
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
の
団
体
は
堅
固
で
は
な
く
、
存
在
能
力
が
な
い
と
し
た
上
で
、
互
助
を
基
本
に
し
た
団
体
は
外
と
競
争
し
な
い
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(20
)

「
優
勝
」
発
展
で
き
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
進
化
論
と
の
融
和
を
求
め
な
が
ら
互
助
を
強
調
し
、
そ
の
互
助
と
関
連
さ
せ
る
こ
と
で
合
作

社
設
立
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
梁
柱
に
よ
れ
ば
、
校
長
察
元
培
が
学
生
に
自
治
能
力
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
各
種
自
治
的
な
学
生
組

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(21
)

織

の
設
立
を
積
極
的

に
提

唱
し
、
そ

こ

で
学
生
会
等

の
外
、
学
生
銀
行

、
消
費
公
社
が
生

み
出

さ
れ
た
と
す

る
。

 
こ
う
し
た
雰
囲
気
の
中
で
設
立
の
運
び
と
な
る
の
で
あ
る
。
各
科
学
生
の
発
起
者
が
六
〇
余
人
に
上
り
、

一
七
年

=

一月
二
七
日
四
〇
余
人
の
出
席

の
下
で
準
備
会
が
催
さ
れ
、

一
八
年

一
月
校
長
票
元
培
の
批
准
を
受
け
、

}
五
日
に
は
株
募
集
を
開
始
し
、
三
月
三
〇
日
に
は
成
立
大
会
が
開
催
さ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(22
)

る
こ
と

に
な
る
。
た
だ
当
日
票
元
培

は
用
事

で
来

れ
な

か

っ
た

。
資
本
金

一
万

元
で
二
〇
〇
〇
株

、

一
株
五
元
と
規
定

し
た
が
、
実
際
に
は

四
三
八
株

二

一
九

〇
元

で
営
業

を
開

始
し
た

。
社
員

は
有
限
責
任

。
社
員

は
廉
価

で
良
質

の
商

品
を
購

入
で
き

る
と

し
た
。
組
織

は
董
事

会
、
監
事
会

(各

七

人
)
、
職
員
会
、
社
員
総

会
等

に
分

か
れ
、
業
務

は
①

図
書
部

が
大
学

の
依
頼
で
各
種
図
書
、
文

具
を

扱

い
、
②
雑
貨
部

は
教
職
員
、

学
生

の
日
用
雑

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 お
 

貨
を
扱
う
と
し
、
学
内
業
務

に
限
ら

れ

て

い
た
。
ま
た
消
費

公
社
は
商
業
夜
班

も
付
設
し
、
大
学
付
近

の
商
店

の
見
習
工
を
集
め
、
商
業
学
校

の
普
通

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハれ
 

知
識
を
教
え
た
と
さ
れ

る
。

 
こ
の
社
は

『
平
民
」
等
に
よ
る
合
作
社
研
究
の
進
展
以
前

の
設
立
で
あ
る
た
め
、
幾
つ
か
合
作
原
理
に
抵
触
す
る
等
の
問
題
が
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。

例
え
ば
ω
第

=

一条
で
普
通
社
員
は
均
し
く
選
挙
権
を
有
す
る
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
二
株
以
上
の
社
員
だ
け
が
被
選
挙
権
が
あ
る
と

い
う
よ
う
に
、

持
株
に
よ
る
社
員
間
格
差
を
是
認
し
た
点
、
働
持
株
限
度
額
が
規
定
さ
れ
て
い
な

い
点
、
固
第
二
三
条
で
利
益
配
分
は
共
同
基
金
三
割
、
事
務
職
員
報

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ゐ
 

酬
等
二
割
、
社
員
分
配
金
五
割
と
規
定
し
極
め
て
安
易
に
決
め
て
お
り
、
特
に
教
育
費
、
公
共
事
業
費
を
無
視
し
て
い
る
点
等
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の

中
国
初
期
合
作
社

史
論
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 六
七
四

他
、
章
程
第
二
条
で

「
独
立
経
済
団
体
」
と
規
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
〇
条
で
北
京
大
学
を

「本
社
の
監
督
機
関
」
と
し
て
、
合
作
社

の
自
治
に
考
慮
が
払
わ
れ
て
い
な
い
点
、
さ
ら
に
社
会
問
題
解
決

へ
の
参
画
の
意
思
が
稀
薄
な
点
等
の
問
題
も
指
摘
で
き
る
が
、
全
体
的
に
は
社
員
出

資

(株
)
と
利
子
、
選
挙
等
の
権
利
と
義
務
、
業
務
、
組
織
を
規
定
し
て
お
り
、
基
本
的
に
合
作
社
形
態
を
採

っ
て
い
た
と
い
え
る
。
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同
社
は
北
京
政
府
官
庁
に
封
鎖
さ
れ
た
と
の
説
も
あ

っ
た
が
、
二
三
年
段
階
は
ま
だ
存
続
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
同
社
は
醇
仙
舟

の
個
人
的
な
刺

激
を
契
機
に
、
当
時
北
京
大
学
で
流
布
し
て
い
た

「
互
助
」
や

「学
生
自
治
」
の
観
点
と
結
び
つ
く
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
た
形
を
と

っ
て
い
る
。
醇
が

初
期
合
作
運
動
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
刺
激
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
同
社
も
五
四
運
動
以
後

の
合
作
社

の
前
兆
と
し
て
捉
え

ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
北
京
と
近

い
山
東
の
合
作
社
で
す
ら
も

『平
民
』

の
影
響
と
考
え
ら
れ
、
北
京
大
学
校
内
に
留
ま
り
、
他
合

作
社
と
の
連
繋
に
乏
し
く
、
孤
立
し
て
お
り
、
初
期
合
作
運
動
の
進
展
に
何
ら
直
接

の
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か

っ
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
押
さ
え
て
お
く

必
要
が
あ
ろ
う
。

 
第
二
に
、
上
海
職
工
合
作
商
店
。
こ
れ
は
上
海
職
工
ク
ラ
ブ
合
作
科
の
実
践
と
し
て
の
消
費
合
作
社
で
、
曹
軟
飛
、
解
隻
伯
、
劉
梅
庵
、
鄭
重
民
、

王
敷
文
ら

=

人
の
発
起
で
、
二
二
年
六
月
ク
ラ
ブ
内
に
設
立
さ
れ
た
。
株
主
三
〇
人
。
章
程
は

一
二
条
で
合
作
主
義
提
唱
を
宗
旨
と
し
、
日
用
品
販

売
を
行
な
う
。
資
本
金
五
〇
〇
元
。

一
株
五
元

(年
利
八
厘
)
。
利
益
は
共
同
基
金

一
〇
%
、
教
育
基
金
五
%
、
職
員
、
雇
員
の
報
酬
金
二
〇
%
、
残
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り

の
六

五
%

は
株
主

の
購
入
額

に
従

っ
て
償

還
す

る
と
な

っ
て

い
る
。
組

織
は
株

主
会
、
董
事

会
、
執
行
部

に
分
か
れ

る
。
董
事
七
人

に
は
王
敷
文
、
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鄭
重
民
、
解
隻
伯
と
と
も

に
国
家
社

会
党

の
張

君
勘

が
お
り
、
国
家
主
義

者
側
か
ら

の
合
作
社

へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と

し
て
注

目
し
て
お
く
必
要

が
あ

る
。

張

の
合
作
社

に
関
す

る
言
論

、
史
料

は
見

つ
か
ら
な

い
が
、
一
=

年
協
同
組
合
先
進
地
た

る
ド
イ

ツ
に
行

っ
て
お
り
、
そ

の
時
影
響
を
受

け
た
の
か
も

し
れ
な

い
。

営
業

は
日
に
五
、
六
ー

数
十
元

で
あ

っ
た
。
そ

こ
で
営
業
拡
充
を
目
的

に
八
月
交
通
事
情

の
よ

い
民
国
路
方
浜
橋

に
移

っ
た
。
店

で
小
売

り
す

る
外

、
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株
主
が
日
、
週
、
月
毎
に
必
要
品
を
記
入
し
、
合
作
商
店
に
渡
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
柴
、
米
、
油
、
塩
等
が
配
達
さ
れ
た
。
二
三
年
頃
、
曹
軟
飛
は
金

陵
大
学
学
生
に
よ
る
南
京
消
費
合
作
社
創
設
の
援
助
に
も
行

っ
て
い
る
。
同
年
営
業
拡
大
に
伴

い
、
小
売
り
の
外
、
代
理
販
売
、
通
信
販
売
、
卸
売
り



の
三
部
門
に
明
確
に
分
け
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
株
主
も
七
〇
人
に
増
大
、
資
本
金
六
〇
〇
元
に
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
分
店
を
呉
瀬
の
中
国
公
学
内
に

設
置
し
、
学
用
品
、
日
用
品
販
売
を
主
と
し
、
銀
行
業
務
を
兼
営
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
本
店
が
分
店
を
管
理
す
る
と
し
た
が
、
両
店
は
独
立

採
算
制
で
、
分
店
株
主

一
〇
〇
余
人
は
全
て
公
学
教
職
員
、
学
生
で
実
質
的
に
分
店
を
管
理
し
て
い
た
。
そ
れ
故
、
四
月
以
降
両
店

の
連
絡
は
不
通
と

な
り
、
か
つ
本
店
は

一
般
消
費
者

へ
の
代
理
販
売
の
漸
増
し
、
そ
れ
を
拡
大
す
る
た
め
改
組
し
た
た
め

一
般
商
店
に
限
り
な
く
近
づ
い
た
。

一
方
分
店

は
所
在
地
の
経
済
水
準
が
低
い
た
め
、
拡
充
の
た
め
に

一
株

一
元
に
切
り
下
げ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
か
く
し
て
改
組
、
分
離
、
矛
盾
が
続
く
う
ち
、
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両
店
と
も
業
務

が
止
ま

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ

の
背
景
に
は
本
体

の
職

工
ク
ラ
ブ

の
停
滞
が
重
大
な
影
を
落

し
て

い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

 
第
三
に
、
同
孚
消
費
合
作
社
。
二
二
年

一
〇
月
上
海
宝
山
路
に
成
立
し
た
。
そ
れ
は
元
来
上
海
商
務
印
書
館
職
工
励
志
会
に
設
立
さ
れ
、
二
二
年
五

月
二

一
日
成
立
の
経
済
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
励
志
会
儲
蓄
部

(社
員

一
⊥ハ
人
、

一
株
三
元
)
で
あ
る
。
二
二
年
四
、
五
月
唐
崇
李
、
朱
鏡
清
、
柳
圃

青
ら
六
人
は
三
回
の
会
議
を
も
ち
、
簡
章
草
案
等
を
決
め
、
同
志
を
募

っ
た
。
こ
の
時
、
発
起
賛
同
者
に
は
楊
賢
江
、
沈
雁
泳
、
鄭
振
鐸
ら
が
い
た
。

当
初
生
産
合
作
社
を
組
織
す
る
こ
と
も
考
え
た
よ
う
で
あ
る
が
、
能
力
が
不
足
し
、
同
志
も
多
く
な

い
こ
と
か
ら
、
組
織
化
が
容
易
と
さ
れ
る
消
費
合

作
社
に
し
た
と
す
る
。
消
費
合
作
社
を
経
済
被
圧
迫
者
が
自
力
解
決
す
る
機
構
と
見
な
し
て
い
た
。

一
〇
余
日
で
五
〇
余
入
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
全
体

大
会
を
開
催
、
組
織
法
を
討
論
し
た
。
そ
し
て
試
験
的
に
日
用
品
の
合
作
購
買
業
務
を
行
な
っ
た
。

一
〇
月
同
孚
消
費
合
作
社
と
名
称
を
変
更
、
正
式

に
開
幕
、
社
会
問
題
は
経
済
問
題
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
と
の
認
識
の
下
で
、
社
会
制
度
と
経
済
組
織

の
改
造

の
並
進
を
目
指
し
た
。
組
織
は
貯
金
部
と

消
費
部
に
分
か
れ
て
い
た
。
翌
年
に
は
資
本
金

一
〇
〇
〇
余
元
、
社
員

一
〇
〇
余
人
と
な
り
、
米
を
月
約
二
〇
〇
石
扱

い
、
日
用
品
の
販
売
も
予
定
し
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て

い
た
。
こ

の
社

が
そ

の
後
ど

の
よ

う
な
経
過
を
辿

っ
た

か
、

い
つ
閉
鎖

さ
れ
た

か
は
不
明

で
あ

る
。

第

四
に
、
武
昌
時

中
合
作
書

報
社

。
武
昌
時
中
書
社

の
蒋
在
鐘
、
胡
文
ら

は

フ
ラ

ン
ス
で
経
済

原
論
を

学
ん
だ
と
き
、
す
で
に
各
種

合
作
社

の
重
要
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性
を
知

っ
て
い
た
と
し
、
『
平
民
週
刊
増
刊
」

の
合
作
主
義
鼓
吹
に
発
奮
し
た
と
し
て
、
「平
民
』
を
毎
号
送
付
し
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
で
き
た
。
さ
ら

に
書
簡
を
寄
せ
、
湖
北
省
で
は

一
九
年
揮
代
英
が
群
書
社
を
組
織
し
て
新
紀
元
を
開

い
た
と
し
な
が
ら
も
、
宣
言
に

「共
同
生
活
、
社
会
服
務
」
を
謳

う
が

「合
作
社
」
は
な
い
と
し
、
時
中
書
社
を
合
作
社
に
改
組
す
る
意
欲
を
示
し
た
。
そ
し
て
①
国
民
合
作
儲
蓄
銀
行
貸
付
章
程
、
②
官
庁

へ
の
届
出

中
国
初
期
合
作
社

史
論

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
六
七
五



 
 
 
 
 
中
国
国
民
革
命

の
研
究

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
六
七
六

の
有
無

に

つ
い
て
質

問
し
て

い
る
。

な
お

こ
れ
に
対
し

て
、
合
作
儲
蓄
銀
行
は
政
府
が
合
作
主
義
を

「過
激
主
義
」
と
見

な
し
て

い
る
現
状

で
は
官
庁
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に
届
け
て
い
な
い
と
答
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
過
後
、
時
中
合
作
書
報
社
は
成
立
宣
言
と
簡
章
を
出
し
た
。
宣
言
で
は
、
本
社
同
志
は

「
西
洋
文
化

を
宣
伝
し
て
中
国
社
会
を
改
造
す
る
」
使
命
で
時
中
書
社
を
開
設
し
た
が
、
「書
社

の
営
業
を
拡
充
す
る
た
め
に
株
募
集
し
、
合
作
社
に
改
組
し
、
学

界
の

一
種
の
消
費
合
作
社
に
し
た
」
と
し
た
上
で
、

ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
の
よ
う
な

「和
平
自
助

の
組
織
は
実
に
資
本
制
打
破

の
利
器
に
足
る
」
と
述
べ
る

 
 
 
 あ
 

の
で
あ
る
。
ま
た
簡
章
で
は
、
ω
本
社
は
互
助
の
精
神
を
も

っ
て
消
費
に
供
給
し
、
合
作
主
義
を
提
唱
し
、
物
質
上
、
精
神
上
の
利
益
を
与
え
る
。
働

社
員
は
武
漢
の
教
育
界
分
子
、
法
人
、
あ
る
い
は
通
信
講
読
者
で

一
株
以
上
の
購
入
者
。

一
株

一
〇
元
で
二
五
株
以
上
保
有
で
き
ず
。
㈹
利
益
か
ら
共

同
基
金
二
割
、
本
社
運
営
の
図
書
館
と
公
益
費
二
割

の
ほ
か
、
株
年
利
息
八
厘
と
購
入
額
に
よ
る
比
例
配
分
を
行
な
う
。
働
組
織
は
総
会

(議
決
権
は
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持
株

に
か
か
わ
ら
ず
、

一
人

一
票

)
、
執
行
委

員
会

、
監
査
委
員
会

に
よ
り
構

成
さ
れ

る
。
か
く

し
て
時
中
合
作
書
報
社

は
二
三
年

一
月
に
開
始
さ
れ

た
。
社
員

は
新
文
化

の
洗
礼
を
受

け
た
者

で
品
性
方

正
、
態
度
光

明
、
独

立
、
互
助
、
奮

闘
、
犠
牲
的
精
神
を
有
す

る
者
と
さ
れ
、
厳
格
を
極
め
、
加
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入
申
込

み
は
多
数
あ

っ
た

に
も

か

か
わ
ら
ず

、
改

組
後

の
新
規
採

用
は
僅
か
に
二
人

(
旧
来

の
社
員
を
含

め
た
全
体

の
人
数
不
明
)

で
あ

っ
た
。
営
業

は
総
務
、
営
業
、
会
計

の
三
部

門

に
分
か
れ
、
中
文
、
欧
文
書
籍

、
新
聞
、
及
び
文
房
具

の
販
売
と
と
も

に
学
生
貯
蓄
業
務
を
兼
営

し
た

。
ま
た

『平

民
」

の
販
売

も
行

な

っ
た
。
第

一
期
決
算

で
は
資

本
金
二

四
〇
〇
元
、
営
業
総
額

三
万

四

一
〇
〇
余

元
、
利
益

三

一
〇
〇
余

元
と

順
調
で
、
資
本
金

増

額

、
営
業

拡
充
を

決
定

し
た
。
そ

し

て
時
中
合
作
学
社
を
設
立
し

て

『
時
中
」
半
月
刊
を
専
門
的

に
出
版

さ
せ
た
。
そ

の
後

の
経

過
に

つ
い
て
は
、
二

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

七
年

末
に
は
停
業

し
た
ら
し

い
と

い
う

こ
と
以
外

解
ら
な

い
。

そ
の
他
に
も
湖
南
省
で
は
生
活
防
衛
、
抵
抗
の
た
め
、
消
費
合
作
社
の
設
立
、
も
し
く
は
設
立
計
画
が
あ

っ
た
。
①
常
寧
で
は
ア
ン
チ
モ
ニ
i
価
格

の
下
落
で
三
〇
〇
〇
余
人
の
労
働
者
の
生
活
が
圧
迫
し
た
た
め
、
二
二
年
水
口
山
工
人
ク
ラ
ブ
を
組
織
、
さ
ら
に
二
三
年
自
ら
株
募
集
三
〇
〇
〇
元
を

 
 
一 
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集
め
、

ク
ラ
ブ
基
金
か
ら
も

一
万

元
拠
出
、
大
規
模
な

工
人
消
費
合
作
社
を
組
織

、
正
式

に
開
業

し
た
。
た
だ
、
こ
れ
は
同
年

=

月
資
本
家
賓
歩
程

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

が
政
府

に
軍
隊
を
派
遣
さ

せ
、
工

人

ク
ラ
ブ
を
解
散

さ
せ
た
際
、

同
時

に
合
作
社

も
崩
壊

し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
②

長
沙
泥
木
工
会
は
罷
工
勝
利
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後
、
二
一二
年
初
頭
頃
、
寄
宿
舎
内
に
消
費
合
作
社
を
設
立
す
る
計
画
を
立
て
、
ま
た
長
沙
県
知
事

の
増
税
に
怒

っ
た
陶
業
労
働
者
が
銅
官
陶
業
工
会
を



設
立
、
県
署
と
交
渉
、
免
税

に
成
功

し
た
後

、

3
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消
費
合
作
社

四
ヵ
所
設
立
す
る
計
画
を
立

て
た

が
実
際

に
設
立

さ
れ
た
か
否

か
不
明

で
あ
る
。

「
冒
牌
」
合
作
社
の
出
現
と
上
海
合
作
連
合
会
の
設
立

 
こ
こ
で
生
産
合
作
社
に
入
る
前
に
看
過
で
き
な
い

一
つ
の
動
向
、
す
な
わ
ち
合
作
研
究

・
宣
伝
機
関
、
信
用
、
消
費
各
合
作
社
の
連
合
化
の
動
き
を

論
じ
て
お
き
た

い
。
そ
の
背
景
に
は

一
九
二
二
年
合
作
主
義
が
流
布
し
、
合
作
社
が
次
第
に
組
織
さ
れ
始
め
た
時
、
「
冒
牌
」
合
作
社
が
出
現
し
た
こ
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と
に
あ

る
。
「
冒
牌
」

合
作

社
と
は

合
作
原
理
に
反
す

る
な
ど
、

い
わ

ゆ
る

ニ
セ
の
合
作
社

で
あ

る
。
と

り
わ
け
問
題
と
な

っ
た

の
は
、
「
上
海
合
作
銀

行
」

と

「
民
興
合
作
銀
行
」
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
は
、
史
料
的

に
内
容

に
、
あ

る
程
度

踏
み
込

め
る

「
上
海
合
作
銀
行
」
を
と
り
あ
げ
た

い
。

 
二

一
年
九
月

「
上
海
合
作
銀
行
」
の
広
告
に
よ
る
と
、
合
作
主
義
を
提
唱
、
平
民
経
済
発
展
を
宗
旨
に
暫
定
資
本
金
五
〇
万
元

(
一
株
五
元
。
当
初
、

実
際
に
は

一
万
余
元
し
か
な
か

っ
た
ら
し

い
)
で
上
海
内
外
の
各
界
同
志
に
呼
び
か
け
、
九
月

一
〇
日
-

一
〇
月

一
〇
日
を
株
募
集
の
期
間
と
し
た
。

準
備
処
は

フ
ラ
ン
ス
租
界
で
、
株
加
入
処
は
鉤
和
公
司
会
計
係
、
株
式
代
理
徴
収
処
は
潅
海
実
業
銀
行
、
蘇
州
銀
行
、
準
備
主
任
は
張
鼎
臣
、
陸
思
安
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ら
で
、
準
備
員
は
朱
承
洵
ら
で
あ

っ
た
。
そ
し
て

一
二
月
四
日
各
界
来
賓
数
百
人
が
集
ま
り
、
盛
大
に
開
幕
し
た
。
預
金
者
優
遇
の
観
点
か
ら
開
幕
時

期
は
特
に
週
息
七
厘
を
与
え
、
預
金
総
額
は
す
ぐ
に

一
〇
万
元
と
な

っ
た
。
そ
の
上
、
預
金
者
は
株
の
配
当
金
が
受
け
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
代
未
聞
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の
銀
行
と
称
さ
れ
、
続
々
と
株
購
入
が
あ

っ
た
と

い
う
。
そ
の
他
、
住
宅
協
社
を
有
し
、
住
宅
を
安
価
で
売
り
出
す
等
の
活
動
も
し
た
が
、
僅
か
数

ヵ

月
後
の
二
二
年
四
月
に
は
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
裕
豊
航
業
公
司
が

「
上
海
合
作
銀
行
」
の
小
切
手
七
〇
〇
〇
元
不
渡
を
公
共
官
署

に
告
発
し
た
こ
と
に
よ
る
。
だ
が
、
「
上
海
合
作
銀
行
」
側
は
召
喚
に
応
ぜ
ず
、
案
件
は
被
告
欠
席
の
ま
ま
、
原
告
の
証
明
を
経
て
閉
鎖
の
判
決
を
受

 

(45
)

け

た

。

 
当
初
、
「
上
海
合
作
銀
行
」
設
立
は
華
々
し
く
、
合
作
主
義

の
前
途
に
好
現
象
に
見
え
た
。
た
だ
、
こ
れ
が

一
年
も
経
ず
し
て
閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
は
、

合
作
主
義
者
に
合
作
事
業
自
体
の
否
定
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
機
感
を
与
え
た
。

一
士
は

「
営
業
が
合
作
原
理
に
反
し
、
そ

の
上
見
栄
を

は
り
、
南
京
路
の
大
商
業
の
集
ま
る
家
屋
費
が
最
も
高

い
場
所
で
、
華
麗
精
緻
の
外
観
で
装
飾
し
、
各
大
銀
行
と

一
日
の
長
短
を
争
う
と

い
う
も

の
で

中
国
初
期
合
作
社
史
論
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あ

っ
た
」
、
と
激

し
く
批
判
す
る
。

ま
た
、
陸
宝
磧
は
、

「初
め

て
行
な
う
合
作
事
業

は
大
都
市

で
は
な
く

、
郷
村

、
農

田
で

の
設
立
が
最
も
適

し

て
い

る
。
…
:
・し
か
し
、
現
在
、
中
国

で
試
弁

の
合
作
銀
行

は
却

っ
て
最

も
賑
や
か
な
大
都
市

に
設

け
ら
れ

て
い
る
。
…
…

(
「上
海
合
作
銀
行
」

の
よ
う

に
)
資
本
が
充
実
し

て
お
ら
ず
、

一
万
余
元

の
資
本

で
上
海
南
京
路

で
銀
行
を
開
く
な
ど
笑

い
話

で
は
な

い
か
。
そ

の
た
め
宗
旨

純
正
で
営
業
穏

健
な
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合
作
銀
行
は

一
変
し
て
投
機
事
業
と
な
り
、
中
途
で
挫
折
す
る
」
、
と
。
ど
の
よ
う
な
点
で
合
作
原
理
に
反
し
た
か
は
史
料
等
か
ら
は
不
明
確
で
は
あ

る
が
、
営
利
追
求
、
利
益
誘
導
等
を
行
な

い
、
か

つ
教
育
費
、
社
会
公
共
費
等
を
設
け
ず
、

一
般
銀
行
と

の
競
争
に
入
り
、
小
商
、
小
工
支
援
を
忘
れ

た
点
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
重
大
で
あ

っ
た
の
は
不
渡
ま
で
も
だ
し
、
前
述
の
通
り
合
作
事
業
全
体
の
信
用
に
か
か
わ
る
こ
と
、
ま

た
、
『
平
民
」
に
も
執
筆
、
国
民
合
作
儲
蓄
銀
行
副
経
理
で
、
合
作
指
導
者
の
有
力
な

一
角
と
目
さ
れ
る
陸
思
安
が
準
備
主
任
と
な
り
、
そ
の
他
に
も

多
く
の
合
作
主
義
者
が
参
画
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
状
況
は
深
刻
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
二
二
年

一
〇
月
王
世
穎
は

「
冒
牌
」
合
作
社
の
再
発
阻
止
の
た
め
に
、
「
合
作
研
究
社
」
の
設
立
を
提
案
し
た
。
王
は

「
冒
牌
」
合
作
社
を
行
な
う
人
々
を
四
種
に
分
け
る
。
ω

「合
作
」
を

一
つ
の
流
行
と
み
て
合
作
社
名
目
で
投
機
的
に
営
業
の
発
展
を
め
ざ
す
。
働
僅

か
に

「合
作
」

の
字
面
上
の
意
義
を
理
解
す
る
だ
け
で
、
事
業
に
投
資
、
「
合
作
社
」
と
し
て
創
設
し
た
り
、
そ
れ
を
商
号
と
す
る
。
㈹

「
合
作
」
と

は
何
か
を
問
わ
ず
、
新
生
事
物
と
み
て
軽
率
に
開
始
す
る
が
、
持
久
性
が
な
い
。
働
お
そ
ら
く
大
多
数
は
現
経
済
制
度
下
で
自
ら
圧
迫
を
受
け
、
物
質

面
で
の
苦
痛
か
ら
緊
急
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
て
合
作
社
を
開
設
す
る
。
だ
が
、
指
導
乏
し
く
、
合
作
方
法
で
行
な
え
ず
、
そ
の
原
理
に
違
反
す
る
。

そ
し
て
、
王
は
ω
圖
は
真
の

「
冒
牌
」
合
作
社
で
、
合
作
運
動

の
前
途
に
甚
だ
し
い
障
害
と
な
り
、
信
用
を
失
墜
さ
せ
る
。
偶
は
営
利
の
た
め
行
な

っ

て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
、
合
作
方
法
に
基
づ
け
ば
非
常
に
利
益
が
あ
る
。
ω
は
親
愛
な
る
伴
侶

で
あ
り
、
合
作
運
動
の
中
で
最
も
重
要
な
人
々
で
あ

る
。
こ
れ
ら

「
冒
牌
」
合
作
社
は
合
作
主
義

の
発
展
に
致
命
的
な
も
の
に
な
る
の
で
、
そ
の
杜
絶
を
目
指
し
て
、
「合
作
研
究
社
」
を
組
織
す
る
と

い

う
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
①
定
期
講
演
会
を
組
織
し
、
合
作

の
意
義
、
管
理
細
則
等
を
教
え
、
か

つ
人
を
派
遣
し
て
各
村
、
路
地
で
宣
伝
さ
せ
る
。

②
社
員
か
ら
指
導
員
若
干
人
を
、
駐
社
指
導
員
と
流
動
指
導
員
に
分
け
、
前
者
は
来
社
の
人
々
の
質
問
に
供
し
、
後
者
は
民
衆
が
合
作
社
を
設
立
す
る

時
に
指
導
す
る
。
③
各
合
作
社
の
状
況
、
取
引
、
管
理
、
及
び

「
冒
牌
」
か
否
か
を
調
査
し
、
報
告
書
を
作
成
し
て
大
衆
に
還
付
す
る
。
④
政
府
に
補
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助

の
請
求
を
行
な
う
等

で
あ

っ
た
。

 
こ
の
提
案
に
対
し
て
議
論
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
孫
錫
麟
は
次

の
よ
う
に
言
う
、
「
研
究
と
宣
伝
に
従
事
す
る
だ
け
な
ら
ば
、
平
民
学
社
は
毎
日
研
究
、

宣
伝
を
し
て
い
る
で
は
な

い
か
。
・…
:
と
こ
ろ
で
各
国
に
は
全
て

○
。
o
需
錘
牙

Φ
C
巳
8

が
あ
る
。
そ
の
目
的
は
研
究
、
宣
伝
及
び
合
作
運
動
の
補

助
を
重
視
す
る
。
私
は

『合
作
研
究
社
』
を

『
中
国
合
作
連
合
会
』
に
改
め
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。
…
…
目
下
、
我
国
に
も
合
作
社
が
い
く

つ
か
あ

る
。
例
え
ば
、
職
工
ク
ラ
ブ
、
合
作
同
志
社
、
成
都
合
作
儲
蓄
社
、
上
海
国
民
合
作
儲
蓄
銀
行
、
北
京
の
平
民
銀
行
、
図
書
協
社
、
そ
の
他
山
東
、
汕

頭
、
湖
南
に
も
合
作
社
が
あ
る
。
す
で
に
成
立
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
合
作
社
を
連
合
す
る
。
ま
ず
平
民
学
社
が
大
会
を
開
催
し
て
…
…
他
の
合
作
社
の
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加

入
を

要
請
す

る
」
と

し
、
そ
れ
は
監
督

、
指

導

の
み
な
ら
ず
、
合
作
社
法
を
議
訂
す
る
、
と
。

こ
れ
に
対
し
、
呉
頒
皐
、
王
致
文
、
及

び

「
上
海
合

作
銀
行
」

準
備
主
任

で
、
「
冒
牌
」

合
作
社

設
立

の

一
端
を
担
う

と

い
う
失
策
を
犯
し
た
陸
思
安

も
賛

同
し
た
。
王
世
穎
も
基

本
的
に
賛
成
し
た
が
、

王
は
、

最
初
組
織
す

る
と
き

、
当

地
方

の
合
作

社
だ
け
で
連
携
し
、
地
方
合
作

連
合
会

、
す
な
わ
ち
ま
ず
上
海
合
作
連
合
会
を
組
織
し
、
そ

の
後
、
全
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国
合
作

連
合
会

を
組
織

す
る

の
が
最

も
望
ま
し

い
と
し
た
。

こ
れ

に
、
陸
宝
瑛
が
、
着
手
が
比
較
的
容
易
、
地
方
実
状
も
熟
知
し

て
お
り
、
時
間
的

に
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節

約
で
き

る
こ
と

は
少
な
く
な

い
と
し

て
、

「上
海
合

作
連
合
会
」
構
想

に
賛
同

し
た

。
か
く

し

て
、
ま
ず
は
平
民
学
社

、
国
民
合
作
儲
蓄
銀
行
、
同

孚
消
費

合
作
社
、
上
海
職
工

ク
ラ
ブ

、
上
海
合
作
商
店

の
五
団
体
を
連
合
す
る

こ
と
と
な

っ
た
。

 
こ
う
し
た
経
過
で
、
上
海
合
作
連
合
会
準
備
委
員
会
が
、

=

、

一
二
月
に
四
回
開
催
さ
れ
た
。

=

月
五
日
第

一
回
準
備
委
員
会
は
美
術
専
門
学

校
で
開
か
れ
、
五
団
体

の
ほ
か
、
新
聞
界
、
商
界
、
学
界
人
士
が
多
数
出
席
し
た
。
討
論
の
結
果
、
宣
伝
を
重
視
す
る
こ
と
は
決
ま

っ
た
が
、
組
織
手

続
き
は
ま
と
ま
ら
な
か

っ
た
。

一
二
日
第
二
回
準
備
委
員
会
が
職
工
ク
ラ
ブ
事
務
所
で
開
催
さ
れ
、
章
程
起
草
が
討
論
さ
れ
た
。

一
九
日
第
三
回
準
備

委
員
会
が
同
孚
消
費
合
作
社
で
開
催
さ
れ
、
五
団
体
計
七
人
が
出
席
し
、
章
程
は
逐

一
採
択
さ
れ
た
。

一
二
月
三
日
最
後

の
第
四
回
準
備
委
員
会
が
復

旦
大
学
で
開
催
さ
れ
、
成
立
大
会
の
日
程
等
を
決
定
し
た
。
こ
の
時
招
聰
さ
れ
た
の
が
、
国
民
党

の
江
精
衛
、
胡
漢
民
、
郡
力
子
、
馬
君
武
、
ア
ナ
ー

キ
ス
ト
の
呉
稚
暉
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
二
四
年
以
降

の
合
作
主
義
者

の
国
民
党

へ
の
接
近
を
考
え
る
意
味
で
、
そ
の
前
哨
戦
と
し
て
重
要
で
あ
る

し
、
ま
た
呉
稚
暉
に
呼
び
か
け
た
こ
と
は
合
作
主
義
者
と
無
政
府
主
義
者
が
、
実
際
的
に
も
排
斥
し
あ

っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
証
左
と
な
る
。
結
局
、

中
国
初
期
△咲
作
社
史
論
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在
精
衛
、
胡
漢
民

か
ら

は
連
絡

が

な
く
、

呉
稚

暉
は
北
京

に
行
き

、
来
ら
れ
ず

、
郡
力

子
、
馬
君
武
だ
け
が
出
席
し
た
。

 
こ
の
よ
う
に
四
回
の
準
備
委
員
会
を
経
て
、
二
二
年

一
二
月
三

一
日
五
団
体
組
織
の
上
海
合
作
連
合
会
が
中
華
職
業
学
校
内
の
職
工
教
育
館
で
成
立

大
会
を
挙
行
し
た
の
で
あ
る
。
王
敷
文
が
主
席
と
し
て
開
会

の
詞
を
述
べ
、
内
容
は
不
明

で
あ
る
が
、
馬
君
武
と
呉
稚
暉
が
講
演
し
て
い
る
。
お
そ
ら
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く
呉
稚
暉
は
合
作
主
義
と
無
政
府
主
義
の
双
方
に
共
通
す
る

「
互
助
」

の
観
点
か
ら
講
演
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
来
賓
は
五
百
数
十
人
に
上

っ
た
。
連
合

会
の
所
在
地
は
経
費
の
関
係
か
ら
定
ま
ら
ず
、
通
信
所
は
暫
定
的
に
民
国
日
報
館
と
な

っ
た
。
章
程
は
、
①
宗
旨
-
相
互
扶
助
を
図
り
、
普
遍
的
宣
伝

を
行
な
い
、
合
作
人
材
を
養
成
し
、
合
作
事
業
を
調
査
す
る
。
②
組
織
-
上
海
、
及
び
そ
の
付
近
の
合
作
団
体
で
、
生
産
、
消
費
、
信
用
、
あ
る
い
は

宣
伝
、
補
助
の
合
作
団
体
で
、
合
作
原
理
に
従
う
も
の
は
、
本
会

の
認
可
を
経
て
皆
、
本
会
会
員
と
な
れ
る
。
③
事
業
-
ω
出
版
は
定
期
刊
、
叢
書
等
。

回
宣
伝
は
定
期
講
演
、
移
動
講
演
、
海
外
宣
伝
等
。
㈲
教
育
は
学
校
、
図
書
館
等
。
⇔
調
査
は
国
内
外
の
合
作
事
業
の
調
査
。
困
紹
介
は
卸
売
紹
介
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ロ
 

職
業
紹
介
。
囚
指
導
は
通
信
指
導
と
実
地
指
導
。
G↓
各
団
体
が
代
表
二
人
を
派
遣
し
て
総
務
会
を
組
織
す
る
、
と
な

っ
て
い
る
。

 
二
三
年

一
月

一
五
日
連
合
会
成
立
後

の
初
会
議
が
総
務
会
の
主
催
の
下
、
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
平
民
学
社
の
張
廷
瀬
、
王
世
穎
、
職
工
ク
ラ
ブ

の
王
敷
文
、
劉
梅
庵
、
同
孚
合
作
社

の
柳
圃
青
、
朱
琴
心
、
職
工
合
作
商
店
の
鄭
重
民
、
曹
軟
飛
、
合
作
儲
蓄
銀
行
の
許
紹
禄
で
あ

っ
た
。
王
敷
文
を

臨
時
主
席
と
し
て
ω
合
作
星
期
学
校
の
学
生
募
集
。
ω
定
期
合
作
講
演
は
同
孚
合
作
社
が
行
な
う
。
㈹
連
合
会

「合
作
季
刊
』
の
準
備
を
議
決
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 あ
 

そ
し
て
総
務
会
は
会
長
を
設
け
ず
、
総
務
書
記
に
王
世
穎
が
就
任
し
た
。

 
ま
ず
、
連
合
会

の
重
要
な
活
動

の

一
環
と
し
て
星
期
学
校
を
開
学
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
宗
旨
は
合
作
知
識
と
日
常
の
応
用
学
問
を
注
入
し
、
合

作
人
材
を
準
備
、
蓄
積
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
教
授
は
連
合
会
員
か
ら
選
ば
れ
た
。
校
務
主
任
鄭
重
民
。
信
用
合
作
社
教
授
孫
錫
麟

(
シ

ュ
ル
ツ
エ
、

ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
両
型
の
講
義
)
の
外
、
消
費
合
作
教
授
王
敷
文
、
農
業
合
作
教
授
王
世
穎
、
合
作
史
教
授
張
廷
瀬
、
国
文
教
授
劉
梅
庵
、
英
語
教
授

伍
範
、
算
学
教
授
沙
仲
淵
で
あ

っ
た
。
学
生
募
集
広
告
に
よ
れ
ば
、
①
資
格
は
高
等
小
学
卒
程
度
で
性
別
不
問
。
②
暫
定
三
〇
名
。

一
五
名
に
な
れ
ば
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開
学
。
③
学
費
不
要
。
④
場
所
は
中
国
商
業
公
学
と
あ
る
。
か
く
し
て
二
一二
年
五
月
六
日
か
ら

=
二
日
ま
で

一
週
間
開
校
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
第

一
期

の
み
で
人
事
異
動
等
か
ら
第
二
期
は
開
学
さ
れ
な
か
っ
た
。
連
合
会
は
同
趣
旨
の
星
期
合
作
講
習
所
や
星
期
講
演
も
計
画
し
て
い
た
が
、
実
施
さ
れ
た
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か
否
か
不
明

で
あ
る
。
と
は

い
え

、
短
期

で
あ

っ
た

が
、

こ
の
学
校

が
中
国
初

の
合
作
学
校
と

い
う
重
要
な
意
味
を
も

つ
。

 
注
目
す
べ
き
は
、
二
三
年
六
月
伍
玉
璋
が
連
合
会
と
黄
炎
培
の
中
華
職
業
教
育
社
を
結
び

つ
け
る
具
体
策
を
提
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

双
方
と
も
生
活
、
経
済
、
教
育
を
重
視
す
る
こ
と
で

「救
国
」
を
行
な
う
と
い
う
共
通
性
故
、
同

一
軌
道
を
発
展
で
き
る
。
そ
れ
故
、
合
作
主
義
者
は

職
業
教
育
社
に
働
き
か
け
、
教
育
行
政
に
参
画
し
、
学
校
教
育
、
例
え
ば
小
学
高
学
年
や
初
級
中
学

の
職
業
科
、
高
級
中
学
普
通
農
工
商
科
等
で
合
作

課
程
を
つ
く
り
、
「
合
作
」
を
教
え
れ
ば
、
合
作
事
業
を

一
挙
に
普
遍
化
で
き
る
と
し
、
そ
の
た
め
に
連
合
会
員
は
職
業
教
育
社
社
員
に
な
る
こ
と
を
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提
唱
し
て
い
る
。
こ
れ
が
実
行
さ
れ
た
場
合
、
後
述
す
る
二
五
年

一
〇
月
第

一
一
回
全
国
教
育
連
合
会
で
、
広
西
省
教
育
会
提
出
の

「
中
等
以
上
学
校

庁
消
費
合
作
社
案
」
採
択
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。

4

生
産
合
作
社
の
実
状

 
第

一
に
、
最
初

の
生
産
合
作
社
は
二
〇
年

一
二
月
長
沙
の
労
働
組
合
員
が
集
ま

っ
て
組
織
し
た
湖
南
大
同
合
作
社
で
あ
る
。
そ
の
発
起
は
郭
開
第
、

楊
葉
、
黄
敬
葉
、
張
勉
之
、
郭
文
輝
、
及
び
米
商
人
の
巣
勤
松
六
人
で
あ

っ
た
。
二
〇
年

一
〇
月
長
沙
の
新
聞
に
同
志
募
集
を
掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
八

〇
1
九
〇
人
集
ま
り
、
第

一
回
討
論
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
時
、
宣
言
と
章
程
が
採
択
さ
れ
た
が
、
平
民
週
刊
社
の
毛
飛
の
勧
め
も
あ
り
、
そ
れ
ま
で
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考
え

て

い
た

「大
同
協
社
」

か
ら

大
同
合
作

社
に
名

称
を
改
め
た
。

 
宣
言
を
要
約
す
る
と
、
世
界
民
衆
は
二
〇
世
紀
の
新
潮
流
の
中
で

一
人

一
人
次
第
に
自
覚
し
、
至
る
所
、
世
界
改
造
の
声
が
あ
る
。
経
済
組
織
が
過

渡
期

の
最
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
は
元
来
、
生
産
と
消
費
の
両
面
が
含
ま
れ
て
い
る
。
生
産
面
で
は
資
本
家
に
独
占
さ
れ
、
消
費
面
で

は
商
人
に
操
縦
さ
れ
る
。
あ
る
人
は
激
烈
、
破
壊

の
手
段
で
根
本
か
ら
合
理
的
新
社
会
を
建
設
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
(
し
か
し
我
々
は
)
比
較
的

良
好
な
平
和
的
方
法
を
採
用
し
、

一
方
で

『労
工
」
を
提
唱
し
、
学
理
を
研
究
し
、
生
産
、
共
同
生
活
を
発
展
さ
せ
、
『
工
読
互
助
』
を
実
行
す
る
こ
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と
で
各
個
人
を
自
立

さ
せ
、
他
方

で
大
衆
経
済
問
題
を
解
決

す
る
と

し
た
上
で
、
イ

ギ
リ

ス
が
合
作
社

の

一
つ
の
発

源
地
で
創
始
者

オ
ウ

エ
ン
が

い
る

が
、
各
方
面
か
ら
考
え

る
に

ロ

ッ
チ
デ
ー
ル
式

が
完
全

で
、

そ
れ
を
採
用

し
た

い
と
す

る
。
た
だ
事
実

か
ら

い
え
ば

、

ロ

ッ
チ
デ
ー
ル
式

は
消
費
協

同

中
国
初
期
合
作
社
史

論
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 六
八
一



 
 
 
 
 
中
国
国
民
革
命

の
研

究
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
六
八
二

組
合

で
あ

る
が
、
大

同
合

作
社

の

ウ

エ
イ
ト

は
生
産

に
あ
り
、

オ
ウ

エ
ン
の

「協
同

(組
合
)

村
」

(
後
述
)
に
近

い
面
も
持

っ
て

い
た
が
故
に
、
生

産
合
作
社

に
分
類

さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。

 
ま
た
、
簡
章
に
よ
れ
ば
ω
目
的
は

「
工
読
互
助
」
の
精
神
で
杜
会
消
費
の
利
益
を
図
り
、

ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
式
を
参
考
に
生
産
と
生
産
物
を
直
接
結
び

つ
け
る
新
組
織
と
し
、
資
本
家

の
横
暴
、
強
奪
に
抵
抗
、
商
人
の
中
間
独
占
、
詐
欺
の
種

々
の
弊
害
を
免
れ
る
。
㈲
社
友
は
生
産
、
消
費
の
両
種
に
分

け
、
性
別
無
関
係
。
圖
資
金
と
し
て
社
友
各
自

一
〇
元
以
上
出
資
す
る

(す
な
わ
ち
、

一
株
二
元
、
五
株
以
上
の
購
入
を
義
務
づ
け
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
れ
は
自
由
に
取
り
出
せ
な

い
)
。
ω
組
織
は
ω
生
産
部
i
紡
織
、
裁
縫
、
印
刷
、
化
学
用
品
、
教
育
用
品
生
産
等

々
に
従
事
す
る
、
回
消
費
管

理
部
-
本
社
生
産
物

の
配
分
管
理
処
を
設
け
、
か

つ
そ
の
他
の
工
場
か
ら
購
入
し
た
必
需
品
分
配
の
便
を
図
る
。
09
社
会
教
育
部
-
学
術
研
究
会
、
講

演
会
等
を
開
催
、
書
報
室
を
設
け
、
か
つ
不
定
期
刊
を
発
行
す
る
。
㈲
社
友
の
利
益
配
分
は
、

a
、
生
産
社
友
は
生
産
物
に
応
じ
て
相
応
の
生
活
費
が

支
給
さ
れ
、
b
、
消
費
社
友
は
本
社
販
売
物
品
と
市
価
と
の
差
額
、
消
費
の
多
少
に
基
づ
い
て
払

い
戻
す
。
㈲
社
務
。
生
産
社
友
は
社
内
自
治

の
実
行
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を
す

る
。
ω
本
社

社
友

は
均
等

に

社
務
監
督

の
責
任
を
持

つ
。
㈹

}
切

の
予
算
、
決
算

は
全
体
社
友

の
議

決
に
よ
る
。

 
実
際
に
大
同
合
作
社
に
参
加
し
た
の
は
最
初
僅
か
に

一
五
人
だ
け
で
あ

っ
た
。
設
立
場
所
と
し
て
は
当
初
長
沙
城
内

の
廟
宇
、
公
所
を
考
え
た
が
、

そ
こ
は
兵
士
駐
屯
に
利
用
さ
れ
た
り
、
環
境
も
悪

い
こ
と
か
ら

「往
郷
間
去
」
の
方
針
に
改
め
、
長
沙
か
ら
三
華
里
の
家
屋
と
し
た
。
こ
こ
は
農
村
と

は
い
え
、
長
沙
か
ら
極
め
て
近
く
、
交
通
の
便
よ
く
、
か
つ
そ
の
家
屋
は

一
六
室
も
あ

っ
た
の
み
な
ら
ず
、
四
ヵ
所
の
肥
沃
な
土
地
、
二
ヵ
所
の
荒
地

ま
で
有
し
て
い
た
。
社
員
は
家
屋
の
修
理
を
す
る
と
と
も
に
、
長
沙
に
行
き
、
原
料
を
購
入
し
、
か

つ
二
人
は
二
ヵ
月
間
靴
下
工
場
で
実
習
し
た
。
二

一
年
三
月
玉
芝
、
子
陵
ら
六
人
が
新
た
に
参
加
し
た
。
そ
こ
で
社

の
出
資
、
及
び
寄
付
で
タ
オ
ル
製
造
機
二
台
と
靴
下
製
造
機

一
台
を
購
入
し
、
か

つ

便
箋
木
版
を
自
己
製
造
し
た
。
四
月
に
な
る
と
、
さ
ら
に
湖
南
省
西
部
か
ら
来
た
有
諸
、
嘉
林
ら
四
人
が
加
わ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
人
員
は
増
加
し
た

が
、
資
金
不
足
は
否
め
ず
、

一
人
三
〇
元
以
上
の
出
資
と
改
め
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
ま
た
、
新
た
な
人
員
に
仕
事
を
按
配
し
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ

た
が
、
仕
事
が
な
か

っ
た
社
員
も
多
く
い
た
よ
う
で
、
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
の

一
環
と
し
て
郭
開
第
は
自
己
所
有
の
ミ
シ
ン

一
台
を
社
に
持

っ
て
き

た
。
さ
ら
に
社
員
錫
純
の
友
人
に
縫
工
彰
介
清
が
お
り
、
社
に
居
住
し
て
無
報
酬
で
指
導
し
た
。
そ
の
他
、
合
作
事
業
に
共
鳴
、
商
人
で
あ
る
こ
と
を



自
己
批
判
し
た
衰
紹
が
来
社
し
て
指
導
、
ま
た

「
新
紡
績
機
」
(明
成
工
廠
製
造
)

の
寄
付
も
申
し
出
て
い
る
。
四
月
、
毛
飛
が
上
海
か
ら
甲
種
農
業

校
技
師
張
樹
声
と
第

一
職
工
学
校
木
工
主
任
李
少
陵
を
連
れ
て
き
た
。
彼
ら
は
合
作
社

へ
の
援
助
を
願
い
出
て
、
張
は
各
種
野
菜
の
苗
と
種
を
く
れ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 お
 

と
と
も
に
、
栽
培
法
を
伝
授
、
李
は
木
工
用
鉄
器
五
、
六
台
を
送

っ
て
く
れ
た
。
そ
の
他
、
長
沙
世
界
語
学
会
黄
果

一
も
木
器
を
贈

っ
て
く
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
大
同
合
作
社
に
は
数
多
く
の
援
助
が
あ

っ
た
。
な
お
こ
の
間
、
女
社
員
の
季
生
は
夫
に
家
に
引
き
戻
さ
れ
る
な
ど
、
三
人
の
女
性
が
退
社

し
た
。

 
社
員
の
業
務
、
生
産
、
学
習
は
、
具
体
的
に
は
①
タ
オ
ル
製
造
②
靴
下
製
造
③
印
刷
④
販
売
⑤

『
上
海
民
国
日
報
」
代
理
販
売
⑥
農
業

(
自
己
消
費

用
)
⑦
裁
縫
学
習
⑧
織
布
学
習
で
あ
り
、
社
員
は
そ
れ
ぞ
れ
に
分
れ
て
行
な

っ
た
。
こ
の
他
、
買
付
、
記
帳
、
書
簡
、
炊
飯
、
水
汲
み
、
掃
除
も
分
担

し
た
。
大
同
合
作
社
設
立
後
、
約
六
ヵ
月
問
と
考
え
ら
れ
る
総
生
産
高
は
計
タ
オ
ル
五
ダ
ー
ス
、
便
箋
八
〇
〇
〇
枚
、
靴
下

一
五
ダ
ー
ス
、
学
生
帽

一

六
、
旅
着
二
〇
数
着
を
生
産
、
販
売
し
た
外
、
布
二
〇
丈
を
自
己
消
費
し
た
。
こ
の
よ
う
な
低
生
産
力
の
要
因
と
し
て
は
設
立
直
後
で
あ
り
、
種
々
の

雑
用
に
時
間
が
取
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
彼
ら
自
身

の
言
に
よ
れ
ば
①
基
金
不
足

(当
時
四
〇
〇
元
)
、
②

工
業
知
識
欠
乏
、
③
工
具
不
完
全
、
④

技
能
未
熟
練
で
あ

っ
た
と
す
る
。
六
月
長
沙
は
米
恐
慌
と
な

っ
た
が
消
費
社
員
巣
勤
松

(彼
は
生
産
業
務
に
つ
い
て
お
ら
ず
、
消
費
者
社
員
)
は
米
店

を
持
ち
、
四
〇
〇
斤
の
米
を
送

っ
て
く
れ
、
か

つ
合
作
社
自
体
が
自
給
自
足
で
き
る
量
の
野
菜
を
栽
培
、
鶏
を
三
六
羽
飼
育
し
、
打
撃
は
少
な
か

っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(63
)

た
だ
そ
れ
ま
で
食
費

一
人
、
月

二
元

五
角

で
あ

っ
た
も

の
が
三
元
余
か
か

る
よ
う

に
な

っ
た
。

 
学
習
面
に
関
し
て
い
え
ば
、
労
働
七
時
間
の
外
、
毎
日
二
時
間
そ
れ
に
割
か
れ
た
。
読
書
室
は
二
〇
人
収
容
で
、
多
く
は
近
代
学
術
文
化
叢
書
等
で
、

工
業
図
書
は
欠
乏
し
て
い
た
。
ま
た
、
月
曜
に
は
合
作
期
成
社
で
受
講
し
、
土
曜
に
は
学
術
討
論
会
を
開
催
し
た
。
さ
ら
に
、
長
沙
世
界
語
学
会
に
加

入
し
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
水
曜
と
土
曜
の
午
後
各

一
時
間
、
及
び
同
学
会
教
授
黄
華
度
が
大
同
合
作
社
に
来
て

一
時
間
講
義
を
し
て
く
れ
た
の
で
、
週

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
(64
)

三
回

エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
を
学

ん
で

い
た
こ
と

に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
学

習
の
結
果
、
農
村
問

題
を
考
え
始

め
、
郷
村

工
読
学
校
を

開
設
し
、
農

民
文
化
運

動

に
着
手

し
よ
う
と

し
た
時

、
湖
南

軍
閥

趙
恒

楊
に

「無

政
府
主
義
」
を

提
唱

し
て

い
る
と
見

な
さ
れ
、
過
激

な
危
険

思
想
と
し

て
弾
圧
、
閉
鎖

さ
れ

 
 
 
 
(65
)

て
し
ま

っ
た
。
大

同
合
作
社

が
全

く
無
政
府
主
義

と
無

関
連
か
と

言
え
ば

、
「玉
芝
」

「子

陵
」
と

い
う

よ
う

に
姓

を
除

い
て

い
る
こ
と
を

見
て
も
、
無

中
国
初
期
合
作
社
史
論
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六
八
四

政
府
主
義
か
ら
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
て
い
た
か
、
無
政
府
主
義
者
が
よ
り
現
実
的
対
応
を
求
め
て
合
作
社
方
式
を
採
用
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い

。
 
で
は
協
同
組
合
と

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
は
い
か
な
る
関
係
に
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
国
際
的
に
は
、
当
時
、
英
、
独
、
仏

の
三
ヵ
国
語
を
使
用
し
て
い

た
I
C
A
や
国
際
協
同
組
合
婦
女
委
員
会
で
も

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
採
用
の
動
き
が
あ
り
、
そ
れ
は
協
同
組
合
主
義
者

の
共
通
し
て
重
視
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
大
同
合
作
社
と
同
時
期
、
中
国
で
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
が
流
布
し
て
い
た
。
一
=

年
四
月
上
海
世
界
語
学
会
に
は
中
国
人
、
朝
鮮
人
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 お
 

欧
米
人
数
十
人
が
集
ま
り
、
胡
愈
之
と
朝
鮮
人
朴
永
憲
が

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
演
説
し
た
。
二
二
年
北
京
大
学
の
発
起
で
北
京
で
も
北
京
世
界
語
学
会
が

組
織
さ
れ
、
か

つ
全
国
教
育
連
合
会
は
師
範
学
校
等
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
加
え
る
こ
と
を
議
決
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
二
二
年
頃
、

世
界
語
暑
期
講
習
班
、
星
期
世
界
語
正
音
班
が
開
催
さ
れ
、
平
民
女
学
校
で
も
独
、
仏
、
露
、
日
、
英
各
国
語
と
と
も
に

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
教
え
て
い

る
。
出
版
の
方
も
充
実
し
、
民
智
書
店
は

『自
修
適
用
世
界
語
講
義
」
を
出
し
、
か

つ
専
門
雑
誌

『
緑
光
』
も
刊
行
さ
れ
、
世
界
語
図
書
館
も
設
立
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
が
流
布
し
始
め
た
の
は
、
そ
れ
が
世
界
の
人
々
の
感
情
を
結
び

つ
け
、
全
世
界
の
真
の
和
平
を
図
る
と
信
じ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
王
世
穎
は
合
作
主
義
と
の
関
連
を
以
下
の
よ
う
に
い
う
、
「合
作
運
動
将
来
の
発
展
は
文
字

の
統

一
が
で
き
な
け
れ
ば
、

ま
た
莫
大
な
打
撃
を
受
け
る
。
…
…
合
作
主
義
者
は
人
類
の
中
に
国
境
の
存
在
の
必
要
を
絶
対
に
信
じ
な

い
。
…
…
そ
れ
故
に
こ
そ
、
中
国
の
合
作
主
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義
を
信
仰
す

る
も

の
は
皆

、
幾

ら

か

の
時
間
、
自

ら
ま
ず
最
初
に

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
研
究

し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
」
と
。

す
な
わ
ち
、
無

政
府
主
義
者

と

同
様
、
合
作
主
義
者

も

エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
を
重
視
し
、
大
同
合
作
社
社
員

が
こ
れ
を
学

ん
だ

の
は
、
国
際
協

同
組

合
運
動

の
流
れ
、
中
国
で

の
う

ね
り

を
背

景
に
し
て

い
た
と

い
え
よ
う

。

 
第
二
に
、
上
海
工
人
合
作
銀
楼
が
二
二
年
に
設
立
さ
れ
た
。
同
合
作
社
に
関
す
る
史
料
は
極
め
て
少
な
い
が
、
わ
か
る
範
囲
で
書
い
て
い
く
と
、
金

銀
業
労
働
者
の
罷
工
に
対
し
て
、
銀
楼
公
所
交
際
員
姜
歩
七
ら
は
官
庁
に
工
人
ク
ラ
ブ
会
所
の
解
散
を
要
求
し
た
。
両
者
の
調
停
も
不
調
に
終
り
、
罷

工
は
益
々
拡
大
し
た
。

つ
い
に

一
〇
月

一
八
日
罷
工
労
働
者
は
失
職
し
、
会
所
も
警
察
に
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。
労
働
者
は
極
め
て
不
満
で
会
所
を
移
転
、

再
建
す
る
と
と
も
に
抵
抗
を
続
け
た
。
同
時
に
失
業
救
済
を
目
的
に
合
作
銀
楼
を
新
た
に
組
織
し
た
の
で
あ
る
。

一
株

一
〇
元
で
あ

っ
た
が
、
数
日
を



 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

(69
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(70
)

経
ず
し

て
四
〇

〇
余
株

の
加
入
者
が

あ

っ
た
と

い
う
。
張
廷
瀬

は
こ
れ
を
大
同
合
作
社

に
続
く

「生
産
合
作

の
先
駆
」

と
位

置
づ
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、

生
産
も
行
な

っ
て
い
た
と
考
え

る
の
が
妥
当

で
あ

ろ
う
。

た
だ

、
罷

工
解
決
後
す
ぐ

に
解
散

し
て
し
ま

っ
た
。

 
第
三
に
、
長
沙
筆
業
工
人
合
作
社
が
二
二
年

一
二
月
二
六
日
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
合
作
社
は
筆
・業
労
働
者
が
生
活
困
難
か
ら

=

日
間
ス
ト

ラ
イ
キ
を
し
、
雇
主
と
決
裂
後
、
『
平
民
」
の
影
響
を
受
け
、
自
発
的
に
組
織
し
た
も
の
で
あ
る
。
設
立
地
点
は
奥
漢

鉄
路
長
沙
工
会
に
あ
り
、
各
工

会
か
ら
の
臨
時
借
金
と
自
己
資
本
で
開
始
し
た
。

一
株
二
〇
元
、
株
金
を
払
え
な
い
も
の
は
毎
月
賃
金

の
三
分
の

一
を
差
し
引
き
、
こ
れ
に
充
て
る
。

宗
旨
は

「通
力
合
作
」
し
、
共
同
生
活
を
行
な
い
、
同
業

の
工
友
の
幸
福
を
増
進
す
る
と
し
た
。
業
務
は
当
然
筆
製
造
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
雇
主

が
お
そ
ら
く
賃
上
げ
等
と
考
え
ら
れ
る
が
、
労
働
者

の
要
求
を
受
け
入
れ
た
た
め
、
二
三
年

一
月
仕
事
に
復
帰
し
た
が
、
合
作
社
は
そ
の
ま
ま
保
持
さ

れ
た
。
彼
ら
は
筆
業
工
会
全
体
大
会
を
開
催
、
『
合
作
社
拡
充
弁
法
』
を
討
論
し
、
通
告
を
発
し
た
。
す
な
わ
ち

「我
々
は
資
本
家
に
代

っ
て
仕
事
を

し
、
生
産
利
益
の
大
半
が
略
奪
さ
れ
る
。
…
…

一
人
の
力
は
限
り
が
あ
る
が
、
(
持

っ
て
い
る
金
を
合
わ
せ
れ
ば
)
労
働
者
は
な
ん
と
多
く
の
資
本
を
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持

っ
て

い
る
こ
と
か
。
皆
が
共
同
で

運
営
す
る

の
が
最
も
よ

い
。
…
…
合
作
社

の
長
所
は
…
…
自
ら
が
自
ら

の
た
め

に
労
働
す

る
こ
と

で
あ

る
」
と
。

か
く
し
て
工
人
合
作
社

は
続
行

し
た

が
、
該
業

の
資
本
家
、
雇
主
が

こ
れ
を
恐
れ
、
内

部
破
壊
を
狙

っ
た
が
う
ま
く

い
か
ず
、
結
局
買
収
を
含
め
地
方

検
察
庁
に
働
き

か
け
、
労
働
者

の
結

社
は
刑
法
に
触
れ
る
と
し

て
、

こ
れ
を
提
訴
し
た
。
そ

の
結
果
、
主
任
鄭
応
奎
、
職
員
周
慶
生

は
懲
役

三

ヵ
月

に
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処
せ
ら
れ
、
二
三
年
六
月
頃
ま
で

に
は

『
平
民
』
は
差
し
押
え
ら

れ
、
工
人
合
作
社
も
強
制
的

に
解
散
さ

せ
ら
れ

て
し
ま

っ
た
。

 
最
後
に
、
極
め
て
複
雑
な
問
題
で
あ
る
薫
山
県
衙
前
農
民
協
会

(
一
九
二

一
年
九
月
二

一
日
設
立
)
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た

い
。
衙
前
農
民
協
会

は
合
作
主
義
者
、
合
作
社
研
究
者
が

一
貫
し
て
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
農
民
協
会
で
は
な
く

「合
作
社
」
と
断
じ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
合
作
社
と
し
て
の
内
容
に
踏
み
込
ん
で
論
ず
る
も
の
は
管
見
の
限
り
な
く
、
設
立
月
日
と
か
、
沈
玄
盧
指
導
で
あ

っ
た
と
か
、
合
作
主
義
を

危
険
思
想
と
し
た
地
方
政
府
、
官
僚
に
よ

っ
て
閉
鎖
さ
れ
た
と
か
、
詳
細
な
事
実
の
発
掘
も
、
そ
の
内
容
や
実
態
を
探
究
す
る
こ
と
も
な
く
、
簡
単
な

 
 

 
 
 

 
 
 

 
(73
)

記
述
を
繰
り
返
し

て

い
る
。
他
方
、

農
民
運
動
関
係

で
衙
前
農
民

運
動
を
と
り
あ
げ
、
詳
細

に
論

じ
た
も

の
は
あ

る
が
、

不
思
議

な
こ
と

に
二

一
年

の

衙
前
農
民
協
会
が

「合
作
社
」

で
あ

っ
た
と

の
記
載

は
な
く
、
沈

と
李
成

虎
に
指
導

さ
れ
、
減
租

闘
争
を
行

な

っ
た
結
果

、
同
年

一
二
月
軍
警

に
よ
り

中
国
初
期
合
作
社
史
論
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閉
鎖

さ
れ
た
と

す
る
。
そ
し

て
共
産

党

の
指
導
下
、
も
し
く
は
影
響
下

(そ

の
根
拠
を
沈
玄
盧
が
上
海
共
産
主
義
小
組

に
参
加

し
て

い
た
こ
と
な
ど
に
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求

め
る
)

の
農
民
運
動
で
、
広
東

や
湖
南

の
そ
れ
よ
り
も
早

い

「中
国
初

の
農
民
協
会
」
と

の
位
置
づ

け
を
与
え

て

い
る
も

の
も
あ
る
。
こ

の
よ
う

に

意

見
は
明
ら
か
に
矛
盾

、
対
立
し

て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
双
方

の
間

で
議
論

さ
れ
た
形
跡

は
全
く
な

く
、
今

に
至

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。

 
で
は
、
衙
前
農
民
協
会
と
は

一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
二

一
年
九
月
二
七
日
に
出
さ
れ
た

「
衙
前
農
民
協
会
宣
言
」
「
衙
前

農
民
協
会
章
程
」
か
ら
検
討
を
開
始
し
た

い
。
ま
ず

「
宣
言
」
に
よ
れ
ば
、
「
農
民
は
中
国
歴
史
上
、
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
人
民
で
あ
る
が
、
惜
し
む
べ

き
こ
と
に
精
神
面
で
の
尊
敬
は
第
三
階
級

・
資
本
主
義
の
毒
水
の
な
か
で
溺
死
さ
せ
ら
れ
て
い
る
」
、
そ
し
て

「
彼
ら
の
崇
拝
す
る
経
済
制
度
は
我
ら

の
貧
困
を
増
大
さ
せ
る
」
。
そ
こ
で
そ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
も
自
ら
の
運
命
を
自
ら
で
決
定
し
、
「
土
地
を
農
民
の
組
織
す
る
団
体
の
保
管
、
分
配
に

帰
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

「章
程
」
で
は

「
本
会
は
田
主

・
地
主
と
対
抗
の
位
置
に
立

つ
」
と
明
記
、
協
会
員
は

「
本
村

で
自
ら
土
地
を
耕
す
気
力
あ
る
全
て
の
者
」

で
あ
り
、
「
両
村
以
上
の
農
民
協
会
は
農
民
協
会
連
合
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら

一
村
を
基
本
単
位
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
組
織
は
会
員
全
体
に
基
づ
き
、
大
会
で
委
員
六
人
を
選
び
、
そ
の
委
員
が
互
選
に
よ
り
、
議

事
委
員
、
執
行
委
員
各
三
人
を
選
出
す
る
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
小
作
料
も
大
会
の
議
決
に
よ
り
決
定
す
る
と
す
る
。
会
費
は
月
銅
元
口
枚
と
さ
れ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(76
)

そ
の
額
は
未
決
定
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
農
民
を
高
く
評
価
し
、
資
本
主
義
、
地
主
に
対
す
る
批
判
が
濃
厚
で
、
目
的
、
組
織
等
も
明

確
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
が

「合
作
社
」
で
あ
る
と
の
記
載
は
な
い
。
会
費
を
合
作
社
の
株
に
相
当
す
る
と
考
え
る
の
も
飛
躍
が
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
合

作
社
と

い
う
こ
と
を
論
証
す
る
の
は
不
可
能
に
近
い
。
と
こ
ろ
で
九
月
二
六
日
に
は
衙
前
農
村
小
学
校

(沈
玄
盧
ら
が
出
資
し
た
が
、
戴
季
陶
ら
も
出

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

(77
)

資
す

る
予
定

で
あ

っ
た
)

も
設
立

し
て

い
る
。
こ

の
こ
と
は
何
を
意
味
す

る
の
で
あ

ろ
う

か
。

 
こ
れ
ら

の
解
答
は
、
衙
前
農
民
協
会
設
立
前
に
、
沈
玄
盧
が

一
九
年

=

月
二
三
日
付
け
の

『星
期
評
論
』
に
掲
載
し
た
文
章
に
あ
る
と
私
は
考
え

て
い
る
。
こ
の
中
で
沈
は
中
国
社
会
党
員
沙
澄
の
上
海
の
崇
明
島
に
お
け
る
新
村
運
動
も
北
京
大
学
村
も
実
現
し
て
い
な
い
と
指
摘
、
そ
の
他
の

「
模

範
村
」
も
生
産
上

の
計
画
が
非
常
に
少
な

い
と
批
判
し
、
沈
自
身
の
計
画
を
示
す
。
そ
れ
を
簡
略
に
ま
と
め
る
と
、
〔
第

一
期
〕
①
共
に
働
く
同
志
召

集
、
②
旧
式
家
屋
の
簡
単
な
改
造
、
③
消
費
外

の
剰
余
金
の
積
立
等
、
〔
第
二
期
〕
①
会
議
機
関

の
設
立
、
②
幼
稚
園
の
試
験
的
運
営
、
③
植
物
種
子



と
肥
料
の
試
験
場
の
設
立
等
、
〔
第
三
期
〕
①
画

一
服
装
、
②
住
居
の
改
造
、
③
学
校
設
立
と
あ
る
。
そ
し
て

「
共
同
工
作
に
よ
り
漸
次
平
均
的
に
共

同
生
活
を
高
め
る
こ
と
を
願
望
の
中
心
に
置
き
、
増
大
す
る
経
済
能
力
を
発
展
の
中
心
と
す
る
」
こ
と
を
訴
え
、
「
こ
の
よ
う
な
平
和
的
に
努
力
す
る

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
(78
)

方
法
と

(
そ

の
)
過
程
は

…
…

『
現
象
』

(現
在

の
?
)
社

会
と
な

ん
ら

の
激
烈
な
衝
突
も
発

生
さ
せ
な

い
」
と

い
う

の
で
あ
る
。
「
共
同

工
作
」
、
経

済
重
視
、
平
和
的
な
漸
進
方
法

に
よ
り

「激
烈

な
衝
突
」

を
回
避
し
な
が
ら
目
的
に
達

す
る
と

い
う

や
り
方
は
、
合
作
主
義
と
共
通
面
を
持

っ
て

い
る

と

い
う
よ
り
、
合
作
主
義

そ
の
も

の
で
あ
ろ
う

。

つ
ま
り
、
衙
前
農
民
協
会
設
立

の
最
終
目
的
は

こ
う
し
た
構
想

の
実
現

で
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ
、
計

画
と
は
順
番
が
逆

に
な

っ
て

い
る
が
、

衙
前
農
村

小
学
校
は
こ

の
構
想
実
現

の

一
環
で

〔
第
三
期
〕

の
学
校
設
立

に
あ
た

る
も

の
と

い
え

よ
う
。

 
こ

の
構
想
に

は
種

々
の
思
想

の
影

響
を
受

け
て

い
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
最
も
影
響

を
受

け
た
思
想
は
何
か
。
当
然
、

そ
れ

は
オ
ウ

エ
ン
の
協

同
組

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 ゆ
 

合
思
想

、
す
な
わ

ち

「協

同

(組

合
)

村
」

(<
卍

鋤σq
①
o
{
O
。
6
℃
Φ
建
二
〇
け
)

で
あ

ろ
う
。

オ
ウ

エ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ

の
規
模

は
平
均

一
〇
〇
〇

人
単

位

の
村

で
あ
り
、
委
員
会
事

務
局

、
講
堂

、
礼
拝
堂
、
学
校

、
病

院
、
農
場
、

工
場
等

を
持
ち
、
「
労
働

・
消
費

・
教

育

の
共
同
」
を

モ

ッ
ト
ー
と

し

 
 

(80
)

て
い
た
。
沈

は
こ
れ
を
受

入
る
と

同
時

に
、
協
同
組
合

が
本

来
的
に
持

つ
自
治
的
発
想
を
受

け
継
ぎ
、

「農
民
自
決
」

を
主
張
し
、
か

つ
孫
文

の

「地

方
自
治
開
始
実
行
法
」

(
一
九

一
九

年
)
を
取
り

入
れ
、
「
地
方

自
治
」

の
考
え

を
脹
ら
ま
し

て
い

っ
た
も

の
と
推
測
さ
れ

る
。
ま
た
、
沈

は

「子
孫
主

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

(81
)

義
」

の
中
で

「
伝
種
」

(子
孫
を

残

す

こ
と
)

と
と
も

に
、

互
助

を
重
視

し
、
ま

た

「競
争

と
互
助
」

で
は

「競
争
性

の
軍
国
主
義
を
と
り

除
き

、
互

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(82
)

助
性
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
互
助
の
視
点
か
ら
も
合
作
社

へ
の
傾
倒
が
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
衙
前
農
民
協
会
は
オ
ウ
エ
ン
の

「
協
同
村
」
の
影
響
を
最
も
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
二

一
年
段
階
に
は
減
租
闘
争
に
従
事
し

た
以
外
、
合
作
社
と
し
て
生
産
、
消
費
活
動
を
行
な

っ
た
事
実
は
見
当
ら
ず
、
そ
れ
故
に
こ
そ
沈
玄
盧
の
村
単
位

の
合
作
社
構
想

の

一
部
を
実
現
し
た

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(83
)

未
完
成

の

「農
村
合
作
社
」
と

考
え

る

の
が
最
も
妥
当

で
あ

ろ
う
。

中
国
初
期
合
作
社

史
論

六
八
七



中
国
国
民
革
命

の
研
究

六
八
八

お
 

わ
 

り
 

に

 
ま
ず
第

一
に
、
二
〇
年
末
ま
で
の
合
作
運
動
史
を
時
期
区
分
す
る
と
、
〈第

1
期
〉

は
辛
亥
革
命
前
後
か
ら
二
三
年
ま
で
で
、
協
同
組
合
思
想
の
中

国

へ
の
流
入
、
宣
伝
、
初
め
て
の
実
践
時
期
で
あ

っ
た
。
第
1
期
は
、
前
後
期
に
小
区
分
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
前
期
は
研
究
を
主
流
に
し
な
が
ら
す
で

に
そ
の
重
要
性
に
も
気
づ
き
始
め
、
実
現
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
合
作
社
組
織
化
の
意
思
が
あ

っ
た
時
期
と
い
え
よ
う
。
後
期
は
五
四
運
動
を
画
期

と
し
、
研
究
深
化
と
同
時
に
、
本
格
的
宣
伝
も
開
始
さ
れ
、
実
践

へ
と
転
換
し
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
中
核
は
経
済
か
ら

「救
国
」
を
考
え
た
知
識
人
、

学
生
主
導
型
で
、
合
作
主
義

の
独
立
性
を
標
榜
し
た
民
間
社
会
運
動
と
し
て
の
特
徴
を
有
し
、
上
海
か
ら
湖
南
、
広
東
、
漸
江
、
四
川
、
江
西
等
々
に

波
及
し
て
い
く
形
を
と
る
。
な
お
、
朱
、
徐
、
醇

の
役
割
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
朱
は
辛
亥
時
期
の
思
想
を
継
承
し
、
農
村
、
都
市
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
て
い
る
の
に
対
し
、
徐
は
都
市
重
点
型

へ
の
転
換
、
醇
は
宣
伝
、
実
践
と
い
う
構
図
に
な
る
。
す
で
に
別
稿

「中
国
国
民
党
に
お
け
る
合
作
社

の

起
点
と
展
開
」
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
か
ら
、

一
応

〈第
2
期
〉
以
降
も
書
い
て
お
く
と
、
初
期
合
作
社
が
崩
壊
し
、
国
民
党
が
合
作
社
を
重
視
し
始

め
た
時
期
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
二
四
年

一
月
国
民
党
第

一
次
全
国
代
表
大
会
宣
言
で

「農
村
組
織
の
改
良
」
、
「農
民
生
活
の
増
進
」
が
盛
込
ま
れ
、
そ

の
手
段
と
し
て
合
作
社
問
題
が
重
視
さ
れ
、
ま
た

『
省
行
政
大
綱
』
『農
工
庁
組
織
法
』
『農
民
協
会
章
程
』
『
工
会
条
令
』
『商
民
協
会
章
程
』
に
も
全

て
合
作
事
業
提
唱
が
明
記
さ
れ
る
。
六
月
国
民
党
初
の
合
作
社
の
中
央
執
行
委
員
会
内
設
立
、
七
月
合
作
主
義
者
と
国
共
両
党
員
合
体
の
中
国
合
作
運

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1
)

動
協
会
の
設
立
。
二
五
年
五
月
以
降
の
農
民
協
会
内
の
合
作
社
設
立
模
索
時
期
。
二
六
年
に
は
農
民
信
用
合
作
社
も
組
織
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
華
洋

義
賑
会
は
す
で
に
二
三
年
か
ら
徐
々
に
合
作
社
組
織
化
を
開
始
し
て
い
る
が
そ
れ
が
本
格
化
す
る
の
は
二
五
年
で
あ
り
、
第
2
期
に
含
め
る
の
が
妥
当

で
あ

ろ
う
。
〈第

3
期
〉
は
二
七
年
七
月
醇
仙
舟
が

「全
国
合
作
社
法
案
」
を
蒋
介
石
、
胡
漢
民
に
提
出
し
た
こ
と
で
開
始
さ
れ
る
。
二
八
年
八
月

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2
)

「
七
項
運
動
」

の

一
つ
に
組

み
込

ま
れ
、

国
民
政
府

の
合

作
事
業

が
江
蘇

省
中
心
に
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
時
期

で
、

一
方
共
産
党
も

ソ
ビ

エ
ト
区

で

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(3
)

独
自

の
合
作
運
動
を
展

開
し
始

め

、
三
〇
年
代

の
合
作
事

業

(
運
動
)
全

面
展
開
に
繋
が

っ
て
い
く
時
期
と

い
え
る
。



 
第
二
に
、
理
論
と
実
践
、
実
状
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
ま
ず
ω
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
式
に
最
も
強

い
影
響
を
受
け
た
。
こ
れ
は
産
業
革
命
後

の
先
進
国
型
協
同
組
合
で
あ
り
、
農
業
国
家
た
る
中
国

へ
の
適
用
は
客
観
的
に
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
合
作
運
動
指
導
者
が
都
市
に
集
中
し
て
い

た
こ
と
に
よ
り
、
消
費
合
作
社
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、
大
学
や
労
働
者
の
問
に
設
立
基
盤
を
見

い
だ
し
た
と
い
え
よ
う
。
次
い
で
、
②
信
用
合
作

社
は
ド
イ
ツ
の
シ

ュ
ル
ツ
ェ
、
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
両
型
か
ら
影
響
を
受
け
、
特
に
前
者
か
ら
影
響
を
受
け
た
の
が
上
海
国
民
合
作
儲
蓄
銀
行
、
後
者
か

ら
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
成
都
農
工
合
作
儲
蓄
社
と
い
え
よ
う
。
㈲
生
産
合
作
社
は
フ
ラ
ン
ス
に
注
目
し
な
が
ら
も
、
同
国
の
政
府
保
護

形
態
を
採
る
大
規
模
工
業
協
同
組
合
の
中
国

へ
の
適
用
は
不
可
能
と
考
え
ら
れ
、
大
同
合
作
社
は
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
式
、
オ
ウ

エ
ン
的

「
農
工

一
体
共
同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4
)

社
会
」
、
無
政
府
主
義
、
工
読
互
助
運
動
、
「新
し
い
村
」
等
々
の
混
合
体
と
い
う
特
殊
な
形
態
を
採

っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
生
産
合
作
社
は
工
会
、
罷

工
と
の
関
連
が
深
く
、
労
働
者
の
経
済
基
盤
、
も
し
く
は
生
活
防
衛
組
織
と
し
て
の
色
彩
を
濃
厚
に
有
し
て
い
た
。
日
本
の

「
産
業
組
合
」
の
影
響
は
、

 
(5
)

別
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
日
本

の

『
産
業
組
合
法
』
(
一
九
〇
〇
年
)
等

の
影
響
を
受
け
た
戴
季
陶
を
除
け
ば
、
北
京
大
学
堂
の
科
目
等
、
五
四

運
動
以
前
に
影
響
を
受
け
、
直
接
実
践
に
は
結
び
つ
か
ず
、
徐
槍
水
、
干
樹
徳
ら
は
日
本
で
開
眼
し
た
と
は
い
え
、
む
し
ろ
日
本
が
影
響
を
受
け
た
ド

イ
ツ
等
に
目
を
向
け
た
。
酪
農
主
体
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
農
業
協
同
組
合
に

つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
る
場
合
が
あ

っ
て
も
、
そ
の
影
響
は
実
質
的
に
ほ
と
ん

ど
な
く
、
そ
れ
は
三
〇
年
代
の
梁
漱
漠
に
よ
る
郷
村
建
設
運
動
以
降
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

 
第
三
に
、
二
四
年
頃
ま
で
に
初
期
合
作
社

の
ほ
と
ん
ど
が
崩
壊
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
の
要
因
で
あ
る
が
、
ω
民
衆
の
組
織
能
力
の
欠
如
、
と
り
わ
け

経
営
力
不
足
か
ら
経
営
難
に
陥

っ
た
。
図
華
洋
義
賑
会
の
如
き
政
治
、
経
済
的
バ
ッ
ク
が
な
か

っ
た
。
㈹
農
村
国
家
た
る
中
国
で
の
都
市
型
合
作
社
の

不
適
合
と
と
も
に
、
特
に
重
大
な
要
因
は
ω
合
作
社
保
護
、
優
遇
の
合
作
社
法
が
未
成
立
な
ば
か
り
か
、
逆
に
軍
閥
政
府
は
合
作
運
動
を
危
険
視
し
、

妨
害
、
弾
圧
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
平
民
」
も
妨
害
を
受
け
た
が
、
そ
の
主
要
対
象
と
さ
れ
た
の
は
生
産
合
作
社
で
、
『平
民
』
等

の
影
響
を
受

け
た
労
働
者
が
自
発
的
に
組
織
し
た
た
め
、
労
働
運
動
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
解
さ
れ
、
特
に
危
険
視
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
合
作
主

義
者
は
否
定
を
繰
り
返
し
た
が
、
軍
閥
に
弾
圧
さ
れ
る
必
然
性
は
当
然
あ

っ
た
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
な
ぜ
な
ら

「
救
国
」
、
経
済
改
造
思
想
と
し

て
中
国
に
流
入
、
そ
の
結
果
生
れ
た
中
国
合
作
運
動
は
反
権
力
、
反
封
建
主
義
は
当
然
の
こ
と
、
さ
ら
に
は
日
貨
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
た
め
の
経
済
基
盤
育

中

国
初
期
合
作
社
史
論
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 六
九
〇

成
、
流
通
機
構

の
改
造
、
搾
取

へ
の
対
抗

、
資
本
家
と

の
地
位

の
逆
転
等

々
、
反
資
本
主
義

、
反
帝

国
主
義

の
志
向

を
当

初
か
ら
濃
厚

に
有
し
て

い
た

か
ら

で
あ

る
。

 
第
四
に
、
合
作
主
義
と
無
政
府
主
義
の
関
連
を
論
じ
て
お
き
た
い
。
合
作
主
義
者
は
無
政
府
主
義
を
批
判
し
な
が
ら
も
目
的
、
理
想
は
同
じ
で
あ
り
、

互

い
に
排
斥
す
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
、
か
つ

「
互
助
」
と
い
う
共
通
項
を
有
し
て
い
た
。

一
方
無
政
府
主
義
側
と
し
て
は
、
李
石
曾
が
工
会
と
と

も
に
合
作
社
を
極
め
て
重
視
し
、
さ
ら
に
呉
稚
暉
と
の
関
係
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
憧
代
英
の
群
書
社
と

の
関
連
も
あ
る
。
そ
の
実
践

へ
の
動
き
と
し

て
注
目
す

べ
き
は
、
二

一
年
無
政
府
主
義
者

の
設
立
し
た
広
州
工
人
合
助
社
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
五
四
運
動
後
、
無
政
府
主
義
者
の
学
生
が
、
特
に
手

工
業
労
働
者
と
団
結
す
る
た
め
創
立
し
た
も
の
で
、
彼
ら
は
手
工
業
会
館

や
作
坊
に
行
き
、
工
会

の
組
織
化
を
進
め
、
待
遇
改
善
、
八
時
間
労
働
、
賃

上
げ
等
を
行
な
わ
せ
た
。
か
く
し
て
工
人
合
助
社
は
四
〇
以
上
の
手
工
業
工
会

(労
働
者
三
〇
〇
〇
余
)
の
設
立
を
援
助
し
た
の
み
な
ら
ず
、
「
補
習

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
(6
)

夜
班
」
を

設
立
、
識
字
教

育
を
施

し

た
と

い
う
。
と

こ
ろ
で
彼
ら
は
合
作

工
廠
設
立

の
計

画
を

立

て
、
『
平
民
」

に
書
簡
を
寄

こ
し
、
組
織
法
、
分
配

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

  
 

法

、
管

理
法

に

つ
い
て
指

導
を
仰

い
で
い
る
。

こ
う
し
た
形

で
の

『
平
民
』
と

の
具
体
的
接
触
も
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、

こ
の
時
期
合
作
社

は
無
政
府
主

義

者

の
み
な
ら
ず

、
国
民
党
員
、

共
産
主
義
者
、
さ
ら
に

は
張
君
勘

に
示
さ
れ
る
如
く
国
家
主
義
者
を
含
む

一
つ
の
共
通
項

で
あ
り
、
自

ら
の
運
動
を

支
え

る

一
つ
の
手

段
と
考
え

ら
れ

て
い
た
。

 
第
五
に
、
華
洋
義
賑
会
は
ア
メ
リ
カ
資
本
を
用
い
て
ラ
イ

フ
ァ
イ
ゼ
ン
型
農
村
信
用
合
作
社

(無
限
責
任
)
を
設
立
し
、
農
村
救
済
、
復
興
、
農
村

経
済
自
立
化
を
目
指
し
、
キ
リ
ス
ト
教
理
念
で
指
導
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
中
国
初
期
合
作
社

(主
に
有
限
責
任
)
は
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
式
を
主
流

に
は
し
た
が
、
当
初
消
費
、
信
用
、
生
産
各
合
作
社
の
多
様
な
可
能
性
を
示
し
、
「救
国
」
の
経
済
改
造
思
想
に
基
づ
い
て
お
り
、
反
資
本
主
義
的
、

労
働
者
や
農
民
の
解
放
、
中
間
搾
取
批
判
等
を
目
標
に
非
宗
教
的
で
あ

っ
た
。
な
お
、
川
井
悟
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
華
洋
義
賑
会
に
は
多
く
の
外
国

人
が
参
加
し
て
い
た
麓
官
初
期
合
作
社

へ
の
外
国
人
参
加
は
見
ら
れ
ず
、
資
金
も
中
国
人
の
資
金
で
運
営
さ
れ
て
い
た
。
上
海
中
心
で
、
二
三
、
二
四

年
で
終
末
を
迎
え
る
初
期
合
作
運
動
と
、
二
三
年
か
ら
河
北
省
中
心
に
開
始
さ
れ
る
華
洋
義
賑
会
と
は
、

一
、
二
年
重
な
る
だ
け
で
運
動
、
組
織
的
に

実
質
的
な
意
味
で
の
相
互
関
連
性
は
あ
ま
り
な
い
。
人
的
重
複
と
し
て
は
、
初
期
合
作
運
動
の
指
導
者
干
樹
徳
が
華
洋
義
賑
会
の
合
作
運
動
指
導
者
と



な
る
こ
と
、
及
び
二
一二
年
六
月
、
二
四
年
二
月
華
洋
義
賑
会
が
南
京
金
陵
大
学
農
業
経
済
学
科
と
共
同
で
河
北
省
香
河
県
第

一
信
用
合
作
社
、
江
蘇
省

江
寧
県
の
豊
潤
合
作
社
を

一
、
二
社
設
立
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

 
と
も
あ
れ
軍
閥
の
弾
圧
等
で
沈
滞
す
る
合
作
運
動

の
突
破

口
と
し
て
、
自
立
的
運
動

の
姿
勢

の
転
換
、
国
民
党

へ
の
接
近
を
真
剣
に
考
え
始
め
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

張
廷
瀬
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
協
同
組
合
党
を
組
織
し
た
後
、
各
国
も
そ
れ
に
倣
い
、
協
同
組
合
が
発
展
し
た
こ
と
を
述

べ
、
「湖
南
大
同
合
作
社
、
薫
山

(
衙
前
)
農
民
協
会
の
封
鎖
、
我
々
平
民
学
社

の

『
平
民
』

の
郵
送
禁
止
…
…
腐
敗
し
た

(
軍
閥
)
政
府
下
で
合
作
運
動
が
発
展
し
な

い
の
は
こ
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
…
…
も
し
現
在
の
腐
敗
し
た
政
府
を
打
倒
し
、
良
善
な
政
府
を
設
立
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
合
作
主
義
者
は
政
治
活
動
に
参
加
せ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
は
な

い
か
?
 
国
民
党

の
宗
旨
と
党
綱
は
全
て
合
作
主
義
に
合
致
す
る
。
国
民
党
は
中
国
唯

一
無
二
で
、
最
も
完
全
、
最
も
平
民
心

理
に
合
う
政
党
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
合
作
主
義
の
信
徒
は
、
平
民
の
良
善
な
政
府
が
合
作
運
動
の
発
展
を
助
け
る
よ
う
望
む
な
ら
ば
、
当
然
中
国
国

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(10
)

民
党
と
合
作
せ
ざ
る
を
得
な

い
」
と
強
調
す
る
。
か
く
し
て
合
作
主
義

の
主
流
は
二
七
年
七
月
以
降
、
国
民
政
府
下
の
合
作
事
業
に
合
流
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
自
己
実
現
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

 
も
ち
ろ
ん
二
五
年
以
降
も
合
作
主
義
者
に
よ
る
独
自
の
再
建
工
作
も
続
け
ら
れ
て
い
た
。
王
世
穎
は
、
合
作
運
動
は
退
潮
期
に
入
り
、
国
民
合
作
儲

蓄
銀
行
、
武
昌
時
中
合
作
書
社
、
湖
南
安
源
路
鉱
消
費
合
作
社
を
残
し
、
中
国
最
初
の
合
作
社
は
終

っ
て
し
ま

っ
た
と
慨
嘆
し
な
が
ら
も
、
「合
作
運

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(11
)

動
の
復
興
運
動
を
直
ち
に
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
『平
民
』

の
後
を
う
け
て

『覚
悟
』
が
二
五
年

一
〇
、

=

月
各
四

回
ず

つ

「
消
費
合
作
的
史
略
」
「消
費
合
作
的
実
施
問
題
」
を
連
載
し
合
作
運
動
の
継
続
に
懸
命
な
努
力
を
続
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に

『
平
民
』
中

心
の
合
作
運
動
は
沈
滞
し
た
が
、
す
で
に
合
作
運
動
は
発
展
の
可
能
性
を
広
げ

つ
つ
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
合
作
運
動
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
前
述
の
如
く

二
三
年
に
は
華
洋
義
賑
会
が
信
用
合
作
社
組
織
化
を
開
始
、
二
四
年
六
月
国
民
党
初
の
合
作
社
設
立
、
七
月
中
国
合
作
運
動
協
会
も
設
立
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
上
、
合
作
運
動
は
思

い
が
け
ぬ
広
が
り
を
示
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
上
海
各
種
商
店
の
店
員
二
〇
〇
人
で
組
織
す
る
連
合
会
は
そ
の
章
程
で
出
版
物

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(13
)

(
12
)

の
刊
行
、
補
習
学
校
設
立
と
と
も
に
合
作
社
設
立
を
謳

っ
た
。
二
五
年

一
〇
月
頃
、
上
海
大
学
に
消
費
合
作
社
が
設
立
さ
れ
て
い
る
模
様
で
あ
る
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ぬ
 

か

つ
教
育
補
助
、
文
化
促
進
、
青
年
思
想
の
解
放
を
主
張
し
た
商
城
書
社
は
そ
れ
自
体
が
合
作
社
組
織
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
六
年
四
月
江
蘇
省
教
育

中
国
初
期
合
作
社
史

論
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表5 中国初期合作社一覧表(1918,19-1923)

業 種

〈合作研 究 ・宣伝機関〉

平民週刊社

(後,平 民学社に改称)
上海合作同志社

湖南合作期成社

中華合作協進社

斉魯合作同志社鈎
実業益友社

上海職工クラブ

成都普益協社

無錫合作研究社

〈信用合作社〉

上海国民合作儲蓄銀行

成都農工合作儲蓄社

山東平民合作儲蓄銀行㊨

中塀農業協社

第一信用合作社

〈消費合作社〉

北京大学消費公社

食米消費合作社

斉魯消費合作社㊨

学生消費合作社㊨

汕頭米業消費合作社

上海職工合作商店

新会消費合作社

安源路鉱工人消費合作社

同孚消費合作社

平民協社

成立年月

1920.5

(1921。12)

1920.12

1920.12

1920

1921?

1922?

1922.5

1922.6

1923.12

1919.!0

1921.8

1921?

1922.9

1923.6

1918.3

1921

1921?

1920?

1922.4

1922.6

1922.6

1922.7

1922.10

1922?

設立地点

上海

上海

湖南省長沙

ア メ リカ ・ニ ュ ー ヨ ー ク

山東 省 済 南

ア メ リカ ・ニ ュ ー ヨー ク

上 海

四川省成都

江蘇省無錫

上海

四川省成都

山東省済南
四川省

河北省香河

京

海

北

上

山東省済南

上海

広東省汕頭

上海

広東省新会

江西省安源
上海

上海

構成員等

復旦大学教員,学 生

上海,及 びその近郊の教

員,学 生等40余 人

華僑

ワシ ン トン大学留 学生

上 海の職工

聚興誠銀行行員

復旦大学教職員,学 生,

労働 者等 々

農民?(韓 治甫指導)

韓治甫指導
農民対象

教職員,学 生

上海商界連合総会下の飯

店,客 桟,菜 館,工 場,

学堂等,団 体が社員

上海学生連合会

潮汕鉄道労働者

職工 ク ラブの30人

400-500人

工人 クラブ1万3000人

商務印書館職工

黄燈江ら40人発起,部 力子,

葉楚愴ら20人賛同。生産者,

販売者,消 費者の合体

備考(目 的,業 務等)

平民の頭脳 に互助の原理注入。合作主義 を経済改造 の手段 と して宣伝,研 究,実

行。江漸戦争で崩壊(1924.10)

合作主義 の研究,合 作事業 の提唱,合 作人材 の養成

合作主義 の研究,合 作事業 の提唱,宣 伝,講 演 。大同事件 との関連で活動 停止 し

たと推定 される

互助 の精神提唱,言 論,調 査,実 行 。中国国民 の幸福増進

(中国の?)農 労 商同志 との連絡,合 作互助 の精神 提唱。実業問題研 究

資本主義 下の職工 の 自衛,互 助 に よる「群体 の幸福」。合作主義の実行。平民教育

の発 展

五 ・四運動以降の民衆指導。合作主義の研 究。合作事業の提唱,社 会教育

無 産階級 の経済発展,不 平等 消滅,世 界永遠和 平,合 作 原理の研究

「救 国」,平 民経済解放等々。合作主義の提唱,小 営業援助,義 務教育補助,社 会

改造実行

農労経済発展,合 作事業の提唱

成都農工合作儲蓄社の分社

河北農民救済。南京金陵大学と華洋義賑会が協力指導

各種図書,文 具,日 用雑貨の販売。競争 よ り互助重視

米商 の圃積,私 運批判 。「ス トラ イキ は必ず しも効果な し」との意識濃厚 。産米地

の米 を直接運搬,販 売。米価安定 を目指す

政治 のみならず経 済改 造を重視 。酵 に指導 求める。社服務結 団か らさらなる展開

を 目指 す(政 治改造→経済改造)

米 の販売?

日用 品の販売

代表者 陳 日光 。資 本金3000元 。上海での合作社 調査を行な う。米糧,日 用品の販

売 。精米工場兼営 も計画

米,塩,石 油 の販売 と免換

職工励 志会内に設立。米の販 売 と儲蓄

柴,米,油,塩 等,日 用必 需品の販売。信 託,金 融両部 も付設。兼営的



時中合作書報社

中鰯煙業合作商店

継志小学合作商店

南京消費合作社

寧波第一消費合作社

汕頭海員工会合作総公司

成都民治合作蔵書楼⑫

仙桃鎮消費合作社⑮

水口山工人消費合作社

長沙泥木工会内合作社
銅官陶業工会消費合作社④

合作青年書店

合作図書公司㊨

〈生産合作社〉

湖南大同合作社

衙前村農民協会

上海工人合作銀楼

長沙筆業工人合作社

機器鉄工廠㊨

広州工人合助社合作工廠㊨

〈業種不明〉

鉛印工人合作社㊨

茶居工入合作社㊥

1923.1

1923。1

1923.1

1923.1?

1923.3

1923.4

1923?

1923?

1923

1923?

1923?

1923.10

1923末?

1920。10

1921.9

1922.10?

1922.12

1921?

1921?

1923?

1923?

湖北省武昌

四川省

断江省薫山

江蘇省南京

1折江省寧波

広東省汕頭

四川省成都

湖北省

湖南省常寧

湖南省長沙

湖南省銅官

広東省潮州

福建省慶門

湖南省長沙

漸江省薫山
上海

湖南省長沙
上海

広東省広州

湖南省長沙?

湖南省長沙?

武漢教育界の人士,法人,
通信購書人,読 者

生産者,販 売者,消 費者

学生発起
南京金陵大学学生

工商友誼会会員15人

海員工会汕頭支部(支部

長辛楽民)

アンチ モニー鉱 山労働者

第一,第 二工 人寄宿舎 内

工会職員

青年 図書社員

長沙工会員等

沈定一(玄盧)指導,農 民
金銀業工人クラブ労働者

筆業工会員
上海機器工会

広州工人合助社

労働者

茶居工会

和平互助による資本制打破。中文,欧 文図書等の販売

煙草販売 。信 託,金 融両部 も付 設。兼営的。互助,合 作原理 に忠実

日用 品,食 品販売 。商業実習,合 作 生活に慣 れ させ る。合作精神養成

書籍 ・日用 品販売 。上海職工合作 商店経理曹軟飛 に弁法の斜酌乞 う

経済生 活の改造。「通力合作」の精神。棉花,日 用品,食 物等の供給

輸入食 品,西 洋雑 貨,煙 草,酒 等の販売。潮州特産物販売

博愛,平 等 重視。 自発 的互助。図書閲覧。工読互助学校の設立 と子弟入学

国際帝 国主義打倒,好 商独占根 絶。油,塩,米 の販売。時中合作書報社 との関連

深い

生活 防衛(ア ンチモ ニー価格 の下落 による生活圧迫)

ス トライキ勝利後設立

4カ 所 に設立計画

五 ・四運動以後設 立の知識増進 目的の青年図書社 を改編。四大綱 目は新 思潮紹 介,

新文化 鼓吹,新 生活提唱,新 社会創造

資本家 と商人への抵抗。生産,消 費,教 育の三部門 による組織。

21.121折江省長 による軍隊派遣,弾 圧 によって解散

資本家,官 庁への抵抗。失業救済

資本家への抵抗

薩仙 舟,毛 飛に指導 を仰 ぐ。「資 本家,労 働者 両階級 の消滅」

40以 上 の手 工業工 会 を組織 した アナ ーキス ト団体→ 合作工廠設 立計画 を中心 に

「平民』 に指導 を仰 ぐ

ス トライキ勝利後,労 働者の利益のため工会主任(?)謳 影竹が推進

失業工友救済。製品を工団,各 学校の遊芸会等で販売

(出典) a.毛 飛 「続刊感言」 「平民』第11号,1920.7.31,b.「 合作 同志社簡 章」「平民』第11号,同 前, c.寿 勉成,鄭 厚博 『中国合作運動史』1937,63-65頁 等, d.「 無錫

同志創辮合作研 究社 宣言」「平民』第184期,1923.12.15,e.「 中国合作協 進社簡章」「平民』 第25号,1920.11.6, f.「 実業益友社簡章」 『平民 』88期,1922.2.4,9

.黄芸博 「無政府主義者在広州摘工会活動 回憶」『中国無政府主義資料選編』1982,509-510頁,h.「 通信 一広州工 人合助社来函及答函」『平民』75期,1921.10.29, i.「 国

民合作儲蓄銀行 旨趣書 」『平民』第8期,1920.6.19,j.張 廷瀬 「中国合作運動的現状」 『平民』152期,1923.5.5, k.伍 玉璋 『中国合作運動小史』1929,49頁 等,1.

「寧波第一消費合作社草章」『平民』135期,1922.12.30,m.察 心覚 「汕頭海員工 会合作公司」『平民』154期,1923.5.19, n.「 平民協社縁起」『平民』103期,1922.5.20,
o.陸 思安 「組織学生消費合作社的我見」 「覚悟』1920.7.25,P.「 四川 中鰯 葵業合作 商店章程」『平民』160期 ,1923.6.30, q.「 成都 民治合作 蔵書楼」 『平民』142期,

1923。2.24,r.『 上海民 国日報』1921.7.7, s.朱 義析 「中国合作運動発 靱史略」『蒸 京月刊』9巻1期,1932.5, t.『 上海民国 日報』1922。10.18, u.「 通信」『平民』

69期,1921.9.16,v.「 湖南省合 作社 消息一束」 『平民』157期,1923.6.9, w.「 仙桃鎮消費合作社徴 求社員書」 「平民』170期,1923.9.8等 々か ら作成。 その他,

1921年 頃,カ リフ ォルニアで李道本 ら華僑の合作 儲蓄銀行,合 作商店設立の動 きが あるが,設 立 されたか否 か不 明。 また23年 末,武 漢学生の儲 蓄会か ら消費合作社への拡

充 の動 向や同地 の小学校教 職員,学 生に よる信用,消 費合作社組織 化のため,平 民学社 に指導 を求 める動 きがあった。なお,23年5月 以前に中国大学消費公社,中 華大学

消費公社,神 州女 学消 費公社,春 暉中学消費公社 も設立 されてい る模様であ る。⑫ は章程か計画 を出 し,設 立 可能性 のある もの。
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中
国
国
民
革
命

の
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六
九
四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(15
)

会
で
成
立
会
を
開
催
し
た
家
庭
合
作
社
は
厳
密
な
合
作
原
理
で
組
織
さ
れ
、
日
用
品
製
造
、
供
給
を
業
務
と
し
た
。

 
の
み
な
ら
ず
、
北
京
政
府
方
面
で
も
揺
れ
を
示
し
、
二
四
年
九
月
農
商
部
開
催

の
中
国
第

一
回
実
業
会
議
で
、
合
作
社
法
制
定
を
求
め
、
四
川
代
表

が

「
呈
請
政
府
制
定
各
農
工
合
作
社
法
律
建
議
案
」
を
、
ま
た
山
西
代
表
が

「請
速
定
産
業
組
合
法
以
維
持
経
済
案
」
を
提
案
し
た
が
、
北
京
政
府
の

 
 
 
 
 
 
 
 
(16
)

無
理
解
で
失
敗
し
た
。
だ
が
、
二
五
年

一
〇
月
第

=

回
全
国
教
育
連
合
会
で
広
西
省
教
育
会
提
出
の

「
中
等
以
上
学
校
庁
消
費
合
作
社
案
」
は
採
択

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
学
校
内
に
消
費
合
作
社
を
設
立
す
る
利
点
と
し
て
①
経
済
訓
練

の
手
段
、
②
自
治
、
互
助
の
諸
美
徳
の
養
成
、
③
家
庭
の
学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(17
)

費
負
担
の
軽
減
と
貯
蓄
習
慣

の
養
成
を
あ
げ
て
い
る
。
だ
が
、
二
七
年

一
月
に
は
華
洋
義
賑
会
ま
で
も
が
妨
害
に
あ

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
北
京
政

府
農
工
部
は
華
洋
義
賑
会
下
の
信
用
合
作
社
が
自
ら
の
立
法
権
を
有
し
、
法
律
、
官
所
の
拘
束
を
受
け
ず
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
行
政
権
を
犯
す
も

の
で
あ
る
と
声
明
し
た
。
そ
れ
に
対
し
華
洋
義
賑
会
側
は
合
作
社
が
社
会
に
有
益
で
、
政
治
経
済
組
織
に
干
渉
を
加
え
な
い
と
弁
明
、
全
面
禁
止
は
免

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

(18
)

れ

た

が

、

そ

の
発

展

は

一
頓

挫

す

る

に

至

っ
た

と

い

う

。

注
は
 

じ
 

め
 

に

(
1
)
 

こ
の
時
期

の
合
作

社
研
究
、
も
し
く
は
そ
れ
に
触
れ

て
い
る
も

の
と
し

て
は
、

日
本

で
は
①
加

藤
祐
三

「中

国
の
初
期
合
作
社
」

(
ア
ジ

ア
経
済
研
究

所

「
ア
ジ

ア

の
農
業
協

同
組

合
』

一
九
七
三
年
)

が

二
〇
ー

四

〇
年
代

の
合
作
社
全

体
を

「
初
期
合
作
社
」
と
命
名
、
先
駆
的

に
人
民
共
和
国
成
立
以
前

の
合
作
社
全
体
を

簡
潔
に
ま
と
め
貴
重

で
あ
る
。
た
だ

二
〇
年
代

は
当
時

の
合
作
運
動

の
実
態
、
意

義

の
解
明
等
、
不
十
分

で
、
か

つ
北
京
大
学
消
費
公
社

の
設
立
を
過
大

に
評
価

し

た
た
め
に
、
河
北
省
中
心
に
合
作
社
が
設
立
さ
れ
た
と
す

る
な
ど
事
実
誤
認
も
あ

る
。
だ
が
、
史
料
が
不
十
分

で
あ

っ
た
時
期

で
も
あ
り

、
止

む
を
得

ぬ
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。
②

川
井
悟

「
華
洋
義
賑
会
と
中
国
農
村
」

(
『
五
四
運
動

の
研
究
』
第

二

函
、
同
朋
舎
、

一
九
八
三
年
)

は
華
洋
義
賑
会

下
の
信
用
合
作
社
を
高

く
評
価

、

「
地
主
、
富
農

に
よ

る
支
配
」
と
す

る
通
説
を
真
向

か
ら
批

判
し
た
力
作
で
あ
る
。

し
か
し
中
国
独
自

の
合
作
運
動
を
捨
象
、
五

四
運
動
と

の
関
連

の
不
明
確
、
主
要

に
経
済
効
率
、
資
金
回
収
率
か
ら

の
み
組
織

の

「
健
全
化
」
を
立
証
す

る
点

に
は

疑
問
も
残
る
。
中
国

で
は
、
③
米
鴻
才
、
邸
文
祥
、
陳
乾
梓
編
著

『合
作
社
発
展

簡
史
』

(中

共
中
央
党
校

出
版
社
、

一
九

八
八
年
)
は
概
説

で
あ
り
、
協
同
組
合

理
論
、
世
界

の
協
同
組
合
、
中
国

の
合
作
社
史
を
通
観
す

る
上
で
は
便
利
だ

が
、

こ
の
時
期

の
合
作
社

に
関
し
て
は
実

証
的
に
そ
の
多

面
的
活

動
、
意
義

を
知

る
上

で
は
不
適
当

で
あ

る
。

た
だ

、
共
産
党
系

の
合
作
社

の
み
な
ら
ず
、
国
民
政
府
下

の
合
作
社
、
華
洋
義
賑
会

の
合
作
社

、
梁
漱
漠
指
導

の
合
作
社

、
及
び
工
業
合

作

運
動
も
論
じ

て
お
り
、
新
た
な
動
向
と

し
て
注

目
さ
れ
る
。
④

張
允
侯

「論

五
四

時
期

的
合
作
主
義

思
潮
」

(
一
九

八
九
年

一
〇
月

二
六

日
、
京

都
大
学

人
文
科

学

研
究
所

で
の
報
告
)

は

「
こ
の
時
期

の
合
作
社

研
究

は
知

っ
て

い
る
限
り
全

く
な

い
」
と

い
う
中

国
の
現
状
を
紹
介

し
な
が
ら
、
中
国
近
現
代

思
想
史

の
側
面
か
ら

本
格

的
報
告
を

行
な

い
、
と
り
わ
け
李
石
曾
中
心
に
無
政
府
主
義
者

の
合
作
思
想



を
明
ら
か

に
し
た
意
義

は
大

き

い
。
た
だ
、

「
互
助
」

は
無
政
府
主
義

の
観
点
、

合

作
主
義

は

「
空
想
的
社
会
主
義
」

の
観
点
と
割
り
切
ら
れ

て
過
ぎ

て
い
る
点
等

は
気
に
掛

か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
報
告
は
豊
富
な
内
容
を
持

っ
て
お
り
、
出

版

後
に
本
格
的
な
論
評
に
取
り
組
み
た

い
。

(
2
) 

こ
う
し
た
研
究
状
況
を
反
映
し

て
、
漠
然
と
中
国
合
作
社
が

日
本

や
デ
ン

マ
ー

 
 
ク

の
影
響

で
開
始
し
た

と
推

論
し
た
り

(
「
中
国
経
済
史

の
探

究
』

汲
古
書
院
、

 
 

一
九
八
九
年

、
三
ニ
ー

三
四
頁
)
、
25
年

5
月
広
東

省
農
民
協
会
第

一
回
会
議

か

 
 
ら
開
始

さ
れ
た
と
す

る

(
『新

版
協
同
組
合
事

典
』

家

の
光
協
会

、

一
九

八
六
年

 
 
所
収
、
山

本
秀
夫

「
中
国
合
作

社
」
)
な
ど
基
本

的
な
事
実

の
誤

認
ま

で
も
見
受

 
 
け
ら
れ
、
結
果
的

に
、
そ

こ
か
ら

三
〇
、

四
〇
年
代

の
合
作
運
動

も
立
論

さ
れ
る

 
 

こ
と
に
な

る
の
は

や
は
り
問
題

で
あ

ろ
う
。

(
3
) 

こ
こ
で
は
史
料
価
値
が
高
く
、
本
稿

で
も
引
用

し
た
も

の
を
中
心

に
論

じ
る
。

 
 
ま
ず
①

伍
玉
璋

『中

国
合
作
運
動
小
史
』

(
中
国
合
作
学
社
、

一
九

二
九
年
。

以

 
 
下
、
『
小
史
』
と
略
称
)
。
伍
が
初
期
合
作
運
動

の
指
導
者

の

一
人
で
、
体

験
を

通

 
 
し
て
本
書
を
書

い
て

い
る
。
そ
れ
故

、

一
級
史
料

と
も

い
い
う

る
も
の
で
あ
る
.

 
 
初
期
合
作
運
動

の
時
期

区
分
は

一
九
年

か
ら
二
七
年
ま
で
と
し
、
新
た
な
画
期
を

 
 
北
伐
成
功

に
求

め
る
。
辛
亥
時
期

の
協

同
組
合

思
想
流
入
の
評
価
は
低
く
、
そ
れ

 
 
と

切
り
離

し
、

五
四
運
動

か
ら
開
始
さ
れ
た
と
す
る
。
実
態
説
明
は
不
十
分
と
は

 
 
い
え
、

「宣
伝
者
」
朱
進
之

、
徐
槍
水

、
及
び

「
発
揚
者
」

蘇
仙
舟

の
三
人
、
「
先

 
 
鋒
社
」
平

民
週

刊
社
と

い
う
基
本

的
枠

組
を
提
示
し
た
意
義
は
大
き

い
。
②
寿
勉

 
 
成

、
鄭
厚
博

『
中
国
合
作

運
動
史
』

(
正
中
書
局
、

一
九
三
七
年
。
以
下
、
『
運
動

 
 
史
』

と
略
称
)
。
寿

は
三
〇
、

四
〇
年

代

の
国
民

政
府

(
C
C
系

で
、
陳

果
夫
系

 
 
列

)
の
著
名

な
合
作

運
動
指
導

者
で
あ
り
、
本
書
は
国
民
党
か
ら
見
た
合
作
運
動

 
 
と

い
う
形
態
を
採

っ
て

い
る
。
五
四
運
動
以
前

は
ほ
ぼ
切
り
捨

て
、
時
期
区
分
は

 
 
伍
と
大
体

同
じ
で
南
京
政
府

成
立
を
画
期
と

し
、
「
宣
伝
者
」

「発
揚

者
」

「
先
鋒

 
 
社
」
と

い
う
構
図
は
全
く
同
じ

で
あ
る
。
だ
が
、
醇
仙
舟
に
は
重
点
が
置
か
れ
、

 
 
結
果
的
に
酵
と
国
民
党

の
関
係
が
強
調
さ
れ
、

二
三
年
ま

で
の
初
期
合
作
社

の
独

 
 
立
性
と

い
う
特
質
が
ぼ
か
さ
れ

て
い
る
。
実
証
面

で
は
酵
と
北
京
大
学
消
費
公
社

 
 
以
外
、
進
展

を
見
せ

て

い
な

い
。
③
朱
義
析

「
中
国
合
作
運

動
発
靭
史
略
」

「燕

中
国
初
期
合
作
社
史
論

京
月
刊
』
九
巻

一
期

(
一
九

三
二
年

五
月
)

は
醇

の
高
評
価

に
対

し
、
朱

、
徐

は

合
作
研
究
者

一
般

の
中

に
還
元
さ
れ
る
。
合
作
社
、
宣
伝
機

関
、
農
村
合
作
社

の

「
最
初
」
と
し

て
北
京
大
学
消
費
公
社
、
平
民
学
杜
、
華
洋
義

賑
会

の
み
を
と
り

あ
げ
、
北
京
大
学
消
費
公
社

の
内
容
だ

け
が
深
ま

っ
て

い
る
。

そ
の
他

の
合
作
社

は
簡
略

に
羅
列

さ
れ
て

い
る
だ

け
で
あ

り
、
見
る

べ
き

も
の
は
な

い
。
④

鄭
林
荘

「
中
国
合
作
運

動
史
初
稿
」
、
燕
京

大
学
経
済
学
会

『
経
済
学
報
』

一
期

(
一
九

四
〇
年

五
月
)

は
時
期

区
分
に
力
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
第

一
期

「
思
想
伝
播
時

期
」

(清
末
-

二
〇
年

)
、
第
二
期

「
運
動
創
始

時
期
」

(
二
〇
1

二
三
年
)
、
第
三

期

「
農
業
合
作

時
期
」

(
二
三
-

二
八
年
)
、
第

四
期

「
(
南
京
国
民
)
政
府

唱
導

時

期
」

(二

八
-

三
七
年
)
と
分

け
、
立
論
す

る
。
第

一
期
で
、

二
〇
年
前
後

出

版

の
何
海

鳴

『
中
国
社

会
政
策
』

か
ら
合
作
社
提
唱

の
意
思
を
認
め
、
そ

の
後
、

朱

、
徐

、
醇
を

ほ
ぼ
並

列
に
扱

い
、
平
民
週
刊
社
は
酵
を
説
明
す
る
便
宜
上
触
れ

ら
れ
る
。
第
二
期
は
信
用
二
、
生
産
四
、
消
費

一
五
と

い
う
数
字
を
示
し
な
が
ら
、

北
京
大

学
消
費

公
社
、
上
海
国
民
合
作
儲
蓄
銀
行
、
衙
前

(
農
民
協
会
)
等
を
例

に
出
し
、
合
作
思
想
は
す
で
に
国
内
に
広
ま
り
、
そ

の
重
点
は
消
費
合
作
社
と

い

う
。
「
農
業
合
作

時
期
」

は
華
洋
義

賑
会

の
合
作

社
組
織
化
を

メ
ル
ク

マ
ー

ル
と

す
る
。
以
上

の
著
書
、
論
文
か
ら
、
五

四
運
動
以
前

の
協
同
組
合
思
想

の
扱

い
方
、

「
三
人

の
先
駆
者
」
問
題
、
各
合
作
社

の
実
態
把
握
が
進
展
し

て
い
な

い
問
題
、

及
び
時
期
区
分

の
問
題
等
が
浮
か
び
上
が
る
。

二
〇
年
代
に
関
し

て
は
、
『
小
史
』

に
依
拠
し

て

『
運
動
史
』
、
朱
乃
康

『
中
華
民
国
産
業
組
合
運
動
史
』

(高
陽
書
院
、

一
九

三
六
年
)
及
び
陳

仲
明

「
民
元
来
我

国
之
合
作
運
動
」

(周

開
慶
主
編

『
民

国
経
済

史
』

一
九
六

七
年
)
等

の
各
論
文

が
書
か
れ
、
『
運
動
史
』

を
ほ
ぼ
踏
襲

し
た
形

で

『
革
命
文
献
』
が
編
纂
さ
れ
た
。
元

々
の
史
料

や
事
実

の
検
討
を
怠

っ

た
た
め
、
同
じ
個
所
が
繰
り
返
し
引
用
さ
れ
、
実
証
的

に
深
ま

ら
ず
、
と
り
わ

け

各
合
作
社

の
実
態
把
握
、
考
察

は
進
展

し
な
か

っ
た

の
で
あ

る
。
そ

の
極
端
な
例

が
衙
前
農
民
協
会
と

い
え

よ
う

。
そ
れ
故
、
本
稿

は
こ
の
よ
う

な
戦
前

の
研
究

蓄

積
を
踏
ま
え
な

が
ら
も

、
羅
列

さ
れ
て

い
た
辛
亥
時
期

の
協

同
組
合

関
係
論
文

の

内
容

の
再
検
討

、
朱
進

之
と
徐
槍
水

の
役
割

の
違

い
の
分
析

、
独
自

な
時
期

区
分

の
作
成

、
初
期
合
作
社

時
期

に
お
け
る
消
費
合
作
社
主

流
に
な
る
時
期

の
確
定

、

六
九
五



第

中
国
国
民
革
命

の
研
究

合
作
社

の
地
区
別
普
及

の
状
況

の
把
握
等
々
を
行
な
う
と
同
時

に
、
と
り
わ
け
新

た
な
史
料

、
新

事
実

の
発
掘
を
行
な

い
、
各
合
作
社

の
実
態
把
握
を
実
証
的

に
進

展

さ
せ
る
努
力

を
払

っ
た
。

章

(
1
) 

鄭
林
荘

、
前

掲
論
文
。
加
藤
祐
三
、
前
掲
論
文
等
参
照
。

(
2
) 

屈
万
里
主
編

『
京
師
大
学
堂
』
台
湾
大
学
出
版
、

一
九
七

〇
年
参
照

。

(
3
) 

『
小
史
』

一
五
頁
と
本
稿
各
所
。

(
4
)

例
え

ば
子
樹

徳

「
我
之

『産

業
合
作
社
』
観
」

『覚

悟
』

一
九

二
〇
年
七
月

一

一
日

の
付
記
で
、
郡
力
子
が

「
合
作
社
」

へ
の
統

一
を
要
望

し
て
い
る
。
な

お
、

『
覚
悟
」

は

『
上
海
民
国
日
報
』
副
刊
。

(
5
) 

徐
槍
水

「平

民
銀
行

之
商
権
」
『
銀
行

週
報
』

三
巻
三

六
号

、

一
九

一
九
年

九

 

 
月
三
〇
日
。

(
6
) 

萢
履
吉

「消

費
合
作
社
底

目
的
」

「平

民
」

=

○
期
、

一
九

二
二
年
七
月

八

 

 
日
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

"

(
7
) 

鄭
林
荘
、
前
掲
論
文
。

(
8
)
 
「
論
消
費
組
合

(
一
)
」
『
民
立
報
』

一
九

一
二
年

四
月

二
二
日
。

(
9
)
 
播
詠

雷

「
論
農
業
組

合
為
改
良
農

務
之
要
図
」

『農
林

公
報
』
第

二
年

}
期
、

 

 

一
九

=
二
年

一
月

一
五
日
。

(
10
)
 
播
詠
雷

「救

済
小

農
金
融
論
」
『
農
林

公
報
』
第

二
年

五
期
、

一
九

一
三
年
三

 
 
月

一
五
日
。

(
11
)
 
崔
学

材

「
産
業
組

合
之
効
用
」

『農
林

公
報
』
第

二
年

六
期
、

一
九

=

二
年
三

 
 
月
三
〇
日
。

(
12
)
 
播
承

業

「
信

用
組

合
論
」
『
中
央
商

学
会
雑
誌
』
第

一
巻
第

一
冊
、

一
九

一
三

年

二
月

一
五

日
。

そ

の
他

、
鄭
林
荘
、

前
掲
論

文
に

は
示
さ

れ
て

い
な

い
が
、

「論

我
国
小

企
業
家
当
速
着
手

於
産
業
組
合
」

『
東
方
雑
誌
』
九
巻

二
号

(
一
九

一
二
年

八
月
)
が
小
企
業
家

、
中
等

社
会

の
人
民
が
自
救
、
自
立
、
大
企
業
家

へ

の
対

抗
、
及
び
社
会
改
良

の
手
段
と
し

て
、
早
急

に

「
信
用
組
合
」
「
販
売
組
合
」

「購
買
組
合
」

「
(
工
業
)
産
業
組
合
」
を
組
織
す
る

こ
と
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

六
九
六

こ
れ
も

一
二
年
発
行

で
あ
り
、

一
二
年

に
は
合
作
社
設
立

の
意
思
が
あ

っ
た
と
考

え

て
間
違

い
な

い
。

(
13
) 

鄭
林
荘
、
前
掲
論
文
。

(
14
) 

朱
乃
康
、
前
掲
書
、

へ
九

⊥

一〇
頁
。
『
小
史
』

一
五
頁
等
。

(
15
)
 
陸

思
安

「
合
作
運

動
的
研
究
」

『覚
悟
』

一
九

二
〇
年

七
月
二
六

日
。
飽
思
信

「
『
消
費
合
作
社
』
与
謀
利
商
店
的
利
害
観
」

『平
民
』

一
八
号

、

一
九

二
〇
年
九

月

一
八
日
。

な
お

『平

民
』

は

『
上
海
民
国

日
報
」

副
刊
。

(
16
) 

『
小
史
』
九
頁
。

(
17
) 

朱
進

(之
)

「促
国
民
自
設
平
民
銀
行
」

『東
方
雑
誌
』

一
六
巻

八
号

、

一
九

一

九
年

八

月
。

な
お
、
北
京

大
学
学

生
が
青

島
問
題

で
日
貨

ボ
イ

コ

ッ
ト

の
た
め

「消
費
公
社
」
を
、

ま
た
学
生

連
合
会

も
全

国
学
界

「
消
費
社
」

設
立
を
提
議
し

て

い
る

(永
詐

「
説
産
業
公
会
」

『
銀
行
週
報
』

三
巻

一
九
号
、

一
九

一
九
年
六

月

三
日
)。

(
18
)
 

こ

こ
で

両
型

を
簡

単

に
説

明

し

よ
う
。
①

シ

ュ
ル

ツ

ェ
型
ー

シ

ュ
ル

ツ

ェ

 
 

(国
Φ
§

薗
目

ω
9
巳
NP

一
八
〇

八
ー

一
八
八

三
)

は
都
市

の
手

工
業

者
、
労
働

者
の
貧
窮
問
題
を
打
開
す
る
た
め
、
都
市
型
信
用
協
同
組
合
か
ら
出
発
し
、
短
期

信
用
貸

付
を

柱
に
営
業
地
域
を
拡
大
し
、
出
資
金

へ
の
配
当
を
認
め
た
。

こ
の
方

式

は
キ
リ

ス
ト
教
的
倫
理
観
、
慈
善
的
理
念
を
排
斥
、
組
合
員

の
自
己
資
本

に
よ

る
自

助
、
自

立
、
自

治
を
重
視
、
国
家

の

一
切

の
補
助
を
否
定
す
る
所

に
特
徴
が

あ
る
。
②

ラ
イ

フ
ァ
イ
ゼ

ン
型
ー

ラ
イ

フ
ァ
イ
ゼ

ン

(軍

巴
巴

畠

幻
鋤
ま
Φ
§

目
一

一
八

一
八
-

一
八
八

八
)
は
皐

魅
、
飢
謹
な
ど

に
慈
善

で
は
恒
久

的
成
果
が
な

い

と

の
認
識
か
ら
地
方
に
分
散
す

る
農
村
型
信
用
協
同
組
合

の
設
立
を
訴
え
た
。

こ

の
思
想

は
キ

リ
ス
ト
教
的
倫
理
観

で

「
貫

し
、

そ
の
こ
と
は
幹
部
無
報

酬
制
度

、

利
潤
分

配

の
廃
止
等

に
も

現
わ
れ
、
ま
た

「
隣
人
愛
」
、
慈
善
的
発

想
も
濃
厚

に

残
り
、
貸
付

の
際
も
道
徳
面
か
ら
使
用

目
的
を
重
視
し
た
。

一
社

の
業
務

は
返
済

能
力
が
知
れ

る
狭

い
範

囲
と

さ
れ
、
貸
付

は
低

額
、
農
業

の
周
期

の
関
係
か
ら
長

期
貸
付
が
採
用

さ
れ
た
。
国
家

の
補
助

は
受

け
入
れ
、
た
だ
自

立
性

を
保
持

し
て

い
さ
え
す

れ
ば
よ

い
と
さ

れ
た

(陳
股

公
著
、

日
本
青
年
外

交
協
会

研
究
部

訳

『
支
那
農
業
協

同
組
合
論
』

日
本
青
年
外
交
協
会
出
版

部
、

一
九
三
九
年

、
九

一



ー

一
〇
八
頁
。
西
山
久
徳

『
協
同
組
合
概
論
』
博
文
社
、

一
九

八
五
年
、

六
五
ー

七

一
、
八

ニ
ー

九
七
頁
等
参
照
)
。

(
19
) 

朱
進

「
平
民
銀
行
簡
章
草
案
」

『新
教
育
』

一
巻

五
期
、

一
九

一
九
年

八
月
。

(
20
) 

「朱
進
為

設
立
平
民
銀
行

事
上
中
華
職
業

教
育
社
及
江

漸
両
省
省
教
育
会
書
」

 
 
同
前
所
収
。

(
21
) 

徐
槍
水
、
前
掲

「
平
民
銀
行
之
商
椎
」
。

(
22
) 

永
酢

「
説
産
業
組

合
」
、
前
掲

『銀

行
週
報
』

三
巻

一
九
期
。
と

こ
ろ
で

『
小

史
』

一
〇
頁
に

は
徐
が

「
説
産
業
組
合
」
を
執
筆
と
あ
り

、
ま

た

「公
会
」

の
訳

名

を
使

用
し

て

い
る
こ
と
か
ら
、
「
永
詐
」

は
徐
愴
水

の
ペ

ン
ネ

ー
ム
と
考
え

て

間
違

い
な

い
。

(
23
) 

前
掲

「
平
民
銀
行
之
商
権
」
。

(
24
)
 
前
掲

「
説
産
業
公
会
」
。

(
25
)
 
徐
漁

水

「営

利
主
義

之
矯

正
与
消

費
公

社
之
提

唱
」

(上
)

(
下
)
、
『
銀
行

週

 
 
報
』

四
巻

三
三
号
、
三

四
号
、

一
九

二
〇
年
九

月
七
日
、
九
月

一
四
日
。

(
26
) 

徐
槍
水

「説
信

用
合
作
社
」

『平

民
』

四
四
号
、

一
九
二

一
年
四
月
二
日
。

(
27
)
 
徐
槍

水

「
論
小
商

工
業
之
金
融
」

『銀

行
週
報
』

三
巻

四
五
号
、

一
九

一
九
年

一
二
月

=

一日
。

な
お
、
朱
、
徐

以
外

に
、
少

し
遅
れ
て

『
銀
行
週
報
』

で
精
力

的

に
合
作
社
を
論

じ
て
い
た
人
物

に
朱
義

農
が

い
る
。
彼

は
中
小
産
業

資
本
家

の

立
場

か
ら
論
じ
、

「産
業
協

杜
」
は
激
烈

な
生
存
競
争
を

緩
和
、
中
小
産
業
者

の

地
位
を
強

固
に
し
、
生
産

を
増

進
し
、
勤
倹

の
美
風
を
養
成
し
、
互
助
精
神
を
増

強

で
き

る
と

し
、
国
家
社

会

の

「
秩
序
、
安

寧

の
利

器
」
と
見

な
し
た

(義

農

「
産
業
協
社
概

要
」

『
銀
行
週
報
」

五
巻
二
七
号
、

一
九
二

一
年
七
月

一
九
日
)
。

そ
し
て

「
中
小
産
業
組
織

は
往

々
に
し
て
大
産
業
組
織

の
圧
迫
を
受
け
、
ほ
と
ん

ど
自
存

す
る

こ
と

が
で
き
な

い
」
。

そ
こ
で

「
国
家
産
業

の
基
礎
を
強

固
に
し
よ

う

と
欲

す
れ
ば

、
小
産
業
組
織

と
大
産
業
組
織
を
並
進
し
な
け
れ
ば
で
き
な

い
」

(
同

「
説
産
業
協
社
之
性
質
口
」
同
五
巻
三
〇
号
、
八
月
九

日
)
と
す

る
。
さ
ら

に
自
由
競
争

の
弊
害
を
論
じ
、

「
早
急
に
経
済
上

の
基

礎
を
樹
立

し
、
国
家
産
業

発
達

の
健
全
化

を
図
り
、
未
来

の
階
級
闘
争

の
惨

禍
を
防
ぐ

べ
き

で
あ
り
」
、
そ

の
点
か
ら

「
産
業
協
社
は
資
本
と
労
力
を
調
和
す
る
最
善

の
機
関
」
と
断
ず

る
の

中
国
初
期
合
作
社
史
論

で
あ

る

(同

、

同

日

四

、

同

五
巻

ゴ
ニ

号

、

八

月

一
六

日

、

五

巻

三

三

号

、

八

月

三

〇

日
)
。

(
28
) 

前
述

の
張
允
侯
報
告
参

照
。
李

石
曾

「焚
克
林
伝

(続
)
」

「華

工
雑

誌
』

七
期

、

 
 

一
九

一
七
年

五
月

一
〇
日
。

な
お
、
『
華
工
雑
誌
』

は
、
張
允
侯
氏

に

「
研
究
で

 
 
使

用
す

る
よ
う

に
」

と
中
国
か
ら
送
付
し
て

い
た
だ

い
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
学

 
 
恩

に
深
く
感
謝

し
て

い
る
。

(
29
)
 
李

石
曾

「
社
会
革

新
之
両
大

要
素

」
「
華
工
雑
誌
』

四
五
期
、

一
九

二
〇
年

四

 
 
月

二
五
日
。

(
30
) 

醇
仙
舟

(
一
八
七
八
ー

一
九

二
七
、
九
)

の
略
歴

は
史

料
に
よ

っ
て
若

干
異
な

 
 
る
が
大
体

以
下

の
通
り
で
あ
る
。
江
蘇
省
揚
州
生
れ
。
原
籍
は
孫
文
と
同
じ
広
東

 
 
省

香
山
県

(
現
在
、
中
山
県
)
。

父
岐
山
は
揚
州
塩

政
官
長
。

一
一
歳

の
時
、
天

 
 
津

中
西
学
院
に
入
学
、

一
六
歳

北
洋
大
学
進
学
。

一
九
〇
〇
年
漢

口
で
唐
才
常

の

 
 
自

立
軍
起
義

に
参

加
、
そ
の
後

、
恵
州
起
義
に
も
参
加
し
た
と
見
ら
れ
、
恵
州
で

 
 
逮
捕

さ
れ
る
。
た
だ
年

若

い
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
才
能
を
惜
し
ん
で
釈

放
さ
れ
る
。

 
 

一
九
〇

一
年
官
費
で
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
に
留
学
。
し
か
し
久
し
か
ら
ず

 
 
し
て
革
命
を
謀
る
た
め
に
帰
国
、
上
海

で
捕
ら
え
ら
れ
る
。
こ

の
時
も
獄
卒

の
援

 
 
助
で
逃
れ
、
再
び
渡
米
す
る
が
、
官
費
名
簿
か
ら
は
削
除
さ
れ
た
。
三
年
広
州

で

 
 
会

計
学
堂
を
創
設
し
、
銀
行
幹
部
を
訓
練
す
る
。
五
年
ド
イ

ツ
に
留
学
し
、

ベ
ル

 
 
リ

ン
大
学
研
究
生
と
な
り
、
銀
行
業
務
を
実
習
す
る
。
そ

の
時
、
同
時
に
シ

ュ
ル

 
 

ツ

ェ
型
と

ラ
イ

フ
ァ
イ
ゼ

ン
型
を
研
究
し
た
結
果
、
中
国

の
貧
民
経
済
解
放

に
役

 
 
立

つ
と
確
信
し
た
。

=

年
ド
イ

ツ
か
ら
帰
国
後
、
実
業
調
査
を
行
な

い
、
ま
た

 
 
上
海
中
国
銀
行
副
監
督

に
任
ぜ
ら
れ
る
。

一
四
年
復
旦
公
学

(
一
七
年
か
ら
復
旦

 
 
大
学
)
教
授
と
な
り
、
ド
イ

ツ
語
、
公
民
、
経
済
学
等
を
教
え

る
。

一
八
年
工
商

 
 
銀
行
総
経
理
に
就
任
、
か

つ
華
僑
と

の
関
係
が
密
接

で
あ

っ
た

こ
と
を
利
用
し

て

 
 
海
外
で
株
式
募
集
を
行
な

っ
た
。
当
時
、

ア
メ
リ
カ
で
大
量

の
協
同
組
合
関
係
資

 
 
料
を
収
集
し
、

一
九
年

に
は
上
海
国
民
合
作
儲
蓄
銀
行
を
創
設
す

る
こ
と

に
な

る

(
呉
藻
渓
編

『
近
代
合
作
思
想
史
』
業
様
出
版
社
、

一
九
五

〇
年
、

八
二
六
ー

八

二
八
頁
。
余

井
塘

「我
所
認

識
的
醇
仙
舟
先

生
」
、
中
国
国
民
党

中
央

委
員
会
党

史
委

員
会

『革

命
文

献
』

八

五
、

一
九

八
〇
年
。

劉
紹
唐
主

編

『
民
国

人
物
小

六
九
七



中

国
国
民
革
命

の
研
究

 
 
伝
』
伝
記
文
学
出
版
社

、

一
九

七
五
年

、
二
七
六
-

二
七
七
頁
等
参
照
)
。

(
31
)
 

『復
旦
大
学
志
』
第

一
巻

、

一
九

八
五
年

、
三
五
五
頁
。

(
32
) 

こ
こ
で
復
旦
大
学

の
説

明
を

す
る
と

、
復

旦
大
学

の
前
身
は

…
九
〇
ニ
ー

四
年

震
旦
学
院

で
あ
り

、
五
-

一
一
年

公
立
復

旦
公
学
、

一
ニ
ー

一
七
年
私
立
復
旦
公

学
、

一
七
年
秋
以
降
私
立
復
旦
大

学
と

な
り
、
国
立
と
な
る

の
は
四
二
年
で
あ
る
。

さ
ら

に
、
重
要
な

こ
と

は
六
年

馬
相
伯

の
後
を
継

い
で

「
天
演
論
」
で
著
名
な
厳

復
が
公
学
校
長
と

な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
外
国
語
を
学
ぶ
こ
と
は
国
を

愛

さ
な
く
な

る
と

の
論

調
に
反
駁
し
、
復

旦
公
学
が

「
外
語
教
学
」
を
重
視
し
、

開

明
的
に
な

る
基
礎
を
築

い
た

(
『
復
旦
大
学
志
』
第

一
巻
、
同
前

、
五
九
頁
)

の
み
な
ら
ず
、

早
期
に
教
官
、

学
生
に

「
物
競

天
択
」
「
適
者
生
存
」

の
理
論

に

触
れ
さ

せ
、
あ

る
面
で
の
ア

ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て

の
合
作
主
義
導
入

の
大
き
な
契

機
と
な

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

(
33
)
 
陸
宝

瑛

「
本
刊

一
年
間
的
廻

顧
」

『
平
民
週
年

増
刊
』

四
九
号
、

一
九
二

一
年

 
 
五
月

一
日
。

(
34
)
 
毛
飛

「続
刊
感

言
」

『
平
民
』

=

号
、

一
九
二
〇
年
七
月
三

一
日
。

(
35
) 

陸
宝
瑛

、
前
掲

記
事

。

(
36
)
 
李
登
輝

(
一
八
七
三
、
四
1

 
九
四
七
、
一
一
)
は
オ

ラ
ン
ダ
植
民
地
ジ

ャ
ワ
で

生

れ
た
華
僑

の
子
供
で
、

一
八
八
七
年
シ

ン
ガ
ポ

ー
ル
の
ア
メ
リ
カ
協
会

の
運
営

す

る
英
華

書
院
に
入
学
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
と
な
る
。
九

二
年

「
半
工
半
学
」

で
オ

ハ
イ
オ
大
学
で
学
習
、
さ
ら
に

エ
ー

ル
大
学
に
進
学
、
九
九
年
卒
業
。

一
九

〇

一

年

康
有

為
の
変
法
自
強
運
動
と
関
係

の
あ
る

バ
タ
ビ

ア
の
英
文
学
校
を
創
設

し
た

と

い
う

。
五
年

「
注
重
教
育
、
以
期
自
救
」
を
期
し

て
中
国

に
行
く
。

そ
こ
で
ア

メ
リ
カ
商
品
ボ
イ

コ

ッ
ト
に
参
加
。
か

つ
上
海
キ

リ
ス
ト
教
青
年
会

が
ア
メ
リ
カ

の
支
配
下
に
あ
る
と

の
認
識
か
ら
、
東

・
西
留
学
生
を
祖
国

の
発
展

の
た
め
に
団

結
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
、
簑
球
中
国
学
生
会
を
発
起

、
会
長

に
選
ば

れ
る
。
辛

亥
革
命
時
期
、
黎
元
洪

に
援
助
を
求
め
ら
れ

る
が
行
か

な

い
。

一
二
年
唐
紹

儀
ら

と
上
海
宏
済
会
を
組
織
す
る
が
、
衷
世
凱

に
解
散

さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
後

、
李
は

何
ら

の
政
党
組
織
に
も
参
加

し
て
い
な

い
。

=
二
年
復

旦
公
学

校
長
に
就
任

。

一

七
年
秋
復
旦
大
学
と
な

る
が
、
資
金

不
足
の
た
め
、
翌
年
南
洋
各

地

の
華
僑

か
ら

六
九
八

募
金

一
五
万
余
元
を
集
め
る
。

五
四
運
動
勃
発
後
、
彼

は
上
海
学
生
連
合
会
を
全

力
で
支
持
す

る
と
と
も

に
、
聖
約
翰
大
学
付
属
中
学
等

の
教
会
学
校
を
除
籍

さ
れ

た
愛
国
学
生

の
復
旦
大
学
転
入
を
許
可

し
た
と

い
う

(前
掲

『復
旦
大
学
志
』
第

一
巻
、

二
四
七
-

二
五
七
頁
参
照
)
。

(
37
) 

湯
松
は
復
旦
大
学
教
授

で
、
中
国
改
造

の
唯

一
つ
の
手
段

が
合
作
主
義
と
確
信

 

 
し

て
い
た
。
彼

は
パ
リ
大
学
、

ベ
ル
リ
ン
大
学

に
留
学

、
各
大
学

に
協

同
組
合

の

 

 
科
目
が
開
講
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り

、
か

つ
欧
米
各

国
の
協

同
組
合

の
調
査

を

 

 
通
じ

て
、
帰
国
後
、
将
来
中
国

に
も
合
作
専

門
学
校
を
創
設

、
合
作

運
動
を

研
究
、

 

 
実
践
す

る
必
要

が
あ

る
こ
と
を
主
張

し
た

(
「編
輯
余
溶
」

『
平
民
』

八
六
期

、

一

 

 
九

二

一
年

一
月

 
四
日
)
。

(
38
) 

陸
宝
瑛
、
前
掲
記
事

。
戚
其
章

「復

旦
大
学
底
合
作

運
動
」

『
平
民
』

四
九
号

、

 
 

一
九

二

一
年

五
月

一
日
等
。

(
39
)
 
「
『平
民
』
発
刊
詞
」

一
九

二
〇
年

五
月

一
日
、
『
五
四
時
期
的
杜
団

(
四
)』

三

 
 
聯
書

店
、

一
九

七
九
年
、

一
四
頁
。
以
下
、

『社

団
』

と
略
称
。
な

お
、

こ
れ
は

『平

民
』
 
 
号

に

で
て

い
る

こ
と

に
な

っ
て

い
る

が
、
『
平

民
』
 
一
-
三
号

は

『上

海
民
国

日
報
』

の
復
刻

に
所
収

さ
れ

て
い
な

い
た
め
、
『
社
団
』

に
依

拠
せ

 
 
ざ

る
を
得
な

い
。

(
40
)
 
前
掲

「続
刊
感

言
」
。

(
41
)
 
陸
宝

瑛
、
前
掲

記
事

。
戚

其
章
、
前

掲
記
事

。

(
42
)
 
『
平
民
』

一
三
号
、

一
九
二
〇
年
八
月

一
五
日
。

(
43
)
 

陸
宝

瑛
、
前

掲
記
事

。

(
44
)
 
侯

厚
培

「本

社
両
年
来
紀

略
」

『
平
民
』

一
〇
〇
期

、

一
九

二
一
一年

四
月
二
九

日
等
参

照
。
な
お
、
後
に
侯
厚
培
は
江
蘇
省
農
民
銀
行
副
総
経
理
、
中
国
合
作
学

社
執

行
委
員
と
な
る
。

(
45
) 

心
愈

「合
作

主
義
熱
關

的
感
想
」
『
平
民
』

八
四
期
、

一
九

二

一
年

一
二
月

三

 
 

一
日
。

(
46
) 

「
本
社
消
息
」
『
平
民
』
八
三
期
、

一
九

二

一
年

一
二
月

二
四
日
。

(
47
) 

「
本
社
紀
事
」
『
平
民
』

一
四
七
期
、

一
九

二
三
年

三
月
三

一
日
。

(
48
) 

「
本
社
啓
事
」
、
「
預
約
辮
法
」
『
平
民
』

一
五
六
期
、

一
九

二
三
年

六
月
二
日
。



(
49
)
 

『
小
史
』

二
八
-

二
九
頁
、
朱
乃
康
、
前

掲
書
、
三

二
頁
。

(
50
) 

『
運
動
史
』

五
九

頁
等

か
ら
推
測
。

(
51
) 

「合
作

同
志

社
成

立
会
記
」
『
平
民
』

三

一
号
、

一
九
二
〇
年

一
二
月

一
八
日
。

(
52
) 

「合
作

同
志

社
簡
章

」
『
平
民
』

一
一
号
、

一
九

二
〇
年
七
月
三

一
日
。

(
53
) 
前
掲

「
合
作

同
志
社
成
立
会
記
」
。

(
54
) 

「合
作

同
志

社
開
会
記
事

」
『
上
海
民
国

日
報
』

一
九

二

一
年
五
月
四

日
。

(
55
) 

『
運
動
史
』

六
三
頁
。

(
56
) 

章
有
義

『
中
国
近
代
農
業
史
資
料
』
第
三
輯
、

三
聯
書
店
、

一
九

五
七
年
、

二

 

 
〇
六
頁
。

(
57
) 

『
運
動
史
』
六
三
ー
六
四
頁
。

(
58
)
(
59
) 

『
小
史
』
三
五
-
三
七
頁
等
。

(
60
×

61
)
(
62
) 

「
無
錫
同
志
創
辮
合
作
研
究
社
宣
醤
」

『平
民
』

一
八
四
期

、

一
九

二

 
 
三
年

一
二
月

一
五
日
。

(
63
)
(
64
) 

「
中
華
合
作
協
進
社
簡
章
」
、
徐
志
摩

「合
作
底
意
義
」

『平

民
』

二
五
号
、

 
 

一
九

二
〇
年

一
一
月
六

日
。

(
65
) 

「
実
業
益

友
杜
簡
章
」

「
通
信
」

『平

民
』

八
八
期
、

一
九

二
二
年
二
月

四
日
。

 
 

「
通
信
」

『平

民
』
 
一
〇
五
期

、
六
月
三
日
等

。

(
66
) 

清
華
学
校

に
は

一
七
年

設
立

の
、
学

生
も
し
く
は
学
校
経
営

の

「焦

品
所
」

が

あ
り
、

そ
れ
が
二
〇
年
改

組
さ
れ
て

「焦

品
公
杜
」
と
な

っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
は

教
師
、
学
生
合
組

で
営
利

目
的
の

一
種

の
株
式

会
社
で
あ
る
と
さ
れ
、
該
校

の
消

費
合
作
社

の
正
式

設
立

は
二
八
年

と
さ
れ
る

(
鄭
林
荘
、
前

掲
論
文

の
註
24
と
朱

義

析
、
前
掲
論
文
参

照
)
。
な
お
、
鄭

は
北
京
高
師

に
も

消
費

合
作
社
的

な
も

の

が
あ

っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

(
67
)
 
註
(
65
)
と
同
じ
。

 
第
 

二
 

章

(
1
)
(
2
) 

毛
飛

「
『
合
作
主
義
』
適
合
中
国
社
会
慶
?
」

一
九

二
〇
年
六
月

二
六

日
、

 

 

『
社
団
』
七

五
-

七
六
頁
。

(
3
)
(
4
) 

毛
飛

「
経
済
革
命
中
的

『社
会
主
義
』
与

『合
作
主
義
』
」

『平
民
』

二
四

 

 
 

 
中

国

初

期

合

作

社

史

論

 

 
号
、

一
九
二
〇
年

一
〇
月
三
〇
日
。

(
5
) 

「
合
作
消
息

」
『
平
民
』

三
〇
号
、

一
九
二
〇
年

一
二
月

=

日
。

(
6
) 

陸
宝
瑛

「合

作
主
義
的
宣
伝

和
実
施
」

『平
民
』

七

一
期
、

一
九

二

一
年

一
〇

 

 
月

一
日
。

(
7
) 

子
樹
徳

「
我
之

『
産
業
合
作
社
』
観
」
『
覚
悟
』

一
九
二
〇
年
七
月

一
二
日
。

(
8
) 

蒋
在

鐘

「
何
謂
合
作
主
義
」
『
平
民
』
八

一
期
、

一
九
二
四
年

一
月

一
九

日
。

(
9
) 

「
合
作
原
理
」
『
東
方
雑
誌
』

二
〇
巻
七
号
、

一
九

二
三
年

四
月

一
〇
日
。

(
10
) 

椀
鴻
文

「
我
国

『
五

一
』
運
動
底
過
去
与
将
来
」
『
平
民
週
年
増
刊
』

四
九
号
、

 
 

一
九

二

一
年
五
月

一
日
。

(
11
) 

藥
心
覚

「
合
作
主
義
和

労
工
階
級
」

「平

民
』

一
二

一
期
、

一
九
二
二
年
九
月

 
 
二
三
日
。

(
12
) 

侯
厚
培

「罷

工
与
合
作
」

『平
民
』

六
九
期

、

一
九

二

一
年

九
月

一
七
日
。

(
13
) 

孫
錫
麟

「競
争
与
合
作
」

『平
民
』

六
五
期

、

一
九

二

一
年

八
月
二
〇
日
。

(
14
)
 
朱
義

農

「
願
国
人

発
揚
互
助
之
精

神
」
『
平
民
』
七

二
期
、

}
九
二

[
年

一
〇

 
 
月

八
日
。

(
15
)
 
王
世
穎

「合
作
小
言
の
」

『
平
民
』

一
一
六
期

、

一
九
二
二
年

八
月

一
九

日
。

(
16
) 

楊
詐
璋

「合
作

与
人
道
」
『
平
民
』

七
三
期
、

一
九
一
二

年

一
〇
月

一
五
日
。

(
17
) 

「答

隻
伯
並

付
来

函
」
『
平
民
』

九
五
期
、

一
九
二
二
年
三
月
二
五
日
。

(
18
) 

ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
式
に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
中
国
国
民
党
に
お
け
る
合
作
社

の
起

 
 
点

と
展
開
」
『
孫
文

研
究
』

九
号

(
一
九
八
八
年

一
二
月
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。

(
19
) 

王
世
穎

「
『消
費

合
作
社
』
与

『
労
動
問
題
』
」

『平

民
』
四
号
、

一
九

二
〇
年

 

 
五
月
ニ
ニ
日
。

(
20
) 

張
廷
瀬

「解

決
剰
余
価
値

的
我
見
」
『
平
民
』

=

二
四
期
、

一
九

二
二
年

一
二

 

 
月
二
三
日
。

(
21
) 

陸
思
安

「
米
慌
与
消
費
合
作
社
」
『
覚
悟
』

一
九

二
〇
年
七
月

二
六

日
。

(
22
)
 
張
感

「我

対
於

『
消
費
合

作
』
的
感
想
」

『
平
民
』

一
五
四
期

、

一
九
二
三
年

 
 
五
月

一
九
日
。

(
23
)
 
な

お
、
苑

履
吉

「消

費
合
作
社
底

目
的
」

『
平
民
』

=

○
期

(
一
九
二

二
年

七
月

八
日
)

は
次

の
よ
う

に
い
う
、

「消
費
合
作
社
内

に
は

『守
旧
』
も

『
維
新
』

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

六
九
九



中
国
国
民
革
命

の
研
究

も
お
り
、
中
等

社
会

の
商
人
も
下
等
社
会

の
労
働
者
も
お
り
、
集
産
主
義
を
主
張

す

る
者

も
無
政
府
主
義

を
主
張
す
る
者
も
お
り
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も

カ
ト

リ

ッ

ク
に
拘

泥
す
る
者
も

い
る
と

い

っ
た
よ
う
に
、
各

々
が
各
自

の
主
義
を
持
ち
、
自

己
の
目
的
を
行
な
お
う
と
し
て

い
る
」
と
。

こ
れ
ら
を

い
か

に
ま
と
め
き

る
か
も

大

問
題
で
あ

っ
た
。

(
24
) 

戚
其
章

「我

椚
中
国
応
該

先
組
織

郷

一
種

合
作
社
?
」

『平

民
』

三

一
号
、

一

 
 
九

二
〇
年

=

一月

一
八
日
。

(
25
) 

陸
宝
瑛

「農
業

救
済
和
合

作
銀
行
」
『
平
民
』

五
五
号
、

一
九

一
=

年
六
月

一

 
 

一
日
。

(
26
) 

陳
友
筍

「救

済
農
民
和
合

作
事
業
底
発

展
」

『
平
民
』
九

八
期

、

一
九
二

二
年

 
 
四
月

一
五
日
。

(
27
) 

子
樹
徳

「我

之

『
産
業
合

作
社
』
観
」

『覚

悟
』

一
九

二
〇
年

七
月

一
一
日
。

 
 
同

「
消
費
及

生
産
合
作
杜
之

沿
革
」
『
平
民
』

二
六
号
、

一
九

二
二
年

四
月

一
五

 
 
日
。

(
28
) 

馬
君
武

「合

作
的
理
論
与

歴
史
」
『
平
民
』

一
五
六
期
、

一
九

二
三
年
六
月

二

 
 
日
。

(
29
) 

張
廷
瀬

「合

作
浅
説
」

『平

民
週
刊
国
慶

日
増
刊
』

一
九

二
三
年

一
〇
月

一
〇

 

 
日
。

(
30
) 

前
掲

「
我
之

『
産
業
合
作
社
』
観
」
。

(
31
) 

中
国
工
業
合
作
運
動

に
関
し

て
は
、
拙
稿
①

「抗

日
戦
争
時
期

の
中
国
工
業
合

作
運
動
」

『
歴
史
学

研
究
』

四
八

五
号
、

一
九
八

〇
年

一
〇
月
、
②

「
遊
撃
地

区

に
お

け
る
中
国
工
業
合

作
運
動
」

『中
嶋

敏
先
生
古
稀

記
念
論
集
』
上
巻
、

同

一

二
月
、
③

「
雲
南
省

に
お
け
る
中
国

工
業
合

作
運
動
」
、
大
阪

教
育
大
学
歴
史

学

教
室

『
歴
史
研
究
』

二
四
号
、

一
九

八
七
年

二
月
、
④

「東
南

区
に
お
け
る
中
国

工
業
合

作
運
動
」

『
社
会
文
化
史
学
』

二
三
号
、

一
九

八
七
年
三
月
、
⑤

「
中
国

工
業
合

作
運
動

と
救

国
会
派
」

『歴
史

研
究
』

二
五
号

、

一
九
八
八
年

三
月
、
⑥

「
陳
甘
寧
辺
区

に
お

け
る
中

国
工
業
合
作

運
動
」

『
東
洋

史
研
究
』

四
九
巻
四
号
、

一
九
九

一
年

三
月
等
を
参
照

さ
れ
た

い
。

(
32
) 

「
通

信

」

『平

民

』

二

八
号

、

一
九

二

〇
年

一
一
月

二

七

日

。

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

七
〇
〇

(
33
) 

温
崇
信

「大
組
合
的
危
険
」

『平

民
』

一
三
六
期

、

一
九

二
三
年

一
月

六
日
。

(
34
) 

劉
啓
那

「合
作
要

『到
民

間
去
』
」

『平
民
』
九
九
期

、

一
九

二
二
年

四
月
二
二

 
 
日
。

(
35
)

朱
撲

「
評
合
作
運

動
」
『
東
方
雑
誌
』

二
〇
巻

五
号
、

}
九

一
一三
年
三
月

一
〇

 
 
日
。

(
36
) 

「合
作
消
息
」

『平
民
』

三
〇
号

、

一
九
二
〇
年

一
二
月

=

日
。

(
37
)
 
温
崇

信

「
平

民
学

校
和
職
業
」

『平

民
』

八

二
期
、

一
九

二

一
年

一
二
月

一
七

 
 
日
。

(
38
)
 
翁

瑛

「
教
育
与
合

作
主
義
」

『平

民
周
年
増
刊
』

四
九

号
、

一
九

二

一
年

五
月

 
 

一
日
。

 
第

 
三
 
章

(
1
)
(
2
) 
前
掲

『
新
版
協

同
組

合
事

典
』

二
八

一
頁
等

参
照
。
な
お
、
第
十
回
大
会

で
は
憲
章

の
改
正

も
行
な

わ
れ
た
。
す

な
わ
ち

、
加
入
資
格

と

し
て

の
ロ

ッ
チ

デ
ー
ル
原
則
二
点

(
a
、
出
資
高
に
か
か
わ
ら
ず
組
合
員
は

一
人

一
票

の
平
等
票

決
権

。
b
、
協

同
組

合
員
の
剰
余
は
購
買
高
に
応
じ

て
組
合
員
に
配
当
、
も
し
く

は
共

同
基
金

、
教
育
や
連
帯
事

業
に
用

い
る
)

の
遵
守
。
ま
た
、
こ

の
大
会
で
は

ソ
連

消
費
協

同
組
合
加
入
問
題
で
激
論
が
戦
わ
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、

二
三
年

一

〇
月
に
は
、
日
本
産
業
組
合
中
央
会
加
盟
。
二

四
年

一
一
回
大
会
で
は

「
国
際
協

同
組

合
デ
i
」

が
制
定
さ
れ
た
。
な
お
、
そ
れ
ま
で

の
I
C

A
の
開
催
地
を
参
考

ま
で
に
書

い
て
お
く
と
、
第

一
回

(
一
八
九
五
)

ロ
ン
ド

ン
、
第

二
回

(
一
八
九

六
)
パ
リ
、
第
三
回

(
一
八
九
七
)
オ

ラ
ン
ダ

・
デ

ル
フ
ト
、
第

四
回

(
一
九
〇

〇
)

パ
リ
、
第

五
回

(
一
九
〇

二
)

イ
ギ

リ

ス

・
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
、
第

六
回

(
一
九

〇

四
)

ハ
ン
ガ
リ
ー

・
ブ

ダ

ペ
ス
ト
、
第
七

回

(
一
九

〇
七
)

イ
タ

リ

ア

・
ク
レ
モ
ナ
、
第
八
回

(
一
九

一
〇
)
ド
イ

ツ

・
ハ
ン
ブ

ル
ク
で
あ

っ
た

(同

前
、
六
六
頁
)
。

(
3
)
(
4
)
 
済
時

「
合
作
与
世

界
和
平
」
と

「第

十
次
国
際
合
作
大

会
之
経
過
」

『平

 

 
民
』
八

 
期
、

一
九

二

一
年

=

一月

一
〇
日
。

(
5
) 

謝
允
荘

「
平
民
主
義
底

潜
勢
」
『
平
民
』

一
一
七
期
、

一
九

二
二
年
八
月

二
六



 
 
日
。

(
6
)
 
王

世
穎

「
第
十
次

国
際
合
作
大
会
之
情

形
及
其
感
想
」

『
平
民
ー

国
際
合
作
専

 
 
号

(
上
)
」

一
二
八
期

、

一
九

二
一
一年

一
一
月

一
一
日
。

(
7
)
 
王

世
穎
訳

「合

作
的
故
事
」

『平

民
』

五
〇

ー
五
三
号
、

一
九

二

一
年

五
月
七

 
 
日
i

五
月

一
一八
日
。

(
8
)
 
劉
啓

那

「合
作

問
題
的
討
論

(
続
)
」
『
平
民
』

=

六
期
、

一
九
二
二
年
八
月

 
 

一
九
日
。

(
9
)
 
孫
錫
麟

「答
隻
伯

敷
文

二
君
」

『
平
民
』

九
四
期
、

一
九
二
二
年
三
月

一
八
日
。

(
10
)
 
王

世
穎

「
国
際
上
的
同
情
」

『
平
民
』

一
二
三
期
、

一
九
二
二
年

一
〇
月
七
日
。

(
11
) 

「
国
際
合
作

連
盟
会
総
書
記
梅
氏
来
函
」
『
平
民
』

一
二
八
期
、

一
九

二
二
年

一

 

 

一
月

一
一
日
。

(
12
) 

「
国
際
労
動
会

合
作
事

業
部
来
函
」

『
平
民
』

一
四
七
期
、

一
九
二
三
年
三
月
三

 

 

一
日
。

(
13
) 

「
国
際
合
作

連
盟
会
章
程
」
(
一
九

二

一
年
採
択
)
『
平
民
』

一
二
八
期
、
同
前
。

(
14
) 

許
紹
様

=

九

=
二
年

至

一
九
二

一
年
間
国
際
合
作
連
盟
会
之
経
過
」
『
平
民
』

一
二

八
期

、

一
九

二

二
年

=

月

二

日

。

同

(
続

一
)
、

一
二
九

期

、

=

月

一
八

日

、

同

(
続

二

)
、

=

二
〇

期

、

一

一
月

二

五

日
。

(
15
) 

余
愉

「
合
作
主
義
的
国
際
貿
易
」
『
平
民
-

国
際
合
作
専
号

(
下
)
』

=
二
〇
期
、

 

 

一
九
二
二
年

一
一
月

二
五
日
。

(
16
) 

王
世
穎

「
世
界
和
平
与
合
作

主
義
」
『
平
民
』

一
八
五
期
、

一
九

二
三
年

一
二

 

 
月

二
二

日
。
査

爾
季

徳
著
、
歌

佐
軍
訳

「従

合
作
主

義
上

討
論
国

際
的
権
利
」

 

 

『
平
民
i

国
際
合
作
専
号

(
中
)
』

=

一九
期
、

一
九

二
二
年
九

月
二
三
日
。

(
17
) 

張
廷
瀬

「
最
近
世
界
婦

女
合
作
運
動
消
息
」

『
平
民
』

一
二

一
期

、

一
九

二
二

 

 
年
九
月
二
三

日
。

(
18
) 

「
国
際

合
作
婦
女
委

員
会
総
書
記
来

函
」

『
平
民
ー
婦
女
合

作
専
号

(上
)
』

一

 
 
七
三
期
、

一
九

二
三
年
九
月

二
九

日
。

(
19
) 

張
廷
瀬

「
我
椚
出
這
張
専
号
的
動
機
」

『平
民
-
婦
女
合
作
専
号

(中
)
』

一
七

 
 
四
期
、

一
九

二
一二
年

一
〇
月
六
日
。

(
20
) 

張
廷
瀬

「婦
女
和
合
作
事
業
的

関
係
」

『
平
民
-
婦
女

合
作
専

号

(
下
)』

一
七

 
 

 

中

国

初

期

合

作

社

史

論

 
 
五
期

、

一
九

二
三
年

一
〇
月

一
三
日
。

(
21
)
 
張
廷
瀬

「婦
女
合
作
社
底

目
的
和
組
織
」
、
前

掲

『
平
民
』

一
七
三
期

。

 
第
 
四
 
章

(
1
)
 
章

鼎
峙

「
醇
仙

舟
先
生
与
上
海

国
民
合
作
儲
蓄

銀
行
」
『
合
作
』

一
=

期

、

一

 

 
九

二
八
年
九

月

一
三
日
。
な
お

『合

作
』

は

『
上
海
民
国
日
報
』
副
刊
。

(
2
) 

「
国
民
合
作

儲
蓄
銀
行
旨
趣

書
」

一
九

二
〇
年

六
月

一
九

日
、

『社

団
』
、
九
三

 

 
頁
。

(
3
) 

「
国
民
合
作

儲
蓄
銀
行

広
告
」

『
平
民
』

二
四
号
、

 
九
二
〇
年
三
月
三
〇
日
。

(
4
) 

『
小
史
』
三
九
頁

(
5
)
(
6
) 

「
運
動
史
』
六
九
頁
。
『
小
史
』
三
九
ー
四
〇
頁
等
。

(
7
) 

『
小
史
』

四

一
-

四

二
頁
。

「
上
海
国
民
合
作

儲
蓄
銀
行
章
程
」

『
平
民
』

六
〇

 

 
号

、

一
九
一
=

年

七
月

一
六
日
。

(
8
) 

「
国
民
合
作
儲
蓄
銀
行
拡
充
招
股
広
告
」
「
覚
悟
』

…
九

二

一
年
七
月
三

一
日
。

(
9
)
(
10
) 

侯
厚

培

「
上
海
国

民
合

作
儲
蓄
銀
行
事

略
」
『
上
海
民
国

日
報
』

一
九
二

 
 
三
年

一
月

一
日
。

(
11
) 

朱
承
洵

「
合
作
銀
行
急

慶
様
的
扶
助

社
会
?
」
『
平
民
』

五
号

、

一
九
二
〇
年

 

 
五
月

二
九

日
。

(
12
) 

『
上
海
民
国

日
報
』

一
九

二
〇
年
六
月

一
六

日
。

(
13
)

許
紹
様

「
在
復
旦
義
務

学
校
所
見
的
感

想
」
『
平
民
』
九

五
期
、

一
九
二
二
年

 
 
三
月

二
五
日
。

(
14
) 

「
復
旦
義
務
学
校
拡
充
後
之
収
支
帳
目
」
『
平
民
』

一
八

一
期
、

一
九

二
三
年

一

 
 

一
月

二
四
日
。

(
15
)
 
自

吉
爾

「上

海
銀
行

公
会

(
一
九

一
五
-

一
九

二
七
)
」
、

上
海
社
会

科
学
院

 
 

『上
海
-

通
往
世
界
之
橋
』

上
、

一
九

八
九
年
等
参

照
。

(
16
) 

『小
史
』

四
二
頁
。

『運
動
史
』
七

一
頁
。

(
17
)
 
張
廷

瀬

「
中
国
合
作

運
動
的
現
状
」

『平

民
』

一
五

二
期
、

一
九
二
三
年

五
月

 
 
五
日
。

(
18
)
 

『小

史
』

三
六

-
三
八
、
四

四
ー

四
五
頁
等

。
な
お
普
益
協
社

は
成
都
星
期
講

七

〇

一



 

 
中

国

国

民

革

命

の

研

究

習
会
も
組
織

し
た
模
様

で
あ

る

(
「
通
信
」

月

二
四
日
)
。

『
平
民
』

一
四
二
期
、

一
九
二
三
年
二

(
19
) 

朱
義
析
、
前
掲
論
文

。
『
運
動
史
』

七
二
頁
。

(
20
)

胡
鉤

「
互
助
浅
説
」

『
互
助
』

「
巻

【
期

、

「
九

二
三
年

「
月
三
〇
日
。

(
21
) 

梁
柱

『
薬
元
培
与
北
京
大
学
』
寧
夏

人
民
出
版
社

、

一
九
八
三
年
、

一
五
四
頁
。

(
22
) 

朱
義
析
、
前
掲
論
文

。

(
23
) 

『
小
史
』

四
六
…

四
七
頁

。
『
運
動
史
』

七
三
頁
等

。

(
24
)
 
梁
柱

、
前
掲
書
、

一
五
四
頁
。

(
25
)
(
26
) 

「
北
京
大
学

消
費

公
社
章

程
」
『
平
民
』

一
四

一
期
、

一
九

二
三
年

二
月

一

 
 
○
日
等
。

(
27
)
(
28
)
(
29
) 

『
上
海
民
国
日
報
』

一
九
二
三
年

一
月

一
日
等
。

(
30
)
 

『
小
史
』

四
八
-

四
九
頁
。

(
31
)
 
董

亦
湘

「
同
孚
合
作
社
消
費

部
之
由
来
」

『
上
海
民
国

日
報
』

一
九

二
三
年

一

 
 
月

一
日
。
『
小
史
』

四
九
頁
。
『
運
動
史
』
八

〇
頁
。

(
32
)
 

「
武
昌

時
中
書

社
来
信
和
答
信
」
『
平
民
』

五
三
号
、

一
九

一
=

年

五
月

二
八
日
。

(
33
)
 

「
通
信
」

『
平
民
』

五
五
号
、

一
九

二

一
年
六
月

一
一
日
。

(
34
)
(
35
) 

「
武
昌
時
中
合
作
書
報
社
宣
言
及
簡
章
」

『平
民
』

一
三
四
期
、

一
九

二
二

 

 
年

一
二
月
二
三

日
Q

(
36
) 

「
武
昌
時
中
合
作
書
報
社
啓
事

四
則
」

『平
民
』

=
二
八
期

、

一
九

二
三
年

一
月

 

 
二
〇
日
。
「
通
信
」
『
平
民
』
 
=
二
九
期
、
 
「
九

二
三
年

[
月

二
七
日
。

(
37
)
 
『
小
史
』

五
〇
頁
。

(
38
) 

「
湖
南
合
作
社
消
息

一
束
」

『平
民
』

一
五
七
期
、

一
九
二
三
年
六
月
九
日
。

(
39
) 

「
平
民
団
消
息
」

『平

民
之
友
』

三
期

、

一
九
二
四
年
六
月
二
七
日
。

(
40
)
 
「
長
沙
泥
木

工
会
底
新
建

設
」

『
平
民
」

一
四
〇
期
、

一
九
二
三
年
二
月
三

日
。

(
41
) 

前
掲

「
湖
南

合
作
社
消
息

一
束
」
。

(
42
)
 
「
冒
牌
」

合
作
社
と

認
定
さ
れ

た
も

の
は
、

二
二
年

以
前

も
存
在

し
た
。
例
え

ば
、
復
旦
大
学
内

の
商
店

は

「
合
作

商
店
」

と
表
示
し
た
が
、
営
利
商
店
で
あ

っ

た
。

こ
の
商
店

が
成

立
し
た
時
は
ま
だ
協
同
組
合
思
想
が
十
分
中
国
人
に
伝
わ

っ

て
お
ら
ず
、
「
心
を

同
じ
く
協
力

し
て
幾
人
か

の
株

主

の
利
益
を

図
る
」
と
狭
く

七
〇
二

考
え

、
営
利
団
体
と
同
じ
も

の
と
曲
解
し
た
と

い
う

(
王
世
穎

「
最
近
世
界
合
作

運
動
」
『
平
民
』

六
六
期
、

一
九

一
二

年
八
月
二
七

日
)
。
そ

こ
で
二
三
年
株
主
間

の
意
見

対
立
か
ら

「
復
旦
商

店
」

に
改
組

さ
れ
、
「
合
作
商
店
」

の
名

称
は
取
り

消
さ
れ
た

(
「復

旦
大
学
合
作
商
店
」
『
平
民
』
 
「
五
〇
期
、

 
九

二
三
年
四
月

二

一
日
)
。

(
43
) 

「
上
海
合
作
銀
行
招
股
広
告
」
『
平
民
』
六
八
期
、

一
九

二

一
年
九
月

一
〇

日
。

(
44
)

『
上
海
民
国
日
報
』

一
九

二

一
年

一
二
月

五
日
。

(
45
)
(
46
) 

一
士

「
『
上
海
合
作
銀
行
』
被
封
後
的
感
想
」
『
平
民
』
九

八
期
、

一
九

二

 

 
二
年
四
月

一
五
日
等
。

(
47
) 

陸
宝
瑛

「
随
感
録
ー
関
於

両
合
作
銀
行
倒

閉
後
所
得
的
教

訓
」
『
平
民
』

一
〇

 
 

一
期
、

一
九

二
二
年

五
月
六
日
。

(
48
)
 
王
世

穎

「
組
織
合

作
研
究
社
的
提

議
」

『
平
民
』

一
二
三
期
、

一
九

二
二
年

一

 
 
○
月

一
七

日
。

(
49
)
 

「
関
於

『組
織
合
作
研
究

社
』

的
討
論
」

「
平
民
』

一
二
四
期
、

一
九
二
二
年

一

○
月

一
四
日
。
な
お
、

北
京

の

「平

民
銀
行
」

は
北
京

大
学
消
費
協

社
か

「
学
生

銀
行
」

の
間
違

い
と
思

わ
れ
る
。
た
だ

「学
生

銀
行
」

が
合

作
社
で
あ

っ
た
か
ど

う

か
確
認

で
き

な

い
。
ま
た

「
図
書
協

社
」

の
存
在

も
確
認
で
き
な

い
。

(
50
)
 

「
関
於

『
組
織
合
作

研
究
社
』

的
討
論

(続
)
」

『
平
民
』

一
二
五
期

、

一
九
二

 
 
二
年

一
〇
月
二

一
日
。

(
51
)
 

「
関
於

「
組
織
合
作

連
合
会
』

的
討
論

(続
)
」

『
平
民
』

「
二
七
期

、

「
九

二

 
 
二
年

=

月
四
日
。

(
52
×

53
)
 
『
上
海

民
国
日
報
」
 
一
九
二
二
年

一
二
月
三

一
日
。
劉
梅
庵

「
上
海
合
作

 

 
連
合
会
成
立
紀
念
大
会
記
」
『
平
民
』

=
二
七
期
、

一
九

二
三
年

一
月

=
二
日
。

(
54
) 

「
上
海
合
作
連
合
会
章
程
」
『
平
民
』

一
三
七
期
、
同
前
。

(
55
) 

「
上
海
合
作
連
合
会
第

一
次
総
務
会
記
事
」
『
平
民
』

=
二
八
期
、

一
九

二
三
年

 

 

一
月
二
〇
日
。

(
56
) 

「
上
海
合
作
連
合
会
星
期
学
校
章
程
」
『
平
民
』

一
三
九
期
、

一
九

二
三
年

一
月

二
七

日
。
「
上
海
合
作
連
合
会
合
作
学
校
招
生
広
告
」

『平
民
』

一
五

一
期
、

一
九

二
三
年
四
月

二
八

日
等
。



(
57
) 

そ
の
後

、
華
洋
義

賑
会

合
作

委
弁
会
は
農
民

の
大
部
分
が
知
識
と
業
務
能
力

に

欠

け
、
指
導

し
て
も
そ
れ
を
理
解
で
き
な

い
こ
と

に
鑑

み
、
イ

ン
ド
の
方
法

に
倣

っ
て
、
合
作
講

習
会
を

二
五
年

か
ら
約

一
週
間
開
催
し
、
そ

の
後
も
継
続

し
た
。

各

省
市
合

作
機

関
も
こ
れ
に
倣

っ
て
教
育
を
開
始
し
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
と

い
う

(
『
運
動
史
』

八
四
ー

八

五
頁
)
。

(
58
) 

伍
玉
璋

「上

海
合
作
連
合
会

合
作
運
動
的

又
商
椎
」
『
平
民
』

一
五
九
期
、

一

 
 
九
二
三
年

六
月
二
三
日
。

(
59
)
 

「
湖
南
大
同
合
作

社
第

一
期
試
辮
底
経
過
」

『平
民
』
六

一
号
、

一
九

二

一
年

七

 
 
月
二
三
日
o

(
60
)
(
61
) 

「
大
同
合
作
社
章
程
」
『
平
民
』

二
八
号
、

【
九

二
〇
年

=

月
二
七
日
。

(
62
)
(
63
)
(
64
)
 
前

掲

「
湖
南
大
同
合
作
社
第

一
期
試
辮
底
経
過
」
。

『小
史
』

五

一
1

 
 
五
二
頁

。

(
65
) 

「
湖
南
大
同
合
作

社
第

一
期
試
辮
底
経
過
」
、
同
前
。
章
有
義
、
前
掲
書
第

三
輯

、

 

 

二

〇
七

頁

。

(
66

) 

『
上

海

民

国

日
報

』

一
九

二

一
年

四

月

一

一
日

。

(
67

) 

『
平

民

』

一

一

一
、

=

三

、

一
二

二

、

一
四

四
各

期

、

及

び

『
覚

悟

』

一
九

 
 
二
二
年

七
月

一
四

日
、
梁
柱
、
前
掲
書
、

一
〇
六
頁
等

々
参

照
。

(
68
) 

王
世
穎

「
世
界
語
与

合
作
運
動
」

『平

民
」

一
九
〇
期

、

一
九

二
三
年

一
月
二

 
 
六
日
。

(
69
) 

『
上
海
民
国

日
報
』

一
九

二
二
年

一
〇
月

一
八
日
。

(
70
) 

張
廷
瀬

「
我
対
於
上
海

工
人
合
作
銀

楼
的
管
見
」

『平

民
』

一
九

二
二
年

一
〇

 
 
月
二
八
日
。

(
71
) 

「
長
沙
筆
工
生
活
独
立
計
画
」

『
平
民
』

一
四
〇
期
、

一
九
二
三
年
二
月
三
日
。

(
72
) 

『
小
史
』

五

二
頁
。
章
有
義
、
前
掲
書
第

三
輯
、

二
〇
七
頁
。
「
長
沙
筆
工
生
活

独
立
計

画
」
同
前
。
前

掲

「
湖
南
合

作
社
消
息

一
束

」
等

。
そ

の
他
、

「
通
信
」

『
平
民
』

四

一
号

(
一
九

二

一
年

三
月
五
日
)
に
よ
れ
ば
、
上
海
機
器
工
会
も
①

自
己
資
本
、
②
全

て
の
人

が
労
働
参
加

、
③
資

本
家
、
労
働
者
両
階
級
消
滅
を

モ

ッ
ト
ー
に

「
生
産
合
作
主
義
」

に
よ
る
機
器
鉄
工
廠
を
組
織
し
た

い
と
し

て
、
醇

仙
舟
、
毛
飛

に
指
導
を
仰

い
で

い
る
が
、
設
立
さ
れ
た
か
否
か
不
明
で
あ
る
。
な

中
国
初
期
合
作
社

史
論

お
、
機
器
工
会
は
章
程
第

二
条

で
、
地
位

の
改
善

、
賃
上

げ
、
労

働
時

間
の
短
縮
、

会
員

の
福
利
各
種
事
業

の
促
進
等

々
を
掲

げ
、
第

六
条

で
そ
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め

の
手
段

の

一
つ
と

し
て

「消
費
組
合

の
奨
励
」
を
あ

げ
て

い
る
よ
う

で
あ

る

(「
上
海
機
器

工
会

開
発
起
会

紀
略

」
『労

働
界
』
第
九
冊
、

一
九
二
〇
年

一
〇
月

一
〇
日
参
照
)
。

さ
ら
に

「
工
人
儲
蓄
」

(『
労
働

界
』
第

六
冊
、

一
九

二
〇
年
九

月

一
九

日
)

に
は
上
海

国
民
合
作

儲
蓄
銀

行
に
高

い
評
価
を
与
え
、
そ
れ
は

「
資

本
家

の
銀
行

で
な
く
、
我
々
平
民
の
銀
行
」
で
、
そ

の
儲
蓄
は

「
子
女

の
教
育
費

用

に
も

で
き

る
し
、
ま

た
後

の
自

ら
が
飢
寒
に
迫
ら
れ
る

の
を
防
ぐ
費
用
に
も

で

き
、

一
挙

両
得

で
あ

る
」

と
書

い
て

い
る
。

(
73
)

例
え
ば

、
衙
前

農
民
協

会
に
対
し
て
①

二
三
年
五
月
張
廷
瀬
は
前
掲

「
中
国
合

 
 
作
運
動
的

現
状
」

の
中
で
、
そ
れ
は

「
農
民
合
作
社

の
別
名
」
で
、
衙
前
全
村

の

 
 
農

民
に
組

織
さ
れ
た
が
、
大
同
合
作
社
同
様
に
官
僚
た
ち
に
封
鎖
さ
れ
た
と
す

る
。

 
 
②

『小
史
』

は

=

種

の
農
村
合
作
社
」

と
し
た
後
、
同
様
な
記
載
を
行
な

い
、

 
 
③

『運
動
史
』

は
沈
定

一

(玄

鷹
)
指
導

の

=

種

の
農
村
合
作
社
的
性
質
」

の

 
 
も
の
で
沈
が
刺
さ
れ
た
後
閉
鎖
、
④
朱
義
析
、
前
掲
論
文
は

「
農
村

の

一
種

の
生

 
 
産

合
作
社
」
、
⑤
鄭

林
荘
前
掲
論

文
も

「
衙
前
村

の
よ
う
な

田
舎

で
も

(
合
作
社

 
 
の
)
動
き

が
あ

る
」

と

し
、

さ
ら

に
現
在

の
⑥

前

掲

『
合
作

社
発
展

簡
史
』
も

「
農
業
合
作
社
」
で
あ
り
、
今

日
い
う

「
農
民
協
会
」

で
は
な

い
と
書
く
。
た
だ

し
、
終

わ
り

の
時
期
に
関
し

て
は
、
結
局

の
と

こ
ろ
第

一
回
目

の
衙
前
農
民
協
会

崩
壊
を
も

っ
て
終
わ
り

(
①
②
)
と
す

る
か
、

二
七
年

か
ら
再

開
さ

れ
、
二
八
年

八
月

の
沈
玄
盧

の
死
に
よ
る
新
衙
前
農
民
協
会
崩
壊
を
も

つ
て
終
わ
り

(③
⑥
)

と
す
る
か
の
相

違
は
あ
る
(
当
然
、
本
稿
で
は
前
者
を
研
究
対
象
と
し

て
い
る
)
が
、

大
同
小
異
に
衙
前
農
民
協
会
そ

の
も

の
が

「
合
作
社
」
だ
と

い

っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

(
74
) 

例
え

ば
、
楊
福
茂
、
王
作
仁

「
中
国
現
代
農
民
運
動
的
先
声
-
漸

江
薫
山
衙
前

 
 
農
民
闘
争
概
述
ー

」
『
中
国
現
代
史
』

(複
印
報

刊
資
料

)
、

一
九

八

一
年

三
期

。

(
75
) 

同
前
も
そ

の
傾
向
が
あ
る
が
、
中
共
漸
江
省
委
党
史
資
料
徴
集
研
究
委
員
会
等

 
 
編

『衙
前

農
民
運
動
』

(
中
共
党
資
料
出

版
社
、

一
九

八
七
年

)
所
収

の
成
漢

昌

 
 

「
中
国

現
代
農
民
運
動

最
早
発
生
於
何

時
何
地
?
」
、
葉
柄
南

「
新
型
農
民
運

動

七
〇
三



中
国
国
民
革
命

の
研
究

的

"
最
先

発
靭
者
"
」
、

「茅
盾

的
回
憶
」
等

々
。
な
お
、

こ
れ

ら
も
二

一
年

の
衙

前
農
民
協
会
が

「
合
作
社
」

で
あ

っ
た
と

の
記
載
は
な

い
。

(
76
) 

「
衙
前
農

民
協

会
宣
言
」

「
衙
前
農
民
協
会

章
程
」
『
新
青
年
』

九
巻
四
号
、

一

 
 
九
一
=

年
八
月
。

(
77
) 

意
盧

「漸

江
薫
山
衙
前
農

村
小
学
校
概

況
」
『
覚
悟
』

一
九

二

一
年

=

月

二

 

 
四
日
。

(
78
)
 
沈
玄
盧

「
他
就
是
祢

 
弥

就
是
我
」
『
星
期

評
論
』

一
九

一
九

年

一
一
月

二
三

 

 
日
。

(
79
) 

な
お
、
沈
玄
鷹
は
、

こ
れ

は

「
ア
メ
リ
カ
の
蘭
露
共
産
村

の
よ
う
な

も
の
で
は

 

 
な

い
」

(同
前
)
と

い

っ
て
い
る
。

「蘭
露
共
産
村
」
と

は
何

か
不
明

で
あ

る
。
オ

 

 
ウ

エ
ン
の

「
協
同
村
」
を
指
し

て
い
る
可
能
性
も
あ

る
が
、
も

し
、

そ
う

で
あ

る

 

 
と
し

て
も
本
稿

で
論

じ
た
如
く

、
沈
玄
盧

の
発
想
と
オ
ウ

エ
ン
の
そ
れ

の
共
通
性
、

 

 
構
想
と

「
協
同
村
」

の
類
似
性
等

々
か

ら
、
こ
の
構
想

に
主

要
に
影
響

を
及
ぼ
し

 

 
た

の
は

オ
ウ

エ
ン
の

「
協
同
村
」
だ
と
考
え

て
間
違

い
な

い
。

(
80
) 

加
用
信
文

「
オ
ー

エ
ン
の

『
協
同
村
』

の
構

想
」

『
土
地
制
度
史
学
』

八
四
号
、

 
 

一
九
七
九
年
七

月
。

(
81
)
 
沈
玄
鷹

「
子
孫
主
義
」

『
星
期

評
論
』

七
号
、

一
九

一
九
年
七
月
二
〇
日
。

(
82
)
 
沈
玄
盧

「競
争
与

互
助
」

『星
期

評
論
』

六
号
、

一
九

一
九
年
七
月

一
三

日

(
83
)
 

二

一
年

の
衙
前
農

民
協
会
崩

壊
後

の
状
況
を
合
作

社
と

の
関
連
で
簡
単
に
触
れ

て
お
き

た
い
。

そ
の
後

、
結

局
、
ま
ず
表
5

の
如
く
二
三
年

一
月
瀟
山
県

(衙
前

か
否

か
不
明
)

の
継
志

小
学

で
合
作

商
店
が
設
立
さ
れ
た
。
二
七
年
以
降
は
、

日

本
に
お
け

る
沈

玄
鷹
研
究
と

し
て
先
駆
的
な

野
沢

豊

「
沈
玄
慶

の
死
」
、
都
立
大

学
人
文
学
部

『
人
文
学
報
』

=

八
号

(
一
九
七
七
年

二
月
)
も

「東
郷
自
治
経

済
法

規
大
綱

」
示
し
、
そ
の
中
で

「
合
作
社
」

に
僅
か
に
触
れ

て
い
る
が
、
地
方

自
治

、
経
済

問
題
解
決

の

一
環
と
し
て
合
作
社
が
重
視
さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
よ

う

で
あ

る
。
な

お
、
周

一
志

「
薫
山

衙
前

農
村

考
察

記

日
」
『
再

造
』

一
三
期

(
一
九

二
八
年

七
月
)

に
よ
れ

ば
、
衙
前

村
に

は

「改

良
種
繭

販
売
第

一
合
作

社
」
、
書
籍

販
売
合
作
社
、
信

用
合
作
社

が
設

立
さ
れ

て
い
た
模
様

で
あ

る
。

そ

の
中

で
、
例
え
ば
信
用
合
作
社

(
一
株

一
元
)

の
場
合

、
そ

の
創
業
費

は
自
治
会

七
〇

四

が
負
担
す

る
こ
と

に
な

っ
て
お
り
、
社
員

は
農

民
協
会

の
全
体

分
子
を
主
体
と

し
、

そ

の
他

は
手

工
業
者
等

で
あ
り

、
か

つ
貸
付
章
程

は
農
民
協
会

が
議
決

し
、
合
作

社

の
社
員
は
そ

の
修
正
権
し
か
与
え
ら

れ
て
い
な

い
。

こ
の
よ
う

に
、
衙
前

で
は

他
地
域
と
比

べ
、
農
民
協
会
と

の
関
連
が
極
め

て
密
接

で
、
農
民
協
会

の
権
力

が

強
く
、
合
作
社
自
体

の
自
治
、
権
利

に
は
あ

ま
り
配
慮

さ
れ
て

い
な

い
。
ま
た
、

王

雪
園

「
薫
山
東

郷
自
治
概
況
」

『
再
造
』
三
〇
期

(
一
九
二
九
年

一
月
、

な
お

東

郷
と

は
衙
前
、
銭

清
、
南

陽
、
倉
前
等

を
含

む
三

〇

ヵ
村
?
か
ら

成

っ
て

い

る
)

に
よ
れ
ば

、
自
治
会

や
農

民
協
会

は
合
作

社
の
組
織
化

を
提
唱
し
、
児
童

会

組
織

に
は
信

用
、
消
費

、
販
売
等

の
合
作
部

が
含

ま
れ
て

い
る
。

つ
ま
り
、
二
七

年
以
降

は
衙
前

の
合
作
社

は
独

立
組
織

と

い
う

よ
り
、
従
属
的
関
係
に
あ
る
か
、

も

し
く

は
付
属
機
関
と

見
な
さ
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

お
 

わ
 

り
 

に

(
1
)
(
2
) 

前
掲
拙
稿

「
中
国
国
民
党

に
お
け
る
合
作
社

の
起

点
と
展

開
」

『孫
文

研

 
 
究
』

九
号
。

(
3
) 

『
小
史
』

や

『
運
動
史
』
等

の
時
期

区
分
は

一
九
年

か
ら
二
七
年
ま

で
と
大
ま

か
で
、
安
易
に
決
め
ら
れ
て

い
る

の
で
、
時
期
区
分
に
重
点
を
置

い
て
い
る
鄭
林

荘
前

掲
論
文

(
鄭

の
示
す
時
期
区
分
は
本
稿

「
は
じ
め
に
」

の
註
(
3
)
を
参
照
さ

れ
た

い
)

の
そ
れ
と

の
関
連
を

こ
こ
で
は
触
れ

て
お
き
た

い
。
鄭
は

五
四
運
動
以

前
は

「
合
作
社
提
唱

の
意
思
」
な
く
、
単
に
協
同
組
合
思
想
が
伝
播
し

て
い
た
時

期
と
し

て
二
〇
年
前
後

で
切
る
が
、
私
は
辛
亥
革
命
時
期

の
協
同
組
合
理
解
は

一

定

の
レ
ベ
ル
に
達
し

て
お
り
、
組
織
化

の
意
思
も
あ

っ
た
と
考
え

て

い
る
ρ

つ
ま

り
、
初
期

に
お
け

る
協
同
組
合
思
想

の
流
入
、
受
容
、
宣
伝

は
辛
亥
革
命
前
後

か

ら

一
貫
し

て
二
三
年
ま

で
続
き
、
そ

の
脈
絡

の
中

で
合
作
社
組
織
化

の
模
索
、
実

践
が
行
な
わ
れ

て
お
り
、
辛
亥
時
期
を
過
度

に
軽
視
し
、

二
〇
年
を
画
期
と
す

る

の
は
不

可
能

で
あ

る
。
辛
亥
革
命
前
後

か
ら

二
三
年

ま
で
を

ひ
と
ま
と
め
に
し
、

一
九
年

の
合
作
社
組
織
化
を
も

っ
て
前
後
期

に
分
け
る
の
が
最
も
妥
当

と
思
う

。

同
様

に
鄭

の
第

三
、

四
期

の
区

分
も
私

と
は
見
解
を
異

に
す

る
。

(
4
)
 
大

同
合
作
社
が
共

同
生
活
、
共
同
労
働

を
実
践

し
、

「工
読

互
助
」
を
簡
章

で



謳

い
、
「
半
工
半
学
」
、
農
民
教
育
等
を

目
指
し

て
い
た

こ
と

は
、
工
読

互
助
運
動

や

「新

し

い
村

」
と

の
共
通
性
が
あ
り
、
そ
れ
ら

の
影
響
を
強
く
受
け

て
い
た
と

見
な
せ

る

(
中
山
義
弘

「
五
四
運
動
期

に
お
け
る

『
新

し

い
村
』

の
試

み
」

『
北

九

州
大
学
外

国
語
学
部
紀
要
』

四
〇
号
、

一
九

七
九
年

一
一
月
等

参
照
)
。

こ
れ

ら

の
影
響
を
受
け
な
が
ら
近
代
的
経
済
基
盤
強
化

の
意
味

か
ら
も
、
合
作

制
度

を

採
用
し
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
、
合
作
運
動

は

一
般
的

に
言

っ
て
、
共
同
生

活
す
る
必
然
性

は
な
く
、
労
働
者

、
農
民
啓
発

や
、
そ

こ
か
ら
合
作
社
を

開
始

す

る
こ
と
は
考
え

て
も
、
合
作
社
指
導
者

の
中

に
は

「知
識
人
打
破
」
と

い
う
発
想

は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。

(
5
) 

前
掲
拙
稿

「
申
国
国
民
党
に
お
け

る
合
作
社

の
起
点
と

展
開
」
。

(
6
) 

黄
芸
博

「無

政
府
主
義
者
在

広
州
稿

工
会

活
動
回
憶
」

『
中
国
無
政
府
主
義

資

 
 
料
選
編
』

中
国
人
民
大
学
中
共
党
史
系
、

一
九

八
二
年

、
五
〇
九
-
五

「
○
頁
。

(
7
) 

「
通
信
-

広
州
工
人
合
助
社
来
函
及
答
函
」

『平
民
』
七

五
期
、

一
九

二

一
年

一

 

 
○
月
二
九

日
。

(
8
) 

川
井
悟
、
前
掲
論
文
。

(
9
) 

『
小
史
』

二
九
頁
。

(
10
) 

張
廷

瀬

「
合
作

主
義

者
為
什

塵
応
該

加
入
政

党
」

一
九
二

四
年

四
月

四
日
、

 

 

『
社
団
』

八
八
-

八
九
頁
。

(
11
) 

王
世
穎

「
中
国
合
作

運
動
底
復
興
」

『覚

悟
』

一
九

二
五
年

一
二
月

二
四
日
。

な
お
、
湖
南
省

の
安
源
路
鉱
消
費
合
作
社

に
関
し
て
は
紙
幅

の
関
係
か
ら
別
稿
で

本
格
的
に
論
じ
た

い
。

(
12
)
 

「平
民
団
消
息
」

『平

民
之
友
」

一
期

、

一
九
二
四
年
六
月

=
二
日
。

(
13
)
(
14
) 

「
商
城
書
社
縁
起
」

『覚
悟
』
 
「
九

二
五
年

【
○
月
三
〇
日
。

(
15
) 

「
家
庭
合
作
簿
備
経

過
」

『覚
悟
』

一
九
二
六
年
四
月
二
〇
日
。

(
16
) 

『小
史
』
六

〇
頁
。

(
17
) 

「中
等
以

上
学
校

応
組
織

消
費
合
作
社
案
」
『
覚
悟
』

一
九
二
五
年

一
〇
月
一三

 
 
日
。

(
18
)
 

日
本

興
業
銀

行
調
査

部

『
現
代
支
那
に
於
け
る
合
作
社

の
意
義
と
特
質
』

一
九

四

二
年

一

一
月

、

三

ニ
ー

三

四

頁

。

中

国
初
期

合
作
社
史
論

七
〇
五


